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　十年前の五月五日──広ひろ人と六歳さい。







「どうしたの」

　つつじの花の下で妖あやかしの女の子を見つけたのは、広人が六歳の時。

　場所は、有あ里り間ま区の区民会館の庭。祖母の知り合いの告別式でのことだった。




　広人の声に、女の子はおそるおそる頭を上げると、涙なみだで一いつ杯ぱいの瞳ひとみで見返してきた。

　狐きつね色いろの長い髪かみと古風な振り袖そで姿の、可愛かわいい子だった。

「………………と」

　震ふるえる声で、小さな女の子はいった。

「父とうさまに、お別れをいいに来たの……でも」

　ぱしぱしと、女の子はつぶらな瞳を瞬またたかせる。

　涙がころんとこぼれ落ち、頰ほおを流れて伝った。

「耳が、隠かくせないの……人間に見つかるからダメって、母かあさまにいわれてるのに……」

　広人も瞬いた。

　よくよく見れば、青葉に隠れる少女の頭には、狐の耳が生はえている。

「えーっと……」

　広ひろ人とはちょっと考えて、ポケットをまさぐった。祖そ母ぼが貸してくれた、大きな白いハンカチが出てきたので、それをふわりと広げて少女の頭にかぶせてやった。

「これで隠かくれると思うよ」

　そういって、広人は女の子のあごの下でハンカチを結んだ。

　女の子は、びっくりした顔で広人を見上げる。

「広人。式が始まりますよ」

　後ろから祖母の声がした。びくりと女の子は縮み上がり、つつじの陰かげに隠れる。

「あっ、ばあちゃん。あのね、この子がお父とうさんにお別れをいいたいんだって」

「えっ……あら、まあ」

　植え込みの陰をのぞき込んだ祖母は、一目見ただけで何かを察したようだった。

「大だい丈じよう夫ぶ、一いつ緒しよに行きましょう。広人、手をつないでおあげなさい」

　広人はうなずいて、手を差し伸べる。

　女の子は一いつ瞬しゆんためらい、それからおずおずと広人の手につかまった。

　三人は連れ立って、会館内の式場に向かった。

　黒い服の弔ちよう問もん客きやくの中で、女の子の振り袖そで姿はとても目立った。

　広人と祖母は、怯おびえる彼女を背後に隠し、無言で静かに歩いた。

　女の子は一言もしゃべらなかった。

　広人の手にぎゅっとすがって、白いハンカチで包んだ頭をうなだれていた。

　祭さい壇だんに掲かかげられた故人の写真の前で、やっと女の子は顔を上げた。

「……父さま」

　涙なみだ交じりの小さな小さな声が聞こえて、ほんの一瞬、しゃくり上げる気配がした。




　焼しよう香こうが終わり、広人は祖母と女の子を連れて庭に戻った。

「……もう、帰らなきゃ」

　つつじの植え込みのそばで、女の子はいった。

「一人では危ないでしょう」

　祖母の言葉に、女の子は涙を溜ためた目で首を振る。

「姫ひめさま！」

　鋭い声が飛んできて、誰かが女の子の腕うでをつかんだ。

　広人と祖母が驚いて振り返ると、長身の黒服の男がそこに立っていた。

「姫さまがご迷めい惑わくをおかけした。では、これで」

　男は短くそういうと、女の子を引きずるようにしてその場を離れて行く。

「待って、待って。ハンカチ、返さなきゃ……」

　女の子はたどたどしく必死にいったが、男は聞くそぶりも見せない。

「あ────！」

　思わず広ひろ人とは声を張り上げた。女の子は引きずられながら振り返る。

「────！」

　どうして自分がそんなことをいったのか、広人は分からない。

　ただ、ずっとうつむいて、ずっと涙なみだを溜ためていた女の子が、可か哀わいそうでならなかった。

　女の子は手を振った。艶あでやかな着物の袖そでが翻ひるがえり、つつじの花に重なった。

「あの子が、先生のお子さんだったのね。狐きつねの子……」

　二人の姿が消えた後、祖そ母ぼが吐と息いきのようにつぶやいた。

〝先生〟とは故人のことで、民俗学を研究していた大学教授だったのだと、祖母は易やさしい言葉で広人に説明した。

「各地の民話を集める旅で狐の美女に出会って、結婚して、娘むすめがいるんだって……でも、色々な行き違いがあって……別れてしまったんだって。そう話していらしたのよ」




　そんなことがあった。けれど幼なかった広人は、それきり忘れてしまった。

　狐耳の女の子のことも。貸したままの白いハンカチのことも。

　彼女に告げた自分の言葉も、みんな…………。







　四月三十日──黄金週間五連休前日。







　有あ里り間ま高校の花か壇だんでは、つつじの花が満開。

　白に桃もも色いろ、朱しゆ赤あかに紅こう紫し……華はなやかなつつじの花か弁べんと緑滴したたる青葉に、まぶしい初夏の陽ひ射ざしが照り映えて、目をみはるばかり。

　花壇の横を歩く生徒たちの足取りは、心なしか軽い。

　なんたって、今日きようが終われば五連休！

　校舎に向かう彼らが口々に交わすのは、休み中の過ごし方。

　旅行、映画、買い物、近場で遊ぶ約束、家族で遠出と様々な計画が漏もれ聞こえる。

　浮き浮きした気分が、生徒たちの声と表情からあふれるばかり。

　…………ところが、そんな浮かれた空気を、とある叫びが吹き飛ばした。




「チャンジャ──────ッ!!」




　いきなり昇しよう降こう口ぐち前に、赤い戦隊風スーツの三人が飛び出した。

　生徒たちは仰ぎよう天てんして硬こう直ちよく。

　一番背の高い、見事な凹おう凸とつボディのレッド戦士がビシッ！　とポーズを決めて叫んだ。

「タカノツメレッド！」

　中背のレッド戦士がぎこちなくポーズをとった。

「カ、カクテキレッド！」

　一番小こ柄がらなレッド戦士が腰こしに手を当て可愛かわいい声で叫んだ。

「ハバネロレッド、なのです！」

　三人は声をそろえた。

「全部レッド！」

　リーダー戦士が高らかに告げる。

「この世のスイーツ（笑）を打ち砕くだく！」

　ズババババッ！　と格好良さげな決めポーズ。そして叫ぶは最後の大おお見み得え。

「激げき辛から戦隊、チャンジャ───────ッ!!」

　パパン！　バババババン！　と背後で爆ばく竹ちくが鳴り響ひびく。

　ドッバ───ン!!　と校内放送用のスピーカーから爆音まで轟とどろいた。

　ぼう然となる生徒たちに、リーダー戦士がぐっとサムズアップ。

「さあ、諸君。調理室で私と握あく手しゆ！　現在、追加激辛戦士募ぼ集しゆう中。次なるレッドは……」

　そしてビシィッ！　生徒たちを指差した。

「君だッ！」




　大空白。




　しーん、なんてオノマトペすらよぎらない驚きの白さ。

　生徒たちの沈ちん黙もくと真っ白い目に耐えられなくなった中背の戦士が、指を突きつけるリーダーレッドにそっと話しかけた。

「あの、部長……恐ろしい速度で滑すべってますけど……」

「こら──っ！　生活科学部！　新入生勧かん誘ゆう期間はとっくに過ぎただろう！」

　教師の怒声に、中背と小柄な戦士はびくっと飛び上がる。

　だがレッド部長は挑発的な声で返した。

「フッ、終わりなき戦いのために戦士は常に必要だ。勧誘期間など関係ない！」

「一人も新しい部員が入らなかっただけでしょう」

　うそぶくレッド部長に、中背の戦士が途と方ほうに暮れた声でささやいた。

「ここはいったん退ひいてやろう。だが私はかならず戻る！　撤てつ収しゆう！」

　悪役じみたレッド部長のセリフと同時に、三人は一いち目もく散さんに逃げ出した。




　こんなアホな光景を、つつじの茂みから熱のこもった視線で見つめる少女がいた。

　可愛かわいい花飾りをつけた、ふわふわくるくるの長い髪かみ。

　小こ柄がらで華きや奢しやで、ちょっと小動物っぽい可愛らしい女の子。

　ピカピカの制服からすると、入学したての一年生らしい。

「今日きようこそ……今日こそ、実行します……広ひろ人と先せん輩ぱいを…………」

　少女はぐっとこぶしを固め、真剣な顔でうなずいた。

「広人先輩を、わらわの婿むこにする計画を……！」

　おりしもこちらに、中背と小柄のレッド戦士二人が走ってくる。

　二人はヘルメット型マスクを脱ぬぎ去った。

　現れた顔は、鰹かつお屋や広人とねこがみさま。

　ねこがみさまは、美しい銀の髪をなびかせ、可愛い顔を上気させていった。

「やりましたね、広人。すっごい上手うまく行きましたのです！」

「あれ以上どう下手へたにもできませんてば！」

　広人が息を切らせて答えたまさにその時、少女はつつじの陰から飛び出した。

「広人先輩！」

　少女は真まっ赤かな顔で目をつぶり、決死の声で告げた。

「あっ、あの、お久しぶりです……」

「えっ？」「えっ？」

「どうか、わらわの話を聞いて……えぇっ!?」

　いきなり現れた少女に、走ってきた広人とねこがみさまはまともにぶつかった。

「わぁあっ！」「うにゃあっ！」「きゃゅんっ！」

　三人はもつれあって茂みに転がり込む。

　バキバキと枝が折れ、つつじの花と青葉が散って、宙ちゆう高く舞い上がった。

「うわ、ごめん！」

　くしゃくしゃの髪に葉っぱをつけて、広人は身を起こす。

「ねこがみさま、だいじょうぶですか。えっと、君も……」

　ぎくりと広人の体が強こわ張ばった。

　つつじの花に埋うもれて抱だき合う、ねこがみさまと制服少女。

　なんとその制服少女の頭から────




　大きな獣けものの耳が、ぴょこんと生はえている。




「えっ……ど、どういうことなのです？」「そ、そんな……」

　二人の少女は驚きを顔に貼はりつけ、互いを見つめ合う。

　次の瞬しゆん間かん、相手の少女の姿が消えた。広ひろ人ととねこがみさまは目を剝むいた。

「えぇえっ!?」

　中身のない制服がつつじの茂みに落ちる。

　と思ったら制服がもぞもぞ動き、ぷはぁと息をついて何かが顔を出した。

　小さな顔に大きな耳、つつじの花をぱふぱふ叩たたくふさふさ尻尾しつぽ。

　どう見ても、子こ狐ぎつね。

　広ひろ人ととねこがみさまは、あんぐりと口を開ける。

「え、これって、えええっ……」「ええええ────────っ!?」

　背後で大合唱が巻き起こり、はっと二人は振り返った。

　大おお勢ぜいの生徒たちがこちらをのぞき込み、瞳ひとみをまん丸くしてささやいている。

「いま女の子が消えたよね？」「子狐に変わった!?」「そんな馬鹿な……」

「ほわ─────っ！　これは宇宙が生んだ誇こ大だい妄もう想そうですっ！」

　広人はねこがみさまと子狐を横抱だきにし、全速力で逃げ出した。




　それはパニックのあまりの行動だった。無意識で何の計算もない行動だった。

　けれどその後あと先さき考えない行動が、自分をとんでもない窮きゆう地ちに追い込むなんて────もちろんこの時の広人には、想像できる余地など１ピクセルもなかった。
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「あの、だいじょうぶ？」

　押入れの暗がりに、広人はそっと声をかけた。

　一拍の間の後、ふすまの陰かげからぷるぷる震ふるえる狐耳がのぞく。

　次いで、髪かみに挿さした花飾りを揺らし、愛らしい少女が顔を出した。

　広人が貸したぶかぶかの白シャツを着て小刻みに震える様さまは、とても小動物っぽい。




　ここはグランパレス有あ里り間ま一○一号室、広人の部屋。

　あれから広人は自転車にねこがみさまと子狐を乗せて、豪ごう速そくでここまで逃亡してきた。

　怯おびえる子狐をみんなに任せて学校に戻ったが、やはり気が気ではなく、授業が終わって即行、帰ってきたところである。

「は……はい。あ、あの、すみません、広人先せん輩ぱい」

　少女は泣きそうな声でいった。

「学校、どうでした？　きっと大おお騒さわぎでしたよね……」

　とっさに広ひろ人とは答えに詰まる。

　もちろん大おお騒さわぎだった。朝のアホなショーのせいもあって職員室には呼び出されるし、教室では生徒に滝たきのごとく質問を浴びせられるし、校内では好こう奇きの視線にさらされまくるし。

　明日あしたから連休でなければ、騒ぎはもっともっと拡大していたはずである。

「ま、まあそれはそれとしてさ。とりあえず人間には戻れたね。耳は生はえてるけど」

　広人は汗あせだくで半笑いを浮かべた。

「心配しましたぞ。ずっと子こ狐ぎつねの姿でしたもの。これで話ができまする」

　ねこがみさまが広人の背中に乗っかって、ひょいと顔を出す。

「でも……人間から狐への変へん化げ……やはり、われのせいでありましょうか」

　ねこがみさまは思案気げな表情でいった。

「あり得ますわね」

　天てん井じよう下がりミミが天井から逆さかさになって、垂たれ下がる金きん髪ぱつをかき上げる。

「封印されていたわたくしたちを、実体化させた力がおありですもの」

「そうなのよ。ねんねしてた夜や刀とを柏かしわ手でで起こしたの、ねこがみさまなのよ」

　黒髪かみで白しら拍びよう子し服ふくの蛇へび幼女夜刀が、横からのぞき込む。

「ええ。ユキメだって、ねこがみさまのおかげでここにいますしぃ」

　真っ白餅もち肌はだの雪女じよ郎ろうユキメも、着物に包まれた巨乳を揺らしてうなずいた。
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　みんなの言葉に広ひろ人とは思い出す。

「そっか。ねこがみさまは、妖よう力りよくある存在の本性を明らかにできるんでしたっけ」

「確かにその通りですが……んむ、では試しにちょっとやってみまする。せーのっ」

　いきなりねこがみさまは小さな両手をぱぁん！　と打ち合わせた。

「きゃゆ────んっ！」

　とたん、一ひと声こえ鳴いて少女は姿を消した。

　はっとみんなが気づくと、子こ狐ぎつねが広人のシャツに埋うもれてじたばたもがいている。

「うわ、大だい丈じよう夫ぶ!?」「ほわわ!?　も、申し訳ありませぬ！」

　あわてて広人とねこがみさまが手を伸ばすと、ぱっと少女は人間形態に戻った。

　戻ったはいいが素すっ裸ぱだか。

　真まっ赤かになる広人の前で、少女はとっさにシャツで胸を隠かくす。

「あっ、あの、すみませ、も、もう大丈夫で……きゃう──っ！」

　どんがらがっしゃん。

　狭い押入れの奥に積んだ荷物が崩くずれ、少女は下した敷じきになる。

「うわ、大変だ！」「だ、大丈夫でありまするか!?」

　広人とねこがみさまは押入れに飛び込み、荷物を跳はね除のけた。

「片づけは私が行います。お三さん方かたとも、とりあえず外へ」

　好青年の外見ながら、実体は屋や守もりでヤモリの妖あやかし・守もり宮みやが、落ち着いて促うながした。

　汗あせだくの広人は、ねこがみさまと少女を導いて混乱の押入れから出る。

「こ、今度こそ大だい丈じよう夫ぶです。気をしっかり持てば、人間の姿は保て……」

　はぁふ、と少女が大きく息を吐はいたその時。

「ねえねえちょっとーっ！　なんなのよどうなったのよ、あの狐きつね娘むすめはっ！」

　ぴしゃーん！　と勢いよく窓が開いて、狐少女はびくっ！　と飛び上がった。

　広人たちもびっくり……はせず、またかという表情で窓を見る。

　おりしもショートボブの元気はつらつ制服美少女が、靴くつと紙バッグを手に窓から入ってくるところだった。いわずもがな、有あ里り間ま区の産土うぶすな神がみ・耀あき姫ひめである。

「耀姫さん、玄げん関かんて名前の存在は知ってますか」

　広人は吐と息いきをついて指し摘てきした。

「えー、知識と活用は別だし？」

「それじゃ人間は玄関から入るって常識とか礼れい儀ぎとかは」

「残念、あたしは神さまだもん。礼儀も過ぎれば無礼っていうしさ。あ、これこれ」

　まったく気にした風もなく、耀姫は手にした紙袋を突き出した。

「その狐娘の制服と鞄かばん。制服は花か壇だん、鞄は教室に置きっぱなしだったし」

　広人はあっと口を開ける。

　少女を連れて逃げてくるのに必死で、持ち物まで気が回っていなかった。

　無礼なんだけど、やっぱり面めん倒どう見みがいい人だなあ、耀あき姫ひめさんは……。

「あ、ありがとうございます。わらわの鞄かばん、よくわかりましたね」

　狐きつね少女がおずおずと手を差し伸べた。

「だってあんたのこと知ってたもん、狐娘むすめ」

「ええっ!?」「知ってたって、耀姫さん彼女のことを？」

　少女と広ひろ人とが同時に声を上げた。

「っていうか氏うじ子こさんも気づいてたでしょ。この子が普通の人間じゃないって」

「え、いや、有あ里り間ま高校って生徒多いですし……何かいるのはわかってましたけど」

「まあねー、実はうちの高校、人間のふりした妖あやかしが他ほかにもいるしね」

　驚きの事実を、耀姫はさらりと告げた。

「あ、あの、お話したいこと色々ありますけど、その前にごあいさつさせてください」

　おずおずと発言する狐少女に、視線が集まる。

　シャツの裾すそから出る生のふとももに両手を置いて、少女はきちんと正座した。

「わらわは氷ひ川かわ台だいあやのと申します。有里間高校の一年になります」

　畳たたみに手をつき、あやのと名乗った少女は丁てい寧ねいに頭を下げる。

　言葉遣づかいといい仕し草ぐさといい、きちんと躾しつけを受けたいいところのお嬢じようさんのようだ。

「こんなことになってしまって……申し訳ありません。充分気をつけるよう、甚右衛門じんえもんにいわれていましたのに……。あ、甚右衛門はわらわのお目め付つけ役やくです」

「ああ、あのオールバック片眼鏡めがねさんよね、お目付役って」

「えっ!?　どうして甚右衛門のことを」

　口を挟はさむ耀姫に、あやのが驚いて目を向けた。

「ま、ここはあたしに説明任せて。知らない間あいだ柄がらじゃないし」

　耀姫はあやのを手のひらで指し示すと、広人たちにいった。

「彼女は金きん狐こ一族の次期当主でお姫ひめさま。一族は人間界で会社経営してて超お金持ち！」

「金狐？　って、狐のお姫さま!?」

　広人たちは、驚いてあやのを見つめる。どうりで礼れい儀ぎ正しいわけだ。

「住みかは有里間区内だけど、あたしの管かん轄かつ外。でも、あたしの縄なわ張ばりにある有里間高校入学にあたって、お目め付つけ役やくさんがあいさつに来てくれたのよね」

「そうだったのですか……甚右衛門ったら、わらわも参まいりましたのに」

「っていう風に、あたしの縄張りに入ってくる妖しはちゃんと一ひと言こと入れてるの。だから人間じゃないなってわかってても、スルーしてるわけよ」

　ちらりと耀姫はねこがみさまたちを見た。

「どっかの化ばけ猫ねこたちみたいに、無断で居い座すわる礼儀知らずと違うよねー」

「玄げん関かんも知らぬどこぞの女め神がみよりはまともですぞ」

「窓から侵入なんて、不ふ審しん者しやか変質者か変態かバイオの犬ぐらいなのよ」

「凶きよう暴ぼうさならゾンビより上ですわよね」

「えぇ、耀あき姫ひめさんて変態ゾンビさんだったんですかぁ!?」

「そうそう、実はあたし不審者の死体ってあんたら神さま捕まえて超無礼ぃいっ!!」

「耀姫さん、自分で振っておいてつられちゃだめです」

　憤いきどおる耀姫を、広ひろ人とは冷静になだめた。

「では正体を隠かくしていたのに、われがぶつかったせいで暴ばく露ろされてしまったのですね」

　ねこがみさまはしょんぼりと猫ねこ耳みみを伏せた。

「それは、申し訳ないことをいたしました……この通りです」

「いえ、わらわも嬉うれしさのあまりに、いきなり飛び出してしまいましたから」

　そういって、あやのは少し熱っぽい目で広人を見上げた。

「広人先せん輩ぱいに、再会できたのが……嬉しくて」

　へ？　と広人は口を開けた。

「十年前、わらわは父の告別式で、先輩にお世話になったんです。覚えてませんか」

「十年前……ってことは、俺おれが六歳さいの時？　えっと、君を世話って……え？」

　広人はぼう然となる。まったくこれっぽっちも記き憶おくがない。

「え、えっと、ご、ごめん。全然覚えてないんだけど。それって本当？」

「そんな……」

　あやのはショックを受けた顔になった。

「そんな、そんな……先輩の言葉だけを頼りに、ずっと今日きようまで来たのに……」

　見る見るうちに、あやのの大きな瞳ひとみに涙なみだが溜たまっていく。

「え、いや待って！　疑ってるわけじゃない、本当に忘れてるんだよ！」

　広人は焦あせった。みんなの疑念の視線が背中に刺ささるのを感じて、汗あせが噴ふき出る。

「そうですよね、十年も前のことですから……仕方ありません」

　あやのはうつむき、大きな狐きつね耳まで垂たらして、小さな声でいった。

「一目お会いできただけで、満足です。これでもう……二度と、お会いできなくても」

「えっ!?」

　みんなは驚いてあやのを凝ぎよう視しした。

「人間の学校に通うことに、現当主である母は大反対でした。先輩にお会いしたくて、わらわがどうしてもと頼み込んで許してもらったのですが、一つ条件があったんです」

　あやのはきゅっと唇くちびるを引き結んだ。

「もし正体がばれたら、学校は退学。一生屋や敷しきから外には出さないと」

「そんな……！」

　ざわっとみんなは腰こしを浮かせた。

　あやのは深くうなだれ、太ももに置いた手を、ぎゅっと握にぎりしめる。

「きっと騒さわぎは、すでに母の耳に届いているでしょう。もう……どうしたらいいか」

　誰もが声もない。気まずい沈ちん黙もくがその場に流れた。

「ちょ、ちょっと待っているのです、あやの！」「うわ、ねこがみさま!?」

　ねこがみさまが広ひろ人との襟えり首くびをぐいと引っ張り、他ほかのみんなに手て招まねきする。

　みんなは部屋の隅すみで顔を寄せ合った。

「どう思います、みなの者。今のあやのの話」

　ミミや夜や刀と、ユキメは顔を見合わせると、同情の声で答えた。

「どうって、お気の毒ですわね。古い一族にありがちな、身勝手な規き範はんの犠ぎ牲せいですわ」

「そうなのよ。横暴なのよ」「ええ、あやのさん、お可か哀わいそうですよぅ」

「まったくよね。第一さ、氏うじ子こさんもひどくない!?」

　耀あき姫ひめがぐいと割り込んだ。

「彼女はあんなに一いち途ずに覚えてたのに、すっぱりきっぱり忘れちゃってさ！」

「だ、だって俺おれたったの六歳さいだったんじゃ……いや、でも、面めん目ぼくないです」

　広人は申し訳なさにうなだれた。

「というわけで広人、提案があるのです」

　そこにねこがみさまが、決意を秘めた声でいった。

「あやのの正体がバレたのはわれの責任。幸い広人との縁えんもありまする。そこで……」

「え!?　って、まさかまた!?」

　ぎくりと広人は頭を上げた。

「この部屋に彼女を住まわせるとかいい出すんじゃないですよね？」

「う、うぐ……む、無茶な望みなのは、重々承しよう知ちしておりまする」

　ねこがみさまは口ごもり、目を伏せる。

「状況がはっきりするまでの間だけでも……無理でしょうか、広人」

「っていわれてもですね……」

　広人も困り果てて言葉を濁にごした。

　だが、しょんぼりとうつむくねこがみさまの姿には胸が痛む。

　広人はちらと背後のあやのをうかがった。

　狐きつね少女は泣きそうな顔で、自分の膝ひざ小こ僧ぞうを見つめている。その様子にも広人は胸が痛んだ。彼女との出会いを忘れてしまったことにも、罪悪感がつのる。

「えっと、あの、あやのさん」

　広人は慎しん重ちような声で尋たずねた。

「家に連れん絡らくしてみたら。退学なんて心配の裏返しで、本気じゃないかもしれないし」

「いいえ……母は本気です。一族の体面が一番大事ですから」

　哀かなしげにあやのは答えたが、ふいにきっと顔を上げた。

「ですが、先せん輩ぱいにこれ以上ご迷めい惑わくをおかけしたくありません。お暇いとまいたします」

「ええ!?　ちょ、ちょっと待って！」「そうです、ことを急がずとも！」

　腰こしを浮かせるあやのを、広ひろ人とやねこがみさまはあわてて引き留める。

「まあいいじゃん。ここに置いてあげたらどうよ」

　耀あき姫ひめの声に、みんなは視線を移した。あやのも動きを止める。

「あたしん家ちに泊まってるってことにして連絡すればいいよね。金きん狐このお宅にはあいさつに来てもらったから知らない間あいだ柄がらでもないし、不自然じゃないでしょ」

「それはまことですか、耀姫!?」

　ねこがみさまの声が明るくなった。

「うん。実際あたしんとこに泊めてあげれればいいんだけどさ、大神社だから色々出入りやつき合いがあるし、他ほかの縄なわ張ばりの妖あやかしを敷地内に泊めるのはちょっとね」

　ちらん、と耀姫は意味ありげな目で広人を見る。

「第一、氏うじ子こさんが拉ら致ちってきた形じゃない？」

「う！　そ、そういわれると……その通りです」

　確かに動転していたとはいえ、ここへ連れこんだのは自分だ。

　広人は膝ひざに両手を置いて、視線を落とす。

　モサコさんがぽてぽて歩いてきて、「ぐにゃん？」と首を傾かしげる。

　……婆ばあちゃん。これも、モサコさんを拾った時と同じですか。

　一度関わったら、最後まで責任取れっていう……。

　心の中で、広人は亡き婆ちゃんにたずねる。もちろん答えは返ってこない。

　大きく大きく息をつき、それから広人はあやのに向き直った。

「まずは家に連れん絡らくしてみよう。対応はそれ次第だね」

「わ──わかりました」

　ひるんだ顔でうなずくあやのを、ねこがみさまが励はげました。

「大だい丈じよう夫ぶ、われが詳くわしい話を一いつ緒しよにいたしますゆえ、安心するのです！」

「やーめ。あんたが口出すと超こじれそう。あたしがするってば」

　耀姫がぐいとねこがみさまの顔を押し退のけ、あやのと共に玄げん関かんに向かった。

　バタン、とドアが閉まる音が響ひびく。外で電話をするようだ。

「ねえ、何かおかしくありませんこと？」

　ミミが声をひそめていった。

「やーけーに、親切過ぎますわよ、あの傲ごう慢まん女め神がみ」

「そう……ですかね。耀姫さん、もともと世話焼きで面めん倒どう見みがいい人ですけど」

「広ひろ人とのいう通りなのです。耀あき姫ひめは心映えの良い女子ですぞ」

　ねこがみさまは熱心にいった。

「確かに、少々の欠点はありまする。ちょっとばかり傲ごう慢まんだったり居い丈たけ高だかだったり無ぶ遠えん慮りよだったり礼れい儀ぎ知らずで口が悪くて板より平たそうな胸で」

　バダン！　ズッダダダダダダダダダダダダダダダダダダダッッッ！！！！

　いきなり耀姫がすっ飛んできてねこがみさまの頭をわしづかみにした。

「いっちょこれから黄泉よみ行ってくるかこの化ばけ猫ねこぉおおっ!!」

「か、か、かように地じ獄ごく耳みみでもありまするけどっ！」

「ほ、褒ほめてたんです！　一応褒めてたんですよ、耀姫さんのこと！」

「どこがじゃーっ！　あれで喜ぶ人種は遺伝子レベルで真性Ｍよねっ！」

　耀姫は広人に鼻息荒くいい捨てると戻っていった。

　それを見送って、女子連はまたひそひそとささやき合う。

「どうして悪口だけはちゃんと聞こえる仕様なのよ？」

「悪口は低い声ですわ。お年寄りは高周波の音は聞こえなくても、低周波の音はよっく聞こえるそうですのよ。耀姫さんて、確か元は鎌かま倉くら時代の方のはずですもの」

「えぇ、耀姫さんてすーっごいお婆ばあちゃんだったんで」

　ゴリッ、ゴキゴキッ、ボッギョボギョッ、バギョッ。

　異様な音に女子連が振り向くと、ブラックオーラを背負った耀姫が仁に王おう立だちして、世紀末の救きゆう世せい主しゆのごとく両のこぶしを合わせてベキベキ鳴らしていた。

「……あんたらには地獄すら生ぬるいわぁ……」

「あ、耀姫さん！　地獄は仏ぶつ教きよう由来の産物ですから！」

　間に立つ広人は真夏のごとく汗あせだくになった。

　暴れる耀姫をなんとかなだめて外に連れていき、十数分後。

　仏ぶつ頂ちよう面づらの耀姫と、哀かなしげなあやのとが、一いつ緒しよに戻ってきた。

「なんとか、連れん絡らくはついたし」

　耀姫は腰こしを下ろし、ふうっと息をついた。横に正座したあやのが、不安そうに続ける。

「幸い、学校での騒さわぎは母の耳に入っていませんでした。でも……」

「まあね。狐きつね娘むすめのお母かあさん──金きん狐この現当主が聞きつけるのも時間の問題よね」

　言葉の後を耀姫が引き継つぐ。

「ただ、お目め付つけ役やくさんは同情的なの。それで相談して、騒ぎが落ち着くの待とうかって。明日あしたからの五連休、あたしん家ちに泊まってるってことにしてさ。どう、氏うじ子こさん？」

　耀姫の言葉に、広人は隣となりに座るねこがみさまを見やった。

　ねこがみさまは訴えるようなまなざしを返す。

　広人は他のみんなも見回した。ミミや夜や刀と、ユキメに守もり宮みやが、大きくうなずく。

　広ひろ人とはうなずき返し、あやのに向き直った。

「じゃあ、あやのさん。連休の間だけでも、ここにいますか」

「えっ!?」

　あやのは、ぱっと目を見開く。

「それは……それは嬉うれしいです。でも、いいんでしょうか、先せん輩ぱい」

「いいよ。っても狭せまい部屋だから、窮きゆう屈くつで悪いんだけど」

「そんな、置いてくださるだけで結構です。ありがとうございます、先輩、皆さま……！」

　あやのは涙なみだを浮かべると、両手をついて深々と頭を下げた。

　いじらしいほど一いつ生しよう懸けん命めいな様子に、広人はわれ知らず胸を打たれる。

　他ほかの住人も照れてもじもじと目を見み交かわした。

　あやのは目め頭がしらをぬぐい、ほっと息をつく。

「わらわは、高校入学までずっと一族と暮らしてきて、こんな風に頼れる友人は一人もいません……。もし皆さんと知り合えなかったら、どうなっていたか……」

「あやの！」

　すっかり同情したねこがみさまが、あやのの両手を取った。

「もう心配いりませぬ。われらと知り合うたからにはすでに友人、ここに住むなら家族も同然！　これからもずっと、仲良うしましょうぞ」

「ね、ねこがみさま……あ、ありがとうござ……きゃゅんっ！」

　とたん、あやのはまたもや変へん化げ。

　ねこがみさまに前まえ脚あしを握にぎられ、床ゆかに落ちたシャツの中にちょこんと後脚で立つ子こ狐ぎつね出現。

　なんか可愛かわいい。

「あっ、あっ、すみませっ！　きゃあっ！」「わぁっ！」

　あやのはあわてて人間形態に戻る。もちろん素すっ裸ぱだか。

「あの、あの、お風ふ呂ろ場ばお借りしますっ！」

　シャツで胸を隠かくし、あやのは逃亡する。広人も真まっ赤かになって背を向けた。

　だがしかし、走って行くあやのの剝むき出しの白いお尻しり（ふさふさ狐尻尾しつぽつき）はばっちり見えてしまって、ますます頰ほおが燃え上がる。

「よろしいですか、みんな」

　ねこがみさまは妖あやかし女子連を手招きして声をひそめた。

「あやのに優しゅう、仲良うするのですぞ。これを機に、ぜひ親密になるのです」

「あっ、それってもしかしてぇ」

　ユキメが目を輝かせた。

「あやのさんのこと、嫁よめ候補にってお考えなんですか？」

「その通り！」

　ねこがみさまは満面の笑みを浮かべる。

「礼れい儀ぎ正しく見み目め麗うるわしく、姫ひめというだけあって品も良し。広ひろ人との嫁よめにうってつけです！」

「んー、悪くないかもなのよ。つつましくて好印象なのよ」

「同意ですわね。どうせ嫁を増やすなら、常識をわきまえた方がいいですわ」

　ねこがみさまたちは嬉うれしそうにささやき合った。

　女子連の内ない緒しよ話ばなしは聞こえないものの、広人はいや～な予感で悪お寒かんがする。

「そうだ。耀あき姫ひめさん、ありがとうございます。今回もほんと、助かりました」

　広人の言葉に、こたつで肘ひじをつく耀姫が素そっ気けなく答えた。

「べっつに。これはあたし、ってか耀姫神社のためでもあるしね」

「へ？」

「金きん狐こ一族は裕ゆう福ふくっていったでしょ？　実はさ、彼女のお目め付つけ役やくさんがあいさつに来てくれた時にさ、すーっごい高額の玉たま串ぐし料りようもらっちゃったのよね～」

　うひひ、と耀姫はにやついた。

「ここで金狐一族とつながり持っておけば、神社の今後も安あん泰たいかなって！」

「やっぱりそういう魂こん胆たんでしたのね、この傲ごう慢まん女め神がみ……」

　逆さかさになったミミの顔が、耀姫のすぐ背後に降ってきた。

　ぎくりと身をすくめる耀姫の肩かた越ごしに、夜や刀ととユキメがすぅっと忍しのび寄る。

「傲慢女神じゃなくて強ごう欲よく女神なのよ……」

「耀姫さぁん、ひどいですよぅ。それじゃただの強欲ババアですよぅ」

「大だい丈じよう夫ぶ、耀姫。数ある欠点に強欲が加わっても、そなたの良さは損そこなわれませぬ！」

「なんかあんたが一番ムカつくんですけど──っ！　この化ばけ猫ねこっ！」

　もう広人は仲ちゆう裁さいしない。仲良く遊んでください、はいはい。

「広人さま。夕食はいかがいたしますか」

　守もり宮みやが後ろから聞いた。

　ねこがみさまのほっぺをびよんびよん伸ばす耀姫を放って、広人は振り返る。

「夕ご飯はん……そういや材料がだいぶ切れてたなあ……」

「はい。お米がかなり減ってきております」

　広人はうーんと腕うで組ぐみをする。

　現在の鰹かつお屋や家けの食しよく料りよう事情は、かなり危うい。

　普段は静しず岡おかの親しん戚せきの農家──祖そ母ぼの実家からもらう大量の食料で、これだけの人数でも余よ裕ゆうだ。しかし静岡は今お茶のシーズン。親戚は大おお忙いそがしで、救援物資は一時お預けらしい。

「連休中だけでもなんとかします。あ、生卵とおかかパック買いに行かなきゃ」

　広人は財さい布ふの入ったリュックをつかんで腰こしを浮かせた。

「どこへ行くのです、広人？」

　耀あき姫ひめに伸ばされたほっぺを両手でさすって、ねこがみさまが振り仰あおいだ。

「足りない食材買いに行ってきます。ご飯の支し度たくは帰ってからしますね」

「え、あ……広ひろ人と！」

　玄げん関かんで靴くつを履はいていると、ねこがみさまがぱたぱたと追ってきた。

「広人、今の守もり宮みやとの話……」

　ほんのちょっぴり、ねこがみさまは不安そうに訊きいた。

「もしや、この家には食料が……足りませぬのか？」

「えっ!?　いや、大だい丈じよう夫ぶですって。ねこがみさまが気にするほどじゃありませんよ」

　広人は笑い返し、ねこがみさまの猫ねこ耳みみの生はえた頭を優しく撫なでた。

「すぐ戻りますから。あやのさんのこと頼みますね」

　見送るねこがみさまに、広人は小さく手を振って外に出た。

　外に出ると、夕暮れ時の風が心地良かった。初夏の匂においを空気に感じる。

「……早く、一人前になりたいよなあ」

　駐ちゆう輪りん場じようへ歩きつつ、ふと広人はぽつりともらす。

　両親がいないせいか、それとも性格のせいか、養われて当然という考えはなかった。

　常に、誰かに借りを作って生きているという気がしていた。

　こんな風に、祖そ母ぼの実家に依い存ぞんしていると自覚する時は、特に。

　それで変に卑ひ屈くつになったことはないし、感謝の気持ちを絶やしたこともないが、一日でも早く自分の手で生計を立てたいという気持ちは、強くなるばかりだった。

　自転車の鍵かぎを外し、ハンドルを握にぎると、広人は夕空を仰ぎ見る。

「とりあえず、連休中のバイトがんばるか。その後長期のバイトを探して……」

「え、氏うじ子こさんバイトするの？」

「うわ！　あ、耀姫さん!?」

　いきなり肩かた越ごしに声をかけられ、広人はびびった。

　振り向くと、スクールバッグを肩にかけた耀姫が、広人を見上げている。

「はあ、実は部長に無理やり誘われてて……そういえばもう帰るんですか。耀姫さん」

「うん、お泊まりグッズを取りにね」

　耀姫はにま～っと笑った。

「あ・た・し・も連休中はお泊まりするから！　氏子さん家ちに」

「は──はいぃい!?」

　広人は目ん玉を剝むいて驚いた。耀姫はしれっと答える。

「だって金きん狐このお家うちから連れん絡らくがあった場合を考えて、狐きつね娘むすめのそばにいた方がいいでしょ？他ほかにもちょろっと気がかりなことがあるしさ」

「気がかりって……何です」

「金きん狐こってさ、稲荷いなり大だい明みよう神じんに仕つかえる善よい妖あやかしだけど、すごい力を持つ大妖よう狐こなわけ」

　耀あき姫ひめは空を振り仰あおいだ。

「変に関わり合って変なことに巻き込まれないかなあって……ね」

　広ひろ人との胸を不安がかすめる。だがすぐに、耀姫はくるりとこちらを振り返った。

「ま、念のためってことで。そんじゃよろしくね。遊び道具持ってくるし」

「遊び道具って、またマッチョマシーンですか？」

「氏うじ子こさんがそんなに好きなら、マッチョ用意してくるよ！」

「いってませんよそんなこと！　つかマシーンじゃなくてマッチョ!?」

　だが広人の言葉が届く前に、耀姫は手を振って駆かけていった。

　広人は判断に困って、ぽりぽりと頰ほおをかく。

「帰ってからあやのさんに、もっとくわしく家のことを聞いた方がいいのかな……」

　広人は自転車のペダルに片足を乗せ、地面を蹴けって走り出す。

　川沿いの道に出た。家々の垣かき根ねのつつじも、今や満開。

　夕ゆう陽ひの中で揺れる鮮あざやかな花か弁べんを横目に、広人は風を切って走り抜ける。

　ふいにポケットの携帯が鳴った。広人はあわてて自転車を停め、携帯を取り出す。

「もしもし……って、何、春日かすが!?」

『何、じゃないでしょう、ばか広人！』

　幼おさな馴な染じみの春日美み薫かの声が、耳じ朶だを厳しく打った。

『部長にいわれた連休中のバイトのこと、ちゃんと覚えてるの!?』

「あ、うん。もちろん覚えてるよ」

　広人は汗あせをかきつつ答える。今回のバイトは、なんと美薫も一いつ緒しよなのだ。

『今日きようの放課後、その打ち合わせをしようと思ったのに、勝手に帰るなんて』

　うぐ、と広人は言葉を吞のむ。あやののことで、すっかり忘れていた。

「ご──ごめんごめん。急な用事があってさ」

『だったら一ひと言こと残して帰って！　いい、今日できなかった打ち合わせをするから、ちょっと早いけど明日あしたの朝七時半に現地に来て。それと、あの猫ねこ神がみりんって女の子』

「え、え？　ね、ねこがみさ……りんちゃんが、何？」

　ぎくりと広人は背筋を強こわ張ばらせた。

『部長が勝手に郊外部員て認めてるけど、今回のバイトには関係ないから、絶対に連れてこないで。見学もダメよ。それとあともう一つ！』

　びしりと美薫がいった。

『今朝けさのこと、明日ちゃんと説明してもらうから。それじゃ』

　広人の返事も待たず、通話は切れた。

「……説明……無理だってば……」

　手の中の携帯を見下ろして、広ひろ人とはため息をついた。

　尻しりポケットにぐっと携帯を突っ込み、再びペダルを踏み込む。

　涼しい夕風を顔に受け、広人はちょっぴり遠くを見つめた。

　おかしな闖ちん入にゆう者しやは来るし、耀あき姫ひめは泊まり込むし、部長のバイトはあるし。

　波は乱らん万ばん丈じようのゴールデンウィークになりそうである────




　──閉まった玄げん関かんドアの前で、ねこがみさまは目線を落とし、つぶやいた。

「広人に、苦労ばかりかけまする……」

　自分が広人の家に来てから、いくつものトラブルが彼のもとに持ち込まれた。

　妖あやかし関連の話だけではない。さっき、ちらと耳にした食料事情のこともそうだ。

　けれど広人は何一つ愚ぐ痴ちをいわない。だから自分も、無意味に謝るより感謝を伝えたい。

　……とはいうものの、やっぱり切ない気持ちになってしまうのだ。

「ぐーるにゃあ」

　足元でモサコさんが体をこすりつけた。ねこがみさまはデブ猫ねこを抱だき上げる。

「広人を幸せにしたいと願っておりますのに……上手うまく行きませぬ。ねえ？」

　ねこがみさまは、モサコさんの顔に鼻をくっつけた。

　ざらりとしたモサコさんの舌したが、ねこがみさまの鼻をぺろりと舐なめる。

「そうですね。落ち込むより、行動です！」

　モサコさんの慰なぐさめに、ねこがみさまは決意の顔を上げる。

「ぜひとも、目標の千人の嫁よめを集めましょうぞ。氏うじ子こを増やせば、氏うじ神がみたるわれの力も取り戻せて、鰹かつお屋や家けを繁はん栄えいさせられるはず。そうすれば」

　モサコさんを両手で高く抱き上げて、ねこがみさまは断言した。

「きっと、もっともっと広人は幸せになるはずです！」




『……潜せん入にゆうに成功しました』

　浴よく槽そうの縁ふちに、ぺたりとむき出しの尻しりを乗せて、あやのは携帯メールを打っていた。

　チキチキとボタンを押す音が、ユニットバス内に響ひびく。

『計画を遂すい行こうするために、まずは住民の関係や性格を探ります。甚右衛門じんえもん。どうかお母かあさまの干かん渉しようを阻はばんでください……』

「……嫁を集めましょうぞ……！」

　ドア越しにねこがみさまの声が聞こえて、はっとあやのは顔を上げた。

　あわててメールを打つ両手の指の動きを早める。

　最後に、彼女はこう入力して送信ボタンを押した。

『────わらわが必ず、広人先輩を婿むこにしてみせます』







[image: 第二話　The fox is known by her brush.]




「食事当番を、決めまする！」

　ばん！　とこたつテーブルを叩たたき、ねこがみさまは身を乗り出した。

　むろん、広ひろ人との膝ひざの上から。

　また変なこと思いつくなあ、と広人はねこがみさまの後頭部を見下ろした。

　テーブルに並ぶ他ほかのみんなは、真ま面じ目めな顔で聞いている。

　ねこがみさまの膝で、モサコさんもテーブルに前まえ脚あしをかけて真剣なまなざし。

「いつも、われらの食事を一手に引き受けているのは広人一人」

　ねこがみさまは勢いよく、片手で広人を指し示した。

　余りまくったジャージの袖そでがぶらんと大きく揺れる。

「そこでこの連休中だけでも、われらが食事を作ろうではありませぬか」

　おおお、とみんなの感かん嘆たんの声が上がる。

「さらには母の日も間近。感謝の思いを伝えるにはうってつけ！」

　俺おれは母かい。

「料理が出て当然、お仕つかえされて当然、と思われるよりはいいけれど……」

　天てん井じようを仰あおいで広人はつぶやいた。

　お気づかいはありがたい。ありがたいが、遠えん慮りよしたい。

　なぜなら──自分以外、誰もまともな料理ができないし！

　ミミは砂糖を入れればオールＯＫ、夜や刀とは生卵だけで万事ＯＫ、ユキメは火を使うこと自体がＮＧ、一見まともな守もり宮みやですら調味料の区別が不可能だ。

　そしてねこがみさまは…………いわずもがなの論外である。

　広人は吐と息いきをついて、ねこがみさまの後ろ頭にいった。

「いいですよ。最近みんなが掃そう除じをやってくれてますから、俺オレが料理ぐらいします」

「ですが、他ほかはすべて広人なのです。洗せん濯たくも買い物もゴミ出しもご近所付き合いも」

「それは一応家や主ぬしですから。いやでも、ほんと結構で……」

「お願いなのです、広人」

　言葉をさえぎり、ねこがみさまは真しん摯しなまなざしで広人を見上げた。

「役に立ちたいのです。少しでも、広人が楽に過ごせるように」

「あ……」

　広人は目を丸くする。そして、ふっと小さく笑った。

　ここまでいわれて拒こばむのは男、いやいや、人間がすたる。

「ありがとうございます。じゃあ……遠えん慮りよなくお願いしますね」

　いいぞ、どんな物でも食べてやる！　と広ひろ人とは腹をくくった。

「いいじゃん、いいじゃん、それって大賛成！」

　真っ先に耀あき姫ひめが手を上げる。

　彼女は予告通り、泊まり込みにやってきた。ぱんぱんに膨ふくれ上がったカートを引いて。

　あのカートの中身は何だろう。お泊まりグッズにしては多すぎるような……。

「なぜかしら、強ごう欲よく女め神がみが張り切ると、とっても不ふ吉きつな予感がしますわね」

「同感なのよ。これまでのパターン的にロクでもない展開が来る気がするのよ」

　ミミと夜や刀とが眉まゆがひそめた。

「あっ、でもでも、ユキメも大賛成ですよぅ、お食事当番」

　ユキメが嬉うれしそうに巨乳を揺らしていった。守もり宮みやもにこやかにうなずく。

「私も同意させていただきます。広人さまのために、尽じん力りよくいたしましょう」

「あ、あのっ、わらわも参加させてください！」

　制服に着替えたあやのが、必死に声を上げる。

「お世話になるせめてもの恩返しに。どうか、お願いします」

「むろんですとも。なんと嬉しい申し出でしょう、あやの！」

　ねこがみさまは大喜び。ぐいと片手を突き上げて宣言した。

「では全員の総意が得られたところで、連休お食事当番隊、ここに発ほつ足そくなのです！」

　一いつ斉せいに拍はく手しゆと歓声が上がる。耀あき姫ひめなんか調子に乗って指ゆび笛ぶえを吹く始末。

　あまりの一致団結ぶりに、広人は急に不安に襲おそわれる。

　大だい丈じよう夫ぶかな。せめて生せい命めい維持できるぐらいのご飯はんが食べられるといいな……。

「それでは早速、当番の順番を決めましょうぞ！」

　うっすら暗雲漂ただよわせる広人に構わず、ねこがみさまは張り切って身を乗り出す。

　そこに耀姫が訊きいた。

「で、どうやって順番決めるのよ、化ばけ猫ねこ」

「普通にじゃんけんで良いではありませぬか」

「ただのじゃんけんなんてつまんなくない？　そーこーで、ご提案でーす！」

　いらんこといいでいらんことしいの耀姫は、ずいと身を乗り出した。

　あやの以外の住民が、ざわりと緊きん張ちようする。

「やっぱさ、じゃんけんっていったら────野球拳けんよね！」

　またろくでもないことを！

「野球拳？　とはなんです？」

　ざわつく他ほかの住民をよそに、ねこがみさまは首を傾かしげる。

「じゃんけんで負けた人が脱ぬぐゲームってか遊び。全ぜん裸らになったら負けよね」

「そ、それはなかなか……危機感を煽あおる遊びでありまするな」

「でしょでしょ？　けどただ脱ぬぐだけの野球拳けんもつまらないよね。せっかくの連休のお泊まり会じゃん、親しん睦ぼくを深めるためにも、羽は目めを外して遊ばないとさ！」

「耀あき姫ひめさんに外す羽目なんか最初からないような……」

　広ひろ人とは薄うすい目でぼそりとつぶやいた。

　というかすっかり目的を見失ってただのお泊まり会になってるし。

「あっ、涼りよう子こちゃん受け売りの豆知識！　羽目って実は当て字で、ほんとは馬は銜みのことなの。馬の口に嵌はめて制せい御ぎよする道具。こっちの方が意味が通るよねー」

　生活科学部の部長で稀き代たいの変態・涼子の名前に、広人は頭が痛くなる。

　話を収しゆう拾しゆうするなんて概がい念ねんのない部長がここにいたら、もっと大変だっただろう。

「それでさ、じゃんけんで負けたら、脱ぐかアイテム着用か、どっちか選ぶってどう？」

　耀姫はほくそ笑み、パンパンに膨ふくれ上がったカートを指し示した。

「ほら、これだけコスチューム持ってきたし！」

　本当にろくでもねえー。

　まあ今回は例の箱使わないみたいだから安心かな……。

「そして脱だつ衣いか着用か選ぶにはこのティッシュ箱を」

「やっぱティッシュなんですかあ───っ!!!!」

　テーブルの上に差し出された空からのティッシュ箱に広人は叫んだ。

　住民たちも潮しおが引くように背後の壁までドン引きした。

「まっことちり紙が好きなのですね……紙好きの神なんて下手へたなしゃれにもなりませぬ」

「不ふ吉きつな予感大当たりなのよ……」

「今回は一箱なんてガマンしたんですねぇ、耀姫さぁん……」

「毎まい度ど毎度毎度毎度毎度毎度×[image: ∞]も同じ展開で、少しは工く夫ふうしたらいかがですの」

「何いってんの、様式美って言葉知ってる様式美！」

　バンバンバン！　と耀姫はテーブルを叩たたきまくった。

「能の型だって茶さ道どうの所しよ作さだって相撲すもうの土ど俵ひよう入いりだって黄こう門もんさまの印いん籠ろうだって、累るい々るいと受け継つがれ確立された型があるから美しいのよ。その型を極めたからこそ最高の芸になったのよ。つまりこのティッシュ箱だって繰り返せばいつかなるわけよ芸術に！」

　広人は呆あきれてつい突っ込んだ。

「そんな無理めな期待をティッシュ箱にかけるのは可か哀わいそうなんじゃ……」

「無理なわけがないじゃん！　便器だってタイトルつけて展示すればアートなのよ二十世紀最高の現代芸術にも選ばれるのよ頭おかしくない？　ってかあれ絶対裸はだかの王様よねー誰か指し摘てきすればいいのにそれただの便器って！」

「そこまで話を外して転がす技能の方が芸術ですよ！　しかも便器って何です！」

「その便器とはマルセル・デュシャンの『泉』のことですね」

　あやのの冷静な声がした。はっとみんなが視線を向ける。

　愛らしく澄すました顔で、狐きつね少女は滔とう々とうと語り出した。

「あの作品はダダイズム及びシュルレアリスムの走りで、伝統芸術や世せ相そうへの抗議、既き成せい概念の打破を表現しています。つまり便器自体ではなくただの日用品に過ぎない便器を作品として提示するという新たな概念これをレディ・メイドといいますが、その概念自体を芸術と認定しているわけで便器を便器と指し摘てきしたところで便器がアートである事実は覆くつがえされません」

　ざわっ。

　いきなりの饒じよう舌ぜつな口く調ちように、みんなは凍こおりつく。

　はっとあやのは息を吞のみ、顔を真まっ赤かに染めてうつむいた。

「す、す、すみません！　生なま意い気きことをいってしまって」

「いや、あの、解説自体はすごく納なつ得とくしたんだけど、うん」

　童顔で愛くるしい少女が連発しちゃいけないワードがいっぱいあった気がする。

「ま、まあ、厠かわやも神が宿る神聖な場所ゆえ、芸術も当然ですが」

　ねこがみさまが咳せき払ばらいして話を戻した。

「それはそれとして、この箱は今回使う必要はありませぬぞ。嫁よめが増えるわけでもなし」

「ばっか、親しん睦ぼくを深めるためっていったじゃん！」

　耀あき姫ひめが顔を近づけ、赤くなってうつむくあやのを横目で見ながらささやいた。

「彼女とこれで遊んで仲良くなれば、新たな嫁を一人ゲットできる可能性大じゃない」

「おお……そう、そうですね、それは素す晴ばらしい考えでありまする！」

　ねこがみさまは爛らん々らんと目を輝かせた。

「では、その提案に乗りましょうぞ！　よろしいですか、皆の者」

「……ねこがみさまがおっしゃるなら」「……仕方ないのよ」「いいですけどぉ……」

「は、はい！　わらわも異存ありません！」

　あやのも真っ赤になりつつ懸けん命めいにいった。

「よっしゃ、決まりね！　あ、氏うじ子こさんも当然参加だから」

「っはいぃ!?　だってそれって俺おれの代わりに食事を」

　といいかけて、はたと広ひろ人とは口をつぐんだ。

　待てよ。俺が当番になればまともな食事が作れるぞ……。

　それに、実はじゃんけんには自信がある。

　生前の婆ばあちゃんから、勝てるコツを教えてもらったことがあるのだ。

「わかりました、俺も参加します！」

　かくして、鰹かつお屋や家け住民＋二名による謎なぞの野球拳けんゲームが開始された。




「勝負は五回！」

　ぐい！　と耀あき姫ひめが片手を開いて突きつけた。

　ずい！　とみんなは真剣な顔で前のめりになる。

「五回じゃんけんして、一番勝ち回数が多い人が優勝。ただし」

　ビッ！　とティッシュ箱を耀姫が指差す。

　バッ！　とみんなの視線が箱に移動。

「この箱に入っているカードは、『脱だつ衣い』か『着用アイテム』の二種類。でもたった一枚、あるカードが存在するの。それ引いた瞬しゆん間かん、問答無用で負け確定だから」

「それは何です」

「『全ぜん裸ら』」

　確かに負けだな。

「それでさ、優勝者が当番を指名できるってどうよ」

「よろしい。この勝負、受けて立ちましょうぞ！」

　ねこがみさまは猫ねこ耳みみをピンと立て、猫尻尾しつぽを大きく振って、大張り切り。

「どのみちわれはこのジャージ一枚。背はい水すいの陣じんゆえ、負ける気がいたしませぬ！」

「気き合あい満々ですのね、ねこがみさま。でも、わたくしも負けませんわよ」

　ミミは天てん井じようから降り立つと、金の髪かみをかき上げる。

　蛇へび幼女夜や刀とも、髪かみを二匹ひきの蛇に変え、冷たくささやいた。

「夜刀もなのよ。全裸で畳たたみに這はいつくばらせてあげるのよ、傲ごう慢まん女め神がみ」

「いうよね。這い回るのはそっちがお得意でしょ、蛇だけに」

　にらみ合う夜刀と耀姫の周りに、殺気がむうっっと立ちこめる。

「え、えっと、脱ぬぐのはかまわないっていうかむしろ脱ぎたいですぅ。熱気すごくて」

　ちょっとへたばり気味に、ユキメが腰こしを浮かせる。

　守もり宮みやも穏おだやかな笑みを崩くずさず、すっと立ち上がった。

「争い事は好みませんが、敗北も好みません。全力でやらせていただきましょう」

　大人おとなしそうなあやのまで、両のこぶしを握にぎって起立した。

「がんばります。広ひろ人と先せん輩ぱいのために、わらわは絶対勝利を勝ち取ります！」

「え、えーっと、がんばって。あ、俺おれもがんばって」

　広人一人、情けなくも腰が引けた発言。

「よろしい。それでは、まいりましょうぞ！」

　ねこがみさまが握にぎったこぶしを振り上げる。住民一同、気迫をこめてにらみ合う。

　緊きん迫ぱくが高まった瞬しゆん間かん、ねこがみさまが掛け声を叫んだ。

「じゃ───んけ─────んっ！」

　みんなはぐいとこぶしを引いて、

「ほいぃいいっ!!」

　勢いよく突き出した。結果は──────！

「おっと」「あっ……広ひろ人と先せん輩ぱいと、同じ」

　広人とあやのはパー、みんなはグー。

「な、なんと」「まあ……」「意外なのよ……」「すごいですぅ」「残念ですな……」

　ねこがみさまたちは、グーを握にぎったまま感かん嘆たんした。

「ま、まぐれです」

　あやのはちょっぴり照れて、パーの手をくるくる裏返すと後ろに引っ込めた。

　広人は自分の手のひらと、頰ほおを染めるあやのを見比べる。

　一番自己主張が苦手そうな彼女とあいことは、確かに意表をつかれた。

「うぅ、まあ仕方ないよね。ハイ、負けた人はさくさく引くよ」

　ずいと耀あき姫ひめがティッシュ箱を突き出した。

「なに、まだ一回目。次の勝負こそ本番ですぞ！」

　真っ先にねこがみさまが箱に手を突っ込む。そして引き出したカードには、




『全ぜん裸ら』




「なにいきなり敗北してんのよ化ばけ猫ねこぉ─────っ！」

「しまったのです……」

　四つん這ばいになってうなだれるねこがみさまに、耀姫が叫んだ。

「背はい水すいの陣じんはどうしたのよ、自分から後ろの川にダイブしてんじゃん！」

「よろしい、負けは負けなのです」

　ねこがみさまは立ち上がり、屈くつ辱じよくをこらえるように頰ほおを染めてジッパーに指をかけた。

「い、いさぎよく脱ぬぎ捨てて、台所に立ちまする！」

「うわああ、まま、待った待ってください！　そんないさぎよさはいりません！」

　あわてて広人は引き留めた。ねこがみさまが全裸で食事当番なんて、全献こん立だてがおかかご飯はんになるならまだしも、目のやり場に困っていたたまれない。

「焦あせんないでよ、化け猫。優勝者が当番決めるっていったじゃん。ほら、次は誰よ」

　耀姫が促うながすと、ミミが金の髪かみをかき上げて前に進み出た。

「それではわたくしが引かせていただきます。まいりますわ！」

　フリルの袖そでをひるがえし、ミミはすいと箱に手を入れる。そして引いたのは、

『鼻フック』

「なっ……」

　ミミは凍とう結けつ。広人も戦せん慄りつ。鼻フックってあんた……。

　耀あき姫ひめが手を叩たたいて大喜びした。

「金きん髪ぱつ外人美少女の鼻フック！　お好きな方にはたまらない仕様よね！」

「へ、変態！　この変態女め神がみ！　何を考えてこんな物入れてますのよっ！」

「鼻はな福ふく？　とはなんなのですか、広ひろ人と」

　ねこがみさまが無む邪じや気きに首を傾かしげて訊きくが、とても広人には答えられない。

「ＳＭプレイで使用する顔面凌りよう辱じよく小道具よねーふふふん」

「そんな答えにくいことをあっさり答えないでくださいよ耀姫さんっ！」

「化ばけ猫ねこに分かるわけないからいいじゃん。さ、きりきり次行くよね。子こ蛇へび娘むすめ、どう？」

　顔を真まっ赤かにしてわなわな震ふるえるミミと、理解できずに首を傾げるねこがみさまを放って、耀姫が夜や刀とに水を向けた。

「いいのよ。やってやるのよ。夜刀はくじ運強いのよ！」

　勇ましく夜刀は小さな手を箱に突っ込んだ。ところが今度のカードには、

『全タイ』

　何それ。

「全タイって何なのよ」

「全身タイツ」

　耀姫が肩かたを震わせて笑いをこらえつつ答えた。

「英語ｗｉｋｉにもＺＥＮＴＡＩって載のってる、日本発はつ祥しようの文化よね──ただし変態の」

　夜刀はぼう然。広人も脱だつ力りよく。

「実は変態行為が好きだったんですか……耀姫さんて」

「なっ、ち、違う！　違うもん！　これはただの偶ぐう然ぜんだし！」

「無理のある否定ですわね……」

　ミミが真っ黒いオーラをぎらぎらと放ちながらつぶやいた。

「鼻フックだとか全身タイツだとか用意しておいて、変態趣味じゃないですって……」

「だ、だから、どれも涼りよう子こちゃんから借りたアイテムで」

「いい訳苦しいのよ。そういう品を選別して借りること自体すでに変態なのよ」

　夜刀も苦にが々にがしい口く調ちようで追つい随ずいする。

「あっ、わかりましたぁ」

　見ていたユキメが、ぱんと両手を叩いて声を上げた。

「あれだけ浪ろう費ひするティッシュの使い道って、そういう遊びだったんですねぇ」

「ちちち、ちっがう！　違うもん違うもんってばっ！　ああもう、わかった、わかったよね！　次はあたしが引くし！」

　嫌いやな流れをさえぎるように、耀姫はぐいと手を伸ばした。

　しかし引かれたカードには──────





☆★☆






　異様な雰ふん囲い気きの中で、広ひろ人とは身を縮めていた。

　さっきまで満ちていた気合と熱気と迫力はどこへやら。

　最後の大勝負を前にしながら、誰もが沈ちん黙もくし、目をそらしている。

　広人は恐る恐る、テーブル周りを見渡した。真っ先に目に入るのは…………。




　コンビニ袋をかぶったミミ。




　ジト目の形に穴を開けた袋をかぶり、彼女は思い切り沈黙している。

『脱だつ衣い』を三回引いたので、ベビードールとドロワーズの下着姿で。

　広人は青ざめて、ゆっくりと目線を外す。

　あのコンビニ袋の下には、鼻フックが装備されているのだろうか。

　想像したくない。とてもとても想像したくない。何よりミミはここまで無言なのに、

「……………………………………………………………………………………………………！」

　笑ったら殺すオーラだけはびんびんに発していて超ちよう怖いよ！

「……せ、千年、生きてきて」

　ミミの隣となりから、泣きべそ声が上がった。

「こんな、屈くつ辱じよく、初めて、なのよぅ……っ」

　そこにいたのは、濃茶色のぴっちり全身タイツに身を包む幼女、夜や刀と。

　お猿さるさん耳とお猿さん尻尾しつぽを装着し、あろうことか巨大バナナにまたがっている。

「こっ、こんなの、ひ、ひどい、のよ。や、夜刀は、猿じゃなくて蛇へび、なのよっ……」

　地球すら一ひと吞のみ（自称）する妖あやかしが、べそをかいてしゃくり上げた。

　可か哀わいそうなのか可愛かわいいのか。いやその情けなさが可愛いのかも。

「えっと、えっと、ユキメはちょっと気に入ったかもですぅ」

　ミミや夜刀とは対照的に、ユキメが明るい声でいった。

　彼女は、ぎんぎらバタフライマスクに黒革かわボンテージのＳＭ女王スタイル。

　棘とげ付つき首輪と腕うで輪わに棘付きガーターベルト、棘付きのぶっといウィップまで装備。

　ただでさえエロいユキメがますますアダルトにエロ過ぎて、とても危険。

「えっとぉ、これってこう使うんでしょうか、えいっ」

　ユキメが立ち上がり、嬉うれしそうに鞭むちを振るった。

　ピシィッ！　と空気を裂さく小こ気き味みいい音が鳴り響ひびく。

「えー、なんか気持いいかもっ。うふふっ！」

「あ、あの、ユキメさん、危ないですよ」

「お黙だまり、この雄おす豚ぶた」

「はい!?」

　いきなりユキメは豹ひよう変へん。ウィップをぐいとしごき、尊大なまなざしで見下ろした。

「四つん這ばいで尻しりを高く上げな、淫いん乱らん雄おす奴ど隷れいにふさわしいご褒ほう美びをくれてあげる」

「ちょ、あ、え!?　待って、ユキメさん!?」

「いい声で鳴くのよ、豚奴隷。薄うす汚ぎたない豚らしく不ぶ様ざまで醜みにくい悲鳴でね！」

「ほわあああっ!!」

　鞭むちを振り上げるユキメに、広ひろ人とは思わずのけぞった。

　のけぞる背中がどんと誰かに当たり、あわてて広人は振り仰あおぐ。

「あ、すみません。守もり宮みやさ……」

　声が止まる。

　見上げる視線の先にいるのは────巨大七色アフロをかぶった守宮。

　レインボーサングラスにラーメ○マン的中ちゆう華か風ヒゲまでつけて、イケメン台無し。

「も、守宮さん……なに、それ」

「Ｙｏ─Ｙｏ！　それってなんだい、これって問題!?」

[image: ]

「はいぃいいいっ!?」

　驚きよう愕がくする広ひろ人との前で、守もり宮みやがジェスチャー満まん載さいで踊おどりつつノリノリで歌い出した。

「頂ちよう戴だい問題許して寛かん大だい、クレームフレーズ却きやつ下かでＹｏｕ　ｄｉｅ！」

「ラップ？　なんでラップ!?　アフロはレゲエじゃないの!?」

「ヤモリ山盛り髪かみの毛盛り盛り、盛り髪アフロも無問題、Ｙｏ！」

「誰だよあんた───────っ！」

　もうダメだ。

　広人はうなだれた。なんだろう、姿替えたらみんな性格変わっちゃったよ……。

「何よ何よ。辛しん気き臭くさいじゃん、氏うじ子こさん」

　ぴー、ぴるるるるっ。

　少女の声と甲かん高だいい笛ふえの音とが響ひびいて、うなだれていた広人は力なく頭を上げた。

　広人の目に映ったのは、耀あき姫ひめ────らしき物。

　着ているのは、白鳥首付きバレリーナ衣い装しよう、そして殿とのさまマゲヅラ＋鼻ヒゲ眼鏡めがね。

　彼女が唇くちびるにくわえた巻き笛を吹き鳴らすと、ぴるるるという間抜けな音と共に、微び妙みような位置についた白鳥首がゆらんゆらんと揺れまくる。

「ダレてないで盛り上がってよねーちょっとぉ」

「耀姫さん……うぅ、う、うぅっ」

　辛つらい。見るからに痛すぎて辛い。

　一応美少女なのに、ヅラだの鼻眼鏡だの白鳥だので全部台無し。

「なんで氏子さんが泣いてんのよ！」

「だって、だって耀姫さん見るだけで痛々しくって辛くって……うぐっ…………ぷくす」

「笑ってんじゃん！　笑うなパンいちのくせに！」

　そうでした。

　実は広人はパンいち。パンツ一枚。さっむーい。

「しょうがないじゃないですか！　一回しか負けてないのに引いたら『パンいち』って！」

「パンいちなんてヌル過ぎ！　どうせなら全ぜん裸らネクタイとか引けばいいのに！」

「男の全裸ネクタイなんて誰が得するんです！」

「どんな需じゆ要ようがあるかわかんないじゃん！　人間の萌もえと性欲とフェチ心舐なめんなっ！」

「知るか俺おれの全裸ネクタイ姿で興奮されるぐらいなら死ぬわ────っ!!」

　広人もすでに性格改変。

「なんとも恐ろしい……」「ぐーにゃ……」

　みんなの後方で、全裸のねこがみさまとモサコさんがぼう然とつぶやく。

『ドベ箱』とマジックで書かれた段ボール箱に、一人と一匹ぴきはちょこんと座っていた。

「みんなが変な生物になっておりまする…………特に耀姫」

「うっさい化ばけ猫ねこ！　ドベのくせに！」

　ぶん！　と白鳥首を振り回して耀あき姫ひめが振り返る。

「あんたなんかドベ箱ごと川原かわらに捨ててやるし！」

「そ、そんなっ、われは捨てられてしまうのですか？」「うにゃる!?」

　ねこがみさまは、モサコさんと一いつ緒しよに縁ふちに手をかけ身を乗り出した。

「ちょうどいいじゃん箱入りで。『拾ひろってなんていうておりまする』とか書いてやる！」

「い、いやですいやです、広ひろ人と以外の誰にもわれは拾われたくありませぬ！」

「……大だい丈じよう夫ぶさ、マイスゥィーティ」

　涙なみだ目めのねこがみさまの頰ほおに、誰かの手がそっと触ふれた。

「僕の女め神がみを捨てるわけがないだろう？　ふふっ、可愛かわいい子ネコちゃん」

　なんと広人が、妙みようにキラキラしいまなざしでねこがみさまを見つめている。

　どうやら性格改変が行き過ぎて、宇宙の果てからイケメン風別人格が降こう臨りんしたらしい。

　でもパンいち。

「泣かないで。僕の唇くちびるで、君の星の瞳ひとみに生まれた夜よ露つゆを拭ふきとって、あ・げ・る」

「え、うぇ？　ひ、ひろ、広人、え？」

　横で見ていた鼻眼鏡めがねの耀姫が、殿とのさまマゲヅラの額ひたいを押さえた。

「あっれえ、神じん通つう力りきが暴走しちゃったかなあ」

「あ、耀姫!?　そなた、いったい何をしやりました！」

「いやさ、カードを引くとちょーっとだけ陽気になる効果を、神通力で掛けてみたんだけど、やっぱ霊れい能力高いっぽい氏うじ子こさんがいると正しく作動しないみたいねーあはは」

「な、は、早う術を解くのです！　これではまるで、広人が悪あく霊りように憑つかれたような」

「怖がらないでよ、うるわしのキティちゃん」

　ぐいとあごを持ち上げられ、ねこがみさまの声が消える。

　振り仰あおぐと、超至近距離で広人のキラキラの瞳が見つめていた。

　ふいにねこがみさまの頰ほおが上気し、瞳がうるんだ。

「もっとそばにおいで。君の花のように愛らしい顔を、間近で見せて欲しいんだ……」

　全ぜん裸らのねこがみさまを、パンいち広人はぐっと抱だき寄せる。

　彼の素す肌はだの胸に、ねこがみさまのささやかな乳房が、ぎゅっと押しつけられた。

　広人は平気な顔だが、ねこがみさまはぴくんと体を震ふるわせる。

「ひ、広人……あ、あっ……」

「さあ、目を閉じて……今、その可愛い唇をふさぐから」

「……は、はい…………あっ……あん……にゃぁん」

　ねこがみさまは震えるまぶたを閉じて、甘あまえるようにあごを上げた。




　この混乱の中でただ一人、新しん参ざんのあやのだけが正気だった。

　彼女はまったく姿が変わっていない。なんとここまで全勝なのだ。

「あ、あの、皆さん、広ひろ人と先せん輩ぱい!?」

　あやのは両手を握にぎり合わせ、狐きつね耳みみを垂たれて、可愛かわいくもか細い声を上げる。

「しっかりなさってください。皆さん、どうか元に戻ってくださ……」

「ちょ、何やってんの、氏うじ子こさん！」

　か細いあやのの声を耀あき姫ひめの大声がさえぎった。

「化ばけ猫ねこも目を覚ましなさいよね！　そんなうっとりしてないで！」

「ふふっ、安心して。君の唇くちびるもちゃあんと奪うばってあげるから……さあ」

「へ？　う、氏子さん!?　え、や、あの……あっ……ん」

　強引に引き寄せられた耀姫は、広人のキラキラの瞳ひとみに見つめられ、ぼうっとなる。

　イケメン人格広人は両手に花状態。でもパンいち。

「お待ち、ゲスの淫いん乱らん豚ぶた野や郎ろう。おまえの主人はこの私よ！」

　女王ユキメが鞭むちを振るって乱入し、他ほかの三人まで加わった。

「ひ、ひどい、のよ、広人。えぐっ、や、夜や刀と、夜刀を見捨てないで、欲しいのよぅっ」

「Ｈｅｙ！　無視無私無死無視しないでくれＹｏ！　混ぜろよ混ぜてよ混ぜるな危険！」

「………………………………………………………………………………………………!!」

　もうカオス。

「あの、じゃんけん勝負、勝負はどうなって……あの、先輩、皆さん！」

　あやのがおろおろしながらみんなに呼びかけた。

　だが彼女の声は喧けん噪そうにかき消されて届かない。

「お願い、聞いてください、皆さん、皆さん！　どうか、どうか聞いて──────」

　ふいにあやのの語尾が沈んだ。その次の瞬しゆん間かん、




「聞いてくださああ─────いッ!!」




　突とつ如じよあやのの姿が変へん化げ、三みつ又またの尾を持つ金色の狐きつねが出現した。

　と同時に、突風にも似た妖よう気きのような圧力が、その場のみなを吹き飛ばす。

「うわあっ！」「にゃあっ！」「きゃああっ！」

　みんなは悲鳴を上げて壁まで吹き飛ばされる。

　バキャッ！　という轟ごう音おんと共に、壁にぶち当たったこたつテーブルが真っ二つに割れた。

　はっとみんなが息を吞のんで振り返る。

　三又の太い尻尾しつぽをゆらめかし、金色の狐がこちらをにらみつけていた。

　と思ったとたん、パッ！　とあやの姿が元に戻った。もちろん、全ぜん裸ら。

「え……あ、ああっ！　す、すみませんすみませんっ!!」

　あやのは制服をつかんで部屋の隅すみまで飛び退のき、半泣きで小さくなった。

「いや、あ、あの、えっと」

　広ひろ人とはびびりつつも、やっと声を絞しぼり出した。

「ご、ごめん。こっちこそわれを忘れちゃってたからさ」

「でも、テーブル壊こわしちゃっ……ごめんなさい、広人先せん輩ぱい……」

「いいよ、おかげで正気に戻れたし。じゃあ、変な勝負はここでお終しまいに」

「決着はつけてくださあ──────────いっ！」

　またもや金色の狐きつねが出現、とてつもない妖よう気きで広人たちは壁に押し付けられた。

　さすが大だい妖よう狐この姫。可愛かわいい顔でも本性はとんでもないらしい。

「は、はは、はい、やりますっ！」

　広人たちはあたふた向き合った。親しん睦ぼくを深めるとか家や主ぬしの苦労をねぎらうとか母の日とか俺おれの日とかすっかりどこかに消滅してしまったが、とにかくやらねばならない。

「え、えっと、じゃあわらわが掛け声を掛けます！」

　人間形態に戻り、制服のシャツを何とか身につけたあやのが進み出た。

　みんなは真剣な目でこぶしを固めて前のめりになる。

　緊きん張ちようが高まる。空気が張り詰める。

　特にあやのは一番真剣。唇くちびるを引き結び、狐耳をピンと広げる。

　シャツの裾すそからのぞくふさふさ狐尻尾しつぽも、興こう奮ふん気味にばっさばっさと大きく縦たて揺ゆれ。

　ねこがみさまはドベ箱の縁ふちを握にぎりしめ、息を吞のむ。

　ふと、横に座るモサコさんがじーっと何かを凝ぎよう視ししているのに気づいた。

　それは激しく動くあやのの狐尻尾だ。さすが猫ねこ、動く物に興味津しん々しん。

　思わずねこがみさまも、目をまん丸にして狐尻尾を見つめる。

　二匹ひき──いや一人と一匹は、箱から身を乗り出して、うずうずと猫尻尾＆腰こしを振る。

　そして、誘うようにひときわ大きく狐尻尾が揺れ動いた！

「行きますっ！　じゃーんけーんっ！」

「じゃ───んけ───んっ！」

「ほっ……」「うにゃ──っ！」「ぐるにゃ──っ！」

　あやのが声をかけた瞬しゆん間かん、ねこがみさまとモサコさんが飛んだ。

　ぎゅむっと二匹がふさふさ尻尾を押さえる。とたん、あやのは子狐に変へん化げした。

「きゃゆぅううんっ……」

　へなへなぐったり、子狐はシャツと一いつ緒しよに崩くずれ落ちる。

　力なく畳たたみをつかむ子狐の手は、かろうじて『ぐー』。

　他ほかのみんなも『ぐー』。だが、たった一人、広人だけが『パー』だった。

「あっ、あやの!?」

　ねこがみさまは驚き、狐きつね尻尾しつぽを踏み踏みするモサコさんを抱だいて飛び退のいた。

「あやのさん、大だい丈じよう夫ぶか、しっかり！」

　広ひろ人とがとっさに手を差し伸べる。しかしその手の先で、あやのは人間形態に戻った。

「うわあ！」「きゃああっ！　ご、ごめんなさい、先せん輩ぱいっ！」

　あやのは狐耳の中まで赤くなって、再びあわててシャツで前を隠かくした。

　だがこうまで変へん化げが度たび重かさなると、広人も細部までばっちり見てしまう。

　童顔なのに、実は意外に胸が大きくて量感たっぷり、シャツで隠しきれないほどみっちり重そうで張りがあって、身の詰まった果実みたいだと────

　……なんてことまで観察する年頃男子な広人の性しよう分ぶん。

「し、失礼しました！　どど、どうぞ着てください！」

　我に返った広人は泡あわを食って背を向けた。パンいちなので微び妙みように前かがみ。

「す、すみません。わらわの一族は尻尾をつかまれると弱くて……い、今、着ます！」

　あやのはもたもたとシャツに袖そでを通す。

「え、なに？　じゃあ、今のは氏うじ子こさんの勝利ってこと？」

　白鳥首を揺らして、耀あき姫ひめが腕うで組ぐみする。

「んー、でも事故なのよ？　勝負は無効なのよ」

　全タイ夜や刀とが猿さる尻尾までふりふりして首を振る。

「そうでございます。あれで負けでは、あやの様がお可か哀わいそうで」

「ユキメも無効でいいと思いますよぉ。お客様なんですから」

　守もり宮みやがアフロ頭でほほ笑み、ユキメが恥はずかしそうに胸の谷間を隠していった。

「……………………………………………………………………………………………………」

「お願いですミミさん！　怖いからしゃべって！」

　コンビニ袋で沈ちん黙もくするミミに、広人は青くなって叫んだ。

　モサコさんを抱だいて正座したねこがみさまが、へにょんと猫ねこ耳みみを伏せる。

「そうですぞ。今のはわれとモサコさんが悪いのです。どうかもう一度勝負を……」

「いえ、それにはおよびません」

　やっとシャツを身に着けたあやのが、みんなを振り仰あおいだ。

「負けは負けです。それにわらわはテーブルを壊こわしてしまいました。でも家に帰れなければ、弁べん償しようはできません……ですから、どうか、わらわに食事当番をさせてください！」

　あやのはきちっと正座し、深く頭を下げる。

「え……っと」

　広人は床ゆかを見下ろす。テーブルの残ざん骸がいの間に、つぶれた箱とカードが散乱していた。

「カードも引けないし、俺おれとあやのさんとが勝ちってことで、いいかな？」

「んん……まあ、仕方ないよね。いいんじゃない」

　耀あき姫ひめが素直に同意した。自分の神じん通つう力りきで混乱を招いたせいか、引け目があるらしい。

　他ほかのみんなも大きくうなずく。にっこりとねこがみさまがほほ笑んだ。

「では決まり通り、広ひろ人ととあやので当番を指名するのです。むろん、われがやりますぞ！」

「わかりました。それじゃ……俺おれとあやのさんが食事当番で」

　あっさり広人がいった。あやのが戸と惑まどい顔で振り仰あおぐ。

「え、で、でも、先せん輩ぱいに食事当番をさせるなんて」

「いいじゃないか、勝った人が指名できるわけなんだからさ。一いつ緒しよにやろうよ」

　気楽な調子で広人にいわれて、あやのは嬉うれしそうに頰ほおを染めた。

「は、はい……先輩と一緒なら、光栄です！」

「じゃ、それで決まりですね。いいですか、ねこがみさま」

「もう……広人は本当に甘あまい、いいえ、優しいのですね」

　ふふっとねこがみさまはほほ笑む。広人も笑い返した。

「ではでは、われは食事前にお風ふ呂ろを洗いまする！」

　ジャージに腕うでを通し、ねこがみさまは張り切って立ち上がる。

「……………………………………………………………………やっと終わりですのね！」

　ぷはぁっ、とミミがコンビニ袋をはぎ取った。

　綺き麗れいな顔は少し汗あせばんでいるが、鼻フックは装備していない。

　良かったー、と広人は安あん堵どした。ミミの綺麗な顔が台無しになるのは耐えられない。

「何よ逆さかさ娘むすめ。鼻フックはどうしたのよ鼻フックは！」

「いやですわ、耀姫さん。馬鹿正直にあんなものをつけるとお思いですの？　あら」

　ミミは高こう慢まんなまなざしで、耀姫の頭からつま先までを眺ながめ回した。

「バレリーナ衣い装しようがとってもお似合いですこと。特にその……ぷっ、白鳥首が」

「なっ……むっ、むかつく、この逆さ女っ！　もう一度勝負するよね！」

　憤いきどおった耀姫は怒りにまかせて衣装をばりっと引き裂さき、床ゆかに叩たたきつけた。

「決着つけようじゃない、次はトランプで！」

「望むところですわよ。もう変な小こ細ざい工くはなさらないでくださいましね」

「夜や刀とも参加させるのよ。今度こそ傲ごう慢まん女め神がみを床に這はいつくばらせるのよ」

　全タイをもったもった脱ぬぎつつ、夜刀が割り込んだ。

「あっ、ユキメもユキメも～。ぜひぜひ一緒に遊びたいですぅ」

　女王様から着物姿に戻ったユキメも嬉しそうに近寄った。

　妖あやかし＆神さま女子四人は、早速畳たたみに座ってトランプを配り始める。

「仲がいいんだか悪いんだか……でも」

　広人はテーブルのなくなった部屋を見回し、ほんのわずか顔を曇らせる。

「大だい丈じよう夫ぶでございますよ、広人さま」

　守もり宮みやがちり取りと箒ほうきを手に、テーブルの残ざん骸がいを片づけながらにこやかにいった。

　すでにアフロもサングラスも取って、いつもの爽さわやか屋や守もりである。

「段ボール箱を補強して、テーブルの代わりにいたします」

「ありがとうございます、守宮さん。お願いします」

　とはいうものの、いつまでも段ボール箱を使うわけにもいかない。

「……本当に、本当にすみませんでした……広ひろ人と先せん輩ぱい……」

　隣となりに立つあやのが、これ以上ないほどうなだれていった。

　急いで広人は向き直り、ぶんぶんと手を振った。

「いや、いいって。あれ十年以上使ってたやつだし、買い替え時だったんだよ」

「でも、ただでさえ先輩にはご恩があるのに……お返しもできずご迷めい惑わくばかり……」

　じわっと涙なみだをにじませるあやのに、広人は焦あせった。

「いやいや、気にしないで！　そ、それよりご飯はんの支し度たくしようか。材料はここに……」

　話を変えようと、広人は流しの下の戸を開けて、食材の入ったかごをあやのに見せる。

　しかし見事なまでにろくな物がない。

　しなびた玉ねぎ、数個のじゃがいも、買ってきたおかかパック。小麦粉二袋。

　ライサーはかき回すと底が見えるし、冷蔵庫にも卵と青ネギくらいだ。

「……といってもごらんの通り、大した材料ないんだけどね。さて、何作ろうか」

「小麦粉があるなら、お好み焼きにしたらどうでしょう」

　あやのが横にしゃがみ込み、一いつ緒しよに冷蔵庫をのぞき込んだ。

「え？　ああ、お好み焼きか。いいかも。肉がないけど」

「他ほかには、リゾットや雑ぞう炊すいとか。少ないお米で量が稼かせげます。油で揚あげると満腹感が出ますから、じゃがいもで揚げ団だん子ごもいいですね。あと、野菜のオムレツも……」

　次々と献こん立だてを上げるあやのに、広人は目を丸くする。

「うん、そうだな。じゃあ、今日きようはすぐにできるお好み焼きにしよっか」

「そうですね、もう時間も遅いですし……あ、あの、わらわが材料を切ります！」

　広人はうなずき、じゃがいもと玉ねぎを取り出した。

　あやのはそれを受け取り、手早く洗ってすいすいと皮を剝むく。

　生ゴミをきちっとゴミ袋にまとめ、シンクはさっと綺き麗れいに洗い、まな板をつかむ。

　だが狭せまい台所で置く場所がなく、戸と惑まどう顔になった。

　けれど広人が指し摘てきする前に、すかさず彼女はシンクの上に渡すようにまな板を置く。

　たたたんと材料を切り揃そろえて、あやのは見る間に準備を整えていった。

　ここまでわずか数分。

「じゃがいもをすり下ろしてお好み焼きの生き地じに入れますね。ふわふわになります」

　皮を剝いたじゃがいもを手に、あやのはいった。

「すごいなあ……あやのさん」

　流れるような彼女の手際に、広ひろ人とは感かん嘆たんしてつぶやいた。

「え!?　そ、そんなこと、ないです。あ、勝手にやってしまって……すみません」

「いや、すごいよ。びっくりした。お姫ひめさまなら、食事作りなんて使用人に任せっきりかと思ったんだけど、食材の処理も道具の使い方も上手うまいしさ」

「いえ、そんな、大したものでは全然ありません。ただ、その」

　あやのは恥はじらって、もじもじと両手を握にぎり合わせた。

「金きん狐この姫は、万事において優すぐれていないといけないんです。勉学は当然、生活における全すべてでも。ですけれど、母が望むことの何一つも、わらわは満足にできなくて……」

　あやのはちらとまな板の上を見て、しょんぼりとする。

「こんな切り方、母が見たらきっと憤いきどおるはずです。全然揃そろってないって」

　広人は呆あつ気けに取られた。

「お姫さまって大変なんだな……でも、実用的な献こん立だてまで考えられてすごいと思うけど」

「あれは、その、亡くなった父のおかげです」

　あやのは少し目を落とし、どこかを見やった。

「幼い頃、父と二人暮らしで……父は家にある物で、ささやかなご飯はんを作ってくれました。わらわは父のそばでやり方を覚えて、成長してから色々試したんです」

「そっか……じゃあ、お父とうさんが亡くなったから、お母かあさんの家に行ったのか？」

「え」

　広人の言葉に、あやのは顔を上げた。けれどすぐ、哀かなしげに目を伏せる。

「違います。わらわは……狐きつねの子で……それで、父に捨てられたんです」

「え？　狐の子で、捨てられたって……」

　広人が戸と惑まどい気味に問い返した。

「あやのさんが狐なのは当然なんじゃないのか？　金狐のお姫さまなんだから。さっきだって、いきなり金色の狐になってたし。あれはびっくりしたけど」

　はっとあやのは声を吞のみ、ふるふると首を振る。

「な、何でもないです。すみません、変なこといって。すぐに続きを……きゃあ！」

　あわてたせいか、あやのは皮を剝むいたじゃがいもを床ゆかに落っことした。

「ご、ごめんなさいっ、今拾ひろいます！」「大だい丈じよう夫ぶ、俺おれが拾うから！」

　二人は焦あせりまくり、弾はずんで逃げるじゃがいもを這はいつくばって追いかける。

　ころころっと転がる一個に、二人は同時に手を伸ばした。

「あ」「あっ……」

　広人の手の下に、柔やわらかな手が重なる。

　はっと顔を上げると、かがんだあやののシャツの胸元から、深い谷間が見えた。

「うわ、ご、ごめん！」「あっ！　い、いえ、すみません……っ！」

　広ひろ人とは赤くなって顔をそむけ、あやのも頰ほおを染めて手を引いた。

「あ、あのさ、あやのさん。後は俺おれがやるよ。材料切ってくれたし」

「え、は、はい。じゃあ、あの、ねこがみさまを手伝ってきます！」

　あやのは立ち上がり、あたふたとユニットバスに飛び込んで行った。

　広人は胸をドキドキさせつつ、まな板を見下ろす。

　切り口が綺き麗れいに揃そろった玉ねぎが、そこに載のっていた。

「これで怒られるとか、満足にできないとかって……」

　どれだけ母親から高いレベルを求められているのだろう、彼女は。

　広人は、あやのの事情がひどく気になった。

　父に捨てられ、母に過大な要求をされているらしい彼女。

　お姫ひめさまで、有能そうなのに、あんなに自信なさげなのは、両親のせいだろうか。

　ふっと広人は、両親に放置されてきたわが身と引き比べた。

「……まあ、世の中すべての親が、子どもに愛情一杯ってわけでもないしなあ」

　共感と同情が、胸に痛みを伴って押し寄せる。

　ほんの一いつ瞬しゆん触ふれた、柔やわらかな手の優しい感かん触しよくを思い返し、さらに広人は胸が痛んだ。




　ユニットバスの扉とびらをそっと開け、ねこがみさまは台所をうかがっていた。

　狭せまい台所に立つ、広人とあやのの背が見える。

　広人はあやのの手際に感心し、あやのは恥はじらって頭を下げる。

　仲良く語らう二人の姿に、ねこがみさまはしょんぼりと猫ねこ耳みみを垂たらした。

「……うにゅ……あやの、すごいのです……」

　ねこがみさまはふにゅふにゅ、と座り込み、湯船の縁ふちに額ひたいをつけてうなだれた。

「姫で、料理もできて、礼れい儀ぎ正しくて……わ、われは神さまですのに」

　何にもできない────

　という言葉を、ねこがみさまはぐっと唇くちびるを引き結んで吞のみ込んだ。

「いえ、落ち込む暇ひまがあったら、広人の役に立つことをせねば！　さあ、お風ふ呂ろ掃そう除じを」

「あの、わらわもお手伝いをさせてくださ……」

「ほにゃあ！」

　いきなりの声に、ねこがみさまはびっくりして両手を上げた。

「あ、す、すみません！　驚かせてしまって」

　はっと振り返ると、戸口にあやのがあわてた顔で立っている。

「え!?　いえ、あやのが気にすることなどありませぬ」

　ねこがみさまは、にっこりとほほ笑みかけた。

「それよりあやのは、ごめんなさいとかすみませんが多いのですね」

「あ、そ、そうですか。すみま……あっ」

　あやのは真まっ赤かになって口を押さえた。ねこがみさまはおかしそうに笑う。

「ふふ、じゃんけん勝負の時の威い勢せいはどうしたのです？　正反対で面おも白しろいのです」

「あ、あれは、その……弾はずみというか」

「弾みでも、みんな驚いておりましたぞ。耀あき姫ひめまで驚かせるなんて、大したものです」

　ねこがみさまはますます笑みを大きくする。

　あやのはうろたえていたが、ねこがみさまの笑みにふっと頰ほおを緩ゆるませた。

　二人はくすくすと笑い合った。低い天てん井じように、少女たちの楽しげな笑い声が響ひびく。

　ひとしきり笑い合うと、ふとあやのは表情を改めてつぶやいた。

「ここの皆さんは、本当に仲が良いんですね……とても種族が違うなんて思えません」

「当然です。われらは、広ひろ人とを中心に集まった家族なのですもの」

「……家族？」

　あやのは目をみはった。ねこがみさまは誇らしげに説明する。

「そうです。われは広人に拾ひろわれて顕けん現げんできた鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみ。守もり宮みやや夜や刀と、ミミは広人の亡き祖母の使い魔までしたが、われの顕現で封ふう印いんが解かれ、ユキメもわれの霊れい気きで実体化したのです。広人がいてくれたから、われらはここにいられるのです」

　そっと胸を押さえ、ねこがみさまは染み入る声で告げた。

「われらがこうして仲良うしておられるのは、家長である広人の人ひと柄がらゆえですぞ」

「そう……ですか。でも」

　ふっとあやのは顔を曇らせた。

「……でも、なぜミミさんたちは、封印されていたんでしょう」

「守宮の話ですと、広人が生まれた際に、祖母のおりんが拝おがみ屋を退しりぞいたためとか」

「でしたら、ねこがみさまが顕現されなかったら、元には戻れなかったのですね」

　あやのは眉まゆをひそめた。

「同族のもとや故郷に帰すこともできたでしょうに、まるで悪あつ鬼きのように封じて顧かえりみなかったなんて、お祖母ばあさまはなぜそんなひどいことをなさったのでしょう」

「そ──れは……」

　当とう惑わくするねこがみさまの前で、あやのはきゅっと唇くちびるを嚙かんだ。

「しょせん人と妖あやかし、相あい容いれなかったということでしょうか」

　あやのは狭せまいユニットバスの床ゆかに視線を落とした。

「先せん輩ぱいが、わらわのことを忘れてしまったのも……そういう理由でしょうか……」

　ねこがみさまは口をつぐむ。思いつめたようなあやのの表情に、言葉が出ない。

　だがねこがみさまが何かいう前に、あやのは首を振った。

「あの、お風ふ呂ろ洗いましょうか。食事ができる前に終わらせた方がいいですよね」

「ん？　んむ、確かにその通りでありまするが、食事の支し度たくは良いのですか」

「先せん輩ぱいが後は任せてくれと。ですから、次はここを手伝わせてください」

「よろしいのです。では一いつ緒しよにがんばりましょうぞ！」

　ねこがみさまは張り切ってバススポンジを手に取る。

　腕うでまくりして洗剤をスポンジにつけようとしたが、ふと首を傾かしげた。

「しかし、服を着たままだと濡ぬれてしまいまするな」

「じゃあ、脱ぬいで洗いましょうか？　二人だけですし」

「んむ、あやのは思い切りが良くてよろしいのです！」

　二人はジャージとシャツを脱いできちんと畳たたむと、トイレの蓋ふたに置いた。




　台所で食事の支度に没ぼつ頭とうしていた広ひろ人とは、ふっと顔を上げる。

　なんとな～く、嫌いやな予感がよぎったのだ。

　そういえば……ねこがみさまとあやのを二人きりにしてはいけないのでは。

　何かの拍ひよう子しにあやのが子こ狐ぎつねに変わらないとも限らないし。

　とか思った瞬しゆん間かん、激しい水音と叫び声が響ひびいた。

「ぅにゃぁあんっ！」「きゃゅうんっ！」「ほら、やっぱり！」

　とっさに広人はガスの火を止め、風呂場に駆かけ込んでバスカーテンを引き開ける。

「二人ともだいじょ……おわわっ！」

　広人は思わず凍こおりついた。

　全ぜん裸らのねこがみさまとあやのが、抱だき合って湯ゆ船ぶねでへたり込んでいたのだ。

　降り注ぐ全開のシャワーを浴びて、二人ともずぶ濡れ。

　濡れた銀の髪かみと狐色の髪が、華きや奢しやな肩かたや白い肌はだにまとわりついている。

　ねこがみさまのささやかで愛らしいふくらみと、あやのの量感たっぷりの乳ち房ぶさとが先せん端たんを押し付け合って、むにゅっと柔やわらかそうに潰つぶれていた。

　得もいわれぬ悩ましいエロス。

「い、今、あやのが溺おぼれかけてしまったのです」「は、はぐ、み、水、飲んでしまって」

　あえぐように息も荒く答えたとたん、あやのはまたしても子狐に変わった。

「あ、あやのっ！　うにゃあっ」「きゃぅ、きゃゆうぅうんっ！」

　子狐を助けようとしてねこがみさまが滑すべり、湯船に溜たまる水の中でばしゃばしゃ暴れる。

　どうやら暴れた拍子にお風呂の栓せんがしっかりとはまってしまったようだ。

「うわ、大変……わああっ！」

　あわてて伸ばした手をぐいと引かれて、広人はばっしゃんと湯船に落ちた。

「ひ、広人、助けてたもれ……！」「せ、先輩、きゃぁっ！」
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「ふ、二人とも落ち着いて、シャワー止めるか栓せんを抜くか……わぶっ！」

　ずるりと滑すべった広ひろ人との顔の上に、ねこがみさまの小さな胸が乗っかった。

　あやのも必死に抱だきついて、豊かな胸をぎゅむっと広人の首くび筋すじに押しつける。

「た、たた、助けて、誰か、助け……ぼぎゃぶぎょぼごぼぼ」

　少女二人の裸ら身しんに押さえつけられ、広人は湯ゆ船ぶねに沈んでいった。




「あ、あの、お風ふ呂ろ場ばで広人さまたちが大変なご様子なのですが……」

　助けに行くわけにもいかない守もり宮みやが、おろおろと耀あき姫ひめたちに声をかける。

「うっさい、こっちは今それどころじゃないし！」

　トランプカードを手にした耀姫たちが、眉まゆを逆さか立だてていい返した。

「そうですわ、真剣勝負真っ最中でしてよ！」

「◆の８止めてる性格悪いの誰なのよ。すぐさま出さないと夜や刀とが一ひと吞のみするのよ」

「うふふ、誰でしょう～。困りますよねぇ～、えい、♥のＡ」

「うぅう、パス３よね！」「パ、パス２ですわ！」「夜刀もパス２なのよっ」

「ぐーるにゃぁ」

　モサコさんの吞のん気きな鳴き声が、お風呂場から響ひびく大騒さわぎの音に重なった。




　広ひろ人とのアパート──グランパレス有あ里り間ま。

　その敷地の一角で、人影がすっと動いた。

　人影は、敷地の入口に立つ一人の男の前に、音もなく歩いていく。

「甚右衛門じんえもんさま、ご報告です」

　男の前で人影──ロングスカートの正統派メイド少女が、うやうやしく頭を下げる。

「姫ひめさまの悲鳴が、一○一号室より聞こえました」

　甚右衛門と呼ばれたのは、片眼鏡めがねをかけ、ダーク・スーツをきっちりと着た、いかにも執しつ事じ然ぜんとした三十代の男だった。

「内部の様子はわからんのか」

「申し訳ありません。屋や守もりの結けつ界かいがあるため、判別できたのはかろうじて声のみ」

「………………」

　男は険しく眉まゆを寄せる。その背後に別のメイドが二人、すっと現れる。

「やはり、姫さま一人で乗り込まれるのは無む謀ぼうであったかと」

「そうです。いくらターゲットである鰹かつお屋や広人の懐かい柔じゆうを、内部から行うためとはいえ」

「姫さまはまだお若い上に、変へん化げのわざも正しく使えません」

　メイドは、わずかに冷やかな声でいった。

「…………人の血が、混じっておられますがゆえに」

　その言葉に、甚右衛門のまなざしが尖とがる。

　はっとメイドは口をつぐんだ。別のメイドがあわてて口を挟はさむ。

「姫さまの失態がご当主さまの耳に入れば、それこそ一大事。どうか突入のご許可を」

「ならん！」

　男は一いち言ごんの下に却きやつ下かした。

「しばし待てとの姫さまのご命令だ。何より鰹屋広人を婿むこにとは、姫さまたってのご希望。それ相応の覚かく悟ごがあって、お一人で乗り込まれたのだ。むやみな介かい入にゆうはならん！」

　男は振り返り、メイドたちに厳しく告げた。

「だが、引き続き監かん視しは怠おこたるな。良いか、金きん狐こ一族メイド部隊！」

「ははっ」

　男の背後にざざっとメイド少女たちが勢ぞろいし、深々と一礼した。




　時刻は午後六時半。五月の空は、まだほの明るい。

「何あれ、テレビか何かの撮影？」「変な集団～見るからにやばくない？」「あはは、写メ撮とって友達におーくろっと」「ちょっと！　なんだねあんたら、通行の邪じや魔まだよっ！」

　往来で集結するメイド部隊を遠巻きに、近所の住民たちが興味津しん々しんに騒さわぎ立てる。

　何とも微び妙みように、間抜けな光景であった……。
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「ね……むい」

　鳴り響ひびくアラームに、広ひろ人とは無理やり起こされた。

　よろよろと手を伸ばし、枕まくら元もとの携帯を探って、アラーム止めつつ時刻を確認。

　五月一日。朝の六時。

「……休み……なのに、なんでこんな早くアラーム……？」

　ふわあと広人は大あくび。昨夜はかなり遅くまで、みんなと起きていたのだ。

　耀あき姫ひめが持ち込んだトランプやウノ、モノポリーに人生ゲームに坊ぼう主ずめくりに花札など、ありとあらゆるゲームでいやというほど遊びまくり。

　さらに耀姫持参の山のようなミルク系のお菓か子しと夕ゆう飯はん残りのお好み焼き、ミミが作ったクレープに守もり宮みやの淹いれた冷茶などで、夜食もいっぱい。

　これで夜よ更ふかしするなという方が難しい。

「……ちょっと張り切り過ぎだよなあ、俺おれたち」

　広人は小さく笑うと、横になったまま周囲を見渡した。

　電池切れになったみんなが、思い思いの格好で爆ばく睡すいしている。

　夜や刀とは広人のお腹なかに顔を乗せて熟じゆく睡すい、ミミは天てん井じようで毛布にくるまって力尽き、ユキメは玄げん関かんに続くひんやりした板張りの通路で生足投げ出して生き倒れ。

　耀姫も段ボール箱をかぶって──かぶせられてか──広人の足元でうつ伏せ寝。

　守宮の姿が見えないが、おそらく玄関で正座しているはずだ。

　そういえば昨さく夜や、彼が妙みように緊きん張ちようしていたように見えたのは気のせいだろうか……。

「ん……モサコさん？」

　広人は目を動かす。

　脇わき腹ばら辺りで、ねこがみさまと子こ狐ぎつねとモサコさんが寄り添って眠ねむっていた。

　ねこがみさまは広人の体に生足を乗せ、むにゅとほっぺを布ふ団とんに押しつけてすやすや。

　モサコさんと子狐もまあるくなってぐっすり。ふわふわの毛が盛り上がっている。

　広人は手を伸ばし、一人と二匹ひきをよしよしと撫なでた。

　耳の裏や横をかいてやると、みんな無意識にぐりぐり頭をこすりつけてくる。

　ああ、可愛かわいいなあ。このまま一いつ緒しよに寝ていたいよなあ。

　何もなければ………………なんかあったっけ………………………………………………。

「あった────っ！　部長とバイト───っ！」

　広人は叫んで跳はね起きた。

　横で寝ていたねこがみさまと子こ狐ぎつね、モサコさんがびくっと目覚める。

　当然、例のごとく子狐は人間形態に変へん化げした。

「あれ、わらわはどうして、こんな場所で……」

　もちろんあやのの姿は────もう、いうまでもない。

　ほんの一いつ瞬しゆんの間の後、広ひろ人との混乱の叫びとあやのの悲鳴とが響ひびき渡った。




「もう我が慢まんならん！」

　ダーク・スーツで片眼鏡めがねの男──あやののお目め付つけ役やくこと甚右衛門じんえもんは、寝不足の目を血走らせて植え込みの陰から立ち上がった。

「拙せつ者しやにも聞こえたぞ、あれは姫ひめさまの悲鳴だ。金きん狐こメイド部隊！」

　瞬しゆん時じにメイド少女たちが集結する。

「姫さまの厳げん命めいはあるが、ここはあえて破る。突入！」

　甚右衛門を先頭に、メイド部隊はそろって足を踏み出した。

　ざっざっざっと足音高く、砂じや利りを蹴け散ちらし、一隊は一○一号室へ突進する。




　いきなりドアを激しく叩たたく音がして、混乱していた広人はわれに返った。

　寝ぼけ眼まなこをこするねこがみさまも、シャツを着ようともたつくあやのも、目覚めたばかりの他ほかのみんなも、一いつ斉せいに玄げん関かんに注目する。モサコさんは何かを察して押入れに退たい避ひ。

「はぅ～ん、騒さわがしいですねぇ……くふぅ～ん」

　ユキメだけがのんびり、板張りの通路でころんと寝返りを打った。

「姫さま、姫さまっ！　ご無事でありますか───っ！」

「じ、甚右衛門!?」

　玄関からの声に、はっとあやのは腰こしを浮かせた。広人は彼女に目を向ける。

「甚右衛門って誰……ああ、あやのさんのお目付役とかいう人!?」

「そうです。甚右衛門たら、どうしてこんな朝早く……」

「とりあえず俺おれが見てくるから。待ってて」

　うろたえるあやのを制して、広人は玄関に向かった。

「何が起こったのです、広人？」

　ねこがみさまがぶかぶかジャージの袖そでを振りつつ、素足でぺたぺた走ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶでございますよ、広人さま、ねこがみさま」

　玄関前で正座する守もり宮みやが、振り返ってにっこり笑った。

「私がここにいる限り、不法な侵入者は断じて許しません」

「開けろぉっ、不ふ埒らちな輩やからめ！　姫さまっ！　ご無事ですか姫さまあっ！」

　しかし割れんばかりにドアを叩く激しい音と叫びは止まらない。

「いや、あの、ご近所迷めい惑わくなんで……開けます」

「さようでございますか。主のご命令ならば」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう脇わきに避よける守もり宮みやと、広ひろ人とは場所を代わった。

「あ、あの、今開けますから」

　といってドアを押した瞬しゆん間かん、

「姫ひめさまあっ！」「うわあ！」

　片眼鏡めがねでダーク・スーツの男が飛び込んできて、広人は壁に突き飛ばされた。

「甚右衛門じんえもん！　お前、何をしているのです！」

　あやのが奥から走ってくる。

「おお、姫さま！　よくぞご無事で…………」

　甚右衛門の声と体が凍こおりついた。見る見るうちに、顔色が豆とう腐ふのごとく白くなる。

「姫さま……その、お姿は……」

　広人ははっとあやのを振り返る。

　彼女は、よほど急いでシャツを着てきたようだった。

　シャツのボタンはいくつもかけ違い、大きくずれた襟えり元もとから華きや奢しやな肩かたや胸の谷間がのぞいている。狐きつね色いろの長い髪かみも乱れ、花飾りも歪ゆがみ、あわてたせいか息も荒くて頰ほおも紅あかい。

　何かの事後だといわれても、知らない人間は納なつ得とくしかねない……。

「この不ふ埒らち者ものめがぁあ──────────────っ！」

　もちろん甚右衛門はそう納なつ得とくしたようだった。

「うわあっ!?」

　広人の襟をつかみ、甚右衛門は思いきり壁に押し付けた。

「貴様、よくも……よくも姫さまを汚けがしたな……！」

「あ!?　し、してない、何もしてませんっ！　とっても綺き麗れいでお清いままです！」

「問答無用、言い訳無用！　この場で殺す！　メイド部隊！」「ははっ！」

　甚右衛門の呼び声に、ざざっとメイドたちがドアの外に集結する。

　と同時に部屋の窓がガラッ！　と開けられ、メイドたちがずらりと並んだ。

　突然の出現に、皆はびっくりして硬こう直ちよく。

　広人を壁に押し付けたまま、甚右衛門が片腕うでを伸ばす。

「刀を」「ここに」

　すっとメイドが差し出す日本刀を、甚右衛門はつかんだ。

　背せ筋すじがひやっとするような輝きを放つ刀が、広人の目に入る。

「うわわわわ！　ま、待って!?　待ってください、話を聞いて！」

「甚右衛門のばか！　おやめなさい！」

　ねこがみさまや守宮たちよりも早く、あやのが割って入った。

「不ふ埒らち者ものはおまえです。わらわの話も聞かず、先せん輩ぱいに何をするのです！」

「お話など不要であります。金きん狐この姫ひめを汚けがした男に死をくれるのは当然！」

　血走った眼まなこで、甚右衛門じんえもんはぐっと刀を握にぎりしめる。広ひろ人とは恐怖で声もない。

「違います。落ち着いてわらわの言葉を聞いて、甚右衛門……」

「落ち着きこそ超不要！　不埒者めが、一息で死────」

「やめなさ─────────────いっ!!」

　いきなりあやのが金色の狐きつねになった。

　とたん、甚右衛門が玄げん関かんドアの外に並ぶメイドと共に一気に吹き飛ぶ。

「な、何を、なされます、姫さま……!?」

　メイドたちと一いつ緒しよに地面に倒れて甚右衛門がうめいた。

「お黙だまりなさいっ！」

　人間形態に戻ったあやのが、シャツで前を隠かくしつつ一いつ喝かつした。

　だが後ろ姿は素すっ裸ぱだかのまま。あやのの可愛かわいいお尻しりと狐尻尾しつぽが目の前に見えて、広人は全身の血液が顔とある一部に集結してしまう。

「は、話がありますっ。表に出なさい、甚右衛門！」

　あやのは何とかシャツをかぶり、甚右衛門の腕うでをつかんで素足で外に出る。

「姫さま!?」「姫さま、お待ちを！」

　メイド部隊があわてて後を追った。バタンとドアが閉まる。

　広人たちは言葉もなく、閉まったドアを見守った。

　しばし後、玄関ドアがゆっくり開く。

　恐きよう縮しゆくしてうなだれるあやのと、むっつり唇くちびるを結んだ甚右衛門とが、玄関口に現れる。

「申し訳ありませんでした、広人先輩」「……失礼した」

　あやのと共に、甚右衛門は深々と一礼した。

「とりあえず、姫ひめさまの身は無事とわかりましたが……なぜ姫さまがここにいるのか、詳くわしいお話をお聞かせ願いたい。八や頭ず龍りゆうの大おお神かみさまの御宅に泊まられたはずだが」

　ぎろりと甚右衛門は部屋の奥をにらみつける。耀あき姫ひめが気づいて、そ……っと身を隠かくした。

「上がらせていただいて、よろしいか」

　有無をいわさぬ口く調ちようだった。広人はとっさに考え込む。

　だがやはり、ここはいい加減にごまかさず、きちんと話をした方が良さそうだ。

「……わかりました。どうぞ奥へ」

「失礼する」

　甚右衛門は堅かた苦くるしく答え、ピカピカに磨みがいた靴くつを脱ぬいだ。

　部屋に向かう前に、あやのと甚右衛門はちらと視線を交わす。

　けれどそれはほんの一いつ瞬しゆん、もちろん誰も気がつかなかった────





☆★☆






　机代わりの段ボール箱を真ん中に、広ひろ人とは甚右衛門じんえもんと向き合った。

　あやのは箱の一辺──広人と甚右衛門の間に位置する場所で、きちっと正座する。

　ねこがみさまは、広人のすぐ真横。ミミと夜や刀とは広人の後ろで緊きん張ちよう気味。夜刀の隣となりに座るユキメは、眠ねむそうにたもとで口元を押さえて小さなあくび。

　耀姫は押入れの中から、モサコさんと一いつ緒しよに顔だけ出して様子をうかがっている。

「どうぞ」

　守もり宮みやがむっつりと、段ボール箱の上にお茶を出した。

　甚右衛門は守宮をにらみ、不ふ審しんそうに湯ゆ吞のみをじろじろと眺ながめ回して手をつけない。

「茶など結構。早速本題に入らせていただく」

　ずいと甚右衛門は膝ひざを進めた。

「有あ里り間ま高校での騒さわぎについて、昨さく夜やこちらで調べさせていただいた。話によると、狐きつねに変へん貌ぼうした姫ひめさまを広人どのが連れ去ったとか」

「お待ちなさい、甚右衛門！　それには理由が……」

「その通りです」

　あやのの言葉を制して、広人は答えた。

「気が動転していたとはいえ、後あと先さき考えない行動でした」

　広人は真まっ直すぐに頭を下げる。

　ねこがみさまと鰹かつお屋や家けの住民たちは、むっとして甚右衛門をにらんだ。

　なぜ広人が謝らなくてはならないのかといいたいようだ。

　だが丁てい寧ねいな広人の謝罪にもかかわらず、甚右衛門の眉み間けんのしわは消えない。

「姫さまは年頃のお若い娘むすめ。それを男子が自分の部屋に勝手に連れ込むとは、どんな理由があれ不品行な行い。姫さまのお母上であるご当主も、大層ご立腹だ」

「……はい。本当にすみません」

「姫さまは金きん狐こ一族の次期ご当主。婿むこを取り、跡あとを継つがねばならんお立場である」

　住民たちの敵意の視線など無視して、甚右衛門はいいつのる。

「男の家に泊まったなどと聞けば、たとえ何事もなかったとはいえ、邪じや推すいするのが世の倣ならい。この評判が広まれば、婿取りにも支し障しようが出かねん。どうなさるおつもりか」

　広人は背せ筋すじがひやりとする。

　じわじわと退路を断たれ、追いつめられているような気がした。

「待ちやれ！」

　ねこがみさまが、段ボール箱にばふっ！　と激しく両手をついて身を乗り出した。

「広ひろ人とのせいではありませぬ。われの霊れい気きで、あやのの本性が明らかになってしまったからなのです。原因は、氏うじ神がみであるわれでありまする！」

「氏神のせいというならば、この鰹かつお屋や家け全体の責任にもなりますな」

　厳しい答えに、ねこがみさまはうぐぅと言葉に詰まる。

「あ、あのさ～、甚右衛門じんえもんさん。そう怒らないでよね」

　押入れから耀あき姫ひめが、こそこそと声をかけた。

「氏うじ子こさんがここに連れてきたのも、已やむに已まれぬ状況だったからだし」

「しかも信頼していた八や頭ず龍りゆうの大おお神かみさまが一いつ緒しよになって謀たばかっていたとは断じて許し難い！」

　甚右衛門の怒声に、耀姫はすすすすすっ……と、襖ふすまの陰に消えていった。

「良いか、広人どの」

　重苦しい甚右衛門の声に、広人はこっそり唾つばを吞のみこむ。

「責任を取っていただきたい」

「え……責任？」

「さよう。責任を取って……」

　甚右衛門は、さらにずいと膝ひざを詰めた。ぼすんと膝が段ボール箱に当たる。

　ぐっと甚右衛門は広人に顔を近づけ、重々しく告げた。




「姫さまの、婿むこになるのだ！」




「は──はいぃいいっ!?」

　みんなは一いつ斉せいに声を上げた。いきなり何いい出すかこのおっさん！

「ちょっと待ってください。なんでそんな話に!?」

「そ、そうです！　甚右衛門、広人先せん輩ぱいに失礼ではありませんか」

　あやのが顔を赤くしてうろたえる。しかし甚右衛門は平気な顔でいい返した。

「筋すじの通らぬ話ではありますまい。姫さまに悪い評判が立ち、婿取りも叶かなわぬとなれば、原因となった広人どのが責任を取って夫め婦おとになるのが道理。違いますかな」

「え、えーっと、あの、甚右衛門さん」

　困こん惑わくしきった広人は、押しとどめるように片手を上げた。

「いくら俺おれに責任があるからって、婿になれとか突然それはちょっと……」

「それはなんと好都合な申し出でありましょう！」

　ところが喜びに満ち溢あふれたねこがみさまの声が、広人の言葉にかぶさった。

　ねこがみさまは爛らん々らんと目を輝かせ、嫁よめ名めい簿ぼを引っ張り出す。

「実はただ今、広人は千人の嫁を探しておるところなのです！」

「ちょ、ねこがみさま！　話をややこしくしないでくださいよ！」

「何をいうのです、広ひろ人と。これ以上ない、良いお話ではありませぬか。あやののような、育ちも気き立だても見み目めも良い女子が嫁よめになるなら、われは大歓迎です！」

　喜き色しよく満まん面めんで、ねこがみさまは名簿を段ボール箱の上に開いて差し出す。

「さあ、この名めい簿ぼにどうか登録を────」

　パン！

　と甚右衛門じんえもんが片手で名簿を払はらい落とした。

　名簿は襖ふすまに当たり、バサリと床ゆかに落ちる。ねこがみさまが、はっと息を吞のんだ。

「婿むこに、と申し上げたのだ」

　冷れい徹てつに、甚右衛門が返す。

「鰹かつお屋やの姓せいを捨て、金きん狐この一族となるのが婿入りである」

　一いつ瞬しゆんの静けさが訪れた。

　次の瞬しゆん間かん、かっとなったねこがみさまが食ってかかった。

「冗じよう談だんではありませぬ！　広人は鰹屋家けの家長なのですぞ！」

　ミミや夜や刀とやユキメ、守もり宮みやまで声を荒げた。

「そうですわよ、責任だの原因だのに付け込んで、勝手過ぎますわ！」

「責任取るイコール婿入りとか、飛ひ躍やくもいいところなのよ」

「広人さんはユキメたちをお嫁さんにしてくれるんです。婿入りなんてダメですよぅ」

「鰹屋の家をつぶそうとする輩やからは客ではない。即刻、退去していただきましょうか」

「ぐぅるるるるるるるるっ」

　モサコさんまで押入れの中からうなった。

「落ち着いて考えられよ」

　だが、甚右衛門は平静な声で返した。

「裕ゆう福ふくな金きん狐こ一族の婿になることは、そちらにも悪い話ではない。失礼だが、ずい分と生活に困こん窮きゆうされておられるご様子である」

　じろり、と甚右衛門は片眼鏡めがねの奥から部屋を見回した。

　その目つきに、広人は段ボール箱の机、白茶けた壁や天てん井じよう、毛け羽ば立だった襖ふすまや畳たたみ、整理されているというより物がなさすぎる狭い部屋を、否いやが応おうでも強く意識してしまう。

　広人は、膝ひざに置いた手を握にぎりしめた。

「……確かに、ゆとりのある生活ではないです」

　苦しげな広人の声に、はっとねこがみさまは振り仰あおいだ。

「そうであろう。婿入りすれば、金狐一族は援助を惜しまぬ」

　広人の言葉に重ねて、甚右衛門がいった。

「同居している妖あやかしたちを野に追い出せといっているわけではない。むしろ広人どのが婿入りするなら、金狐一族の会社が所有する高級マンションをお贈りするつもりだ」

「ええっ!?」

「広ひろ人とどのの縁えん戚せきとして、生活費も出す。何より……」

　甚右衛門じんえもんが指を鳴らした。がらっと窓が開き、メイドが何かの資料を手渡す。

　それをめくりつつ、甚右衛門は片眼鏡をキラリと光らせる。

「失礼ながら、広人どのの学校での成績を調べさせていただいた。なかなかに良い成績を修めておられる────英語はどん底だが」

　つけくわえなくてもいい一言に広人はがっくり。

「いや、ていうかなんでそこで俺おれの成績が出て……」

「なのに大学には行けそうもない。主に学費の面で」

　無情な断言に、広人は思わず抗議の言葉をぐっと吞のみこんだ。

「いかがかな。婿になれば、学費を援助いたそう」

　広人はびくりと背せ筋すじを強こわ張ばらせた。甚右衛門は段ボール箱の上に身を乗り出す。

「せっかく学業に秀ひいでているのだ。生活の不安なく学業に専念するべきである」

　広人は答えない。目を落とし、膝ひざをぎゅっと握にぎりしめている。

　ねこがみさまは息を吞んで甚右衛門と広人を見比べた。

　胸に当てた彼女の小さな手が、かすかにわなないている。

　言葉もない広人に、甚右衛門はここぞとばかりに畳たたみかけた。

「働きたければ、大学卒業後にしかるべき会社を紹介する。むろん遊んで暮らすことも」

「お断りします」

　きっぱりと広人が答えた。

　甚右衛門は、カッと大きく目を見開く。皆も息を吞んで広人を注視した。

　広人は甚右衛門の目を見み据すえ、はっきりと告げた。

「責任は取ります。でも婿入りはしません。援助されるぐらいなら、余計にお断りです」

　しん……と場が静まった。

　甚右衛門は恐ろしい気迫をこめて広人をにらむ。

　広人は強い意志を秘めて甚右衛門を見返す。

「しかし、広人どの！」「甚右衛門！」

　詰め寄ろうとした甚右衛門を、あやのが即座に制した。

「もうおやめなさい。広人先せん輩ぱいの意志はわかったでしょう」

「ならば、姫ひめさまは即刻屋や敷しきに戻られるわけですな」

「えっ……!?」

「ご当主さまは今回のご失態を、屋敷への蟄ちつ居きよと婿取りを条件にお許しになられました。正体がばれたなら約束通り学校を退学して婿を取り、二度と屋敷外に出ぬようにと」

　あやのは絶句する。広人やねこがみさまたちも、厳しい言葉に身を固くした。

　甚右衛門じんえもんは重苦しい声でいった。

「広ひろ人とどのに拒こばまれたならいたしかたない、よその狐きつね一族なり妖あやかしなりを婿むこに……」

「い、いやです！　見も知らぬ人と結婚して、屋や敷しきに閉じ込められるなんていや！」

　あやのは、花の髪かみ飾かざりが落ちそうな勢いでぶんぶんと首を振った。

「それぐらいなら広人先せん輩ぱいのお嫁よめさんになります。だ、だ、だって…………」

　あやのは、真まっ赤かになってうつむいた。

「……だって、裸はだかも見られてしまいましたし」

　ピ────ン、と緊きん張ちようの糸が張り詰めた。次の瞬しゆん間かん、

「貴様ぁああああっ！　やはり姫ひめさまに手を出したのか！」

「うわあああ、やっぱりっ！」

　怒りで真まっ赤かになった甚右衛門に広人は襟えりを締め上げられた。

「姫さまを汚けがしておいて婿にもならんとは、もう我が慢まんがならん！　少しは気骨のある男かと勘かん違ちがいした拙せつ者しやが愚おろかだった。こうなったら殺してでも婿入りさせる！」

「だから誤解です！　ていうか婿が死んでてもいいんですかっ！」

「弁解無用！　この場から引っさらってくれるわ！」

　ふいに広人の襟をつかむ甚右衛門の手を、ガッ！　と守もり宮みやが握にぎった。

「……こちらも、もう我慢の限界でございます」

　穏おだやかな笑みに凄すご味みのある声で、守宮がいった。

　さらに甚右衛門の反対側の腕うでに、しゅるりと二匹ひきの蛇へびが巻き付いた。

「いい加減にするのよ。身の程ほど知らずの度胸も褒ほめたくないのよ」

　蛇に変へん貌ぼうした髪かみの毛で締め上げつつ、いつもの無表情よりもっと無表情に夜や刀とがいった。

　ぐ、ぐ、ぐ、と、守宮の手と夜刀の蛇が甚右衛門の手を引き剝はがす。

　甚右衛門は、真っ赤な顔で歯を食いしばって抵抗する。

「今すぐ、出て行っていただきましょう」

　守宮が冷静にいった。だが甚右衛門は赤い顔でにやりと笑う。

「それは無理である。拙せつ者しやを招き入れたのはこの家の家や主ぬし。つまりだ、屋や守もり。貴様の結けつ界かいを壊こわしたのは家主自身であるぞ。いったん結界内に入れば易やす々やすと追い出されはせん！」

　くわっ！　と甚右衛門は目を見開き窓の外に叫んだ。

「出でよ、メイド部隊！　この不ふ埒らち者ものを拉ら致ちするのだ！」




　し───────────んっ。




　窓の外は静まり返っている。

「え？　な、なんと？」

　甚右衛門じんえもんは拍ひよう子し抜ぬけした声を漏もらした。身構える守もり宮みやや夜や刀と、息を詰めるミミやユキメも呆あつ気けに取られる。ぼう然としていた広ひろ人ととねこがみさまも、大きく瞬まばたきした。

　あやのが立ち上がり、窓の外をのぞいた。とたん、驚きの声を上げる。

「えっ!?　みんな、倒れてる……!?」「なんですと!?」

　守宮と夜刀の虚きよをついて、甚右衛門が手と蛇へびを振り払はらい窓に駆かけ寄る。

「なにぃっ!?」

　甚右衛門が目を剝むいた。そこに誰かの朗ろう々ろうたる声が響ひびく。

「一つ、人の世の生き血をすすり……」

　思わず広人たちも窓に飛びつく。

「二つ、ふるさと後にして……」

　累るい々るいと地面に倒れるメイドたちの間を、長い箒ほうきをかついだ誰かが歩んでくる。

「三つ、三日月禿はげがある！」

　意味がわからない。

「退治てくれよう、この世の鬼おにを！」

　それはナイスバディなミニスカメイド──なんと、生活科学部の涼りよう子こ部長だ。

　ぐるん！　と箒を振り回し、部長はびしっ！　とポーズを取って大おお見み得えを切る。

「参さん上じよう！　メイド侍ざむらい！」

　メイドって万ばん能のうだなあ。

「日本人はメイドに幻想抱いだき過ぎだと思うんですけど……」

「外人が忍にん者じやに幻想抱くのと同じじゃなーい。異文化ドリームってヤツよ」

　ぼう然となる広人と、ちゃっかりのぞいていた耀あき姫ひめが言葉を交わす。

　甚右衛門がわなわなと震ふるえた。

「な、な、な……き、貴様っ！　メイドたちに何をしたのだっ！」

「安心しろ、箒による峰みね打うちだ」

　箒をかついで、メイド部長は甚右衛門にいった。

「金きん狐こ一族が誇ほこる精せい鋭えいメイド部隊が……たかが箒一本で……」

「箒を見くびるな！」

　ビッ！　と涼子部長は甚右衛門を指差した。

「なぜ巫女みこのイラストに箒が描かれているか、疑問に思ったことはないか！」

「は、は、はぁ？」

「神しん道とうにおいて、穢けがれはもっとも忌き避ひされるべき不ふ浄じよう。ゆえに聖域たる神社も常に清いままでなければならない。清せい浄じようを保つには毎日の掃はき掃そう除じが必要なのだ。塵ちり一つ、落ち葉一つないからこそ、神社は清浄であり聖域足り得る。巫女みこもしくは神職者の日々の仕事において、敷しき地ち内の掃除はとても重要な位置にある。つまり！」

　部長は箒ほうきをぶん！　と振って甚右衛門じんえもんに突きつける。

「箒は巫女みこの担になう仕事を表す象しよう徴ちようアイテムなのだ。つけくわえるならば玉砂じや利りは掃はきにくい。鎮ちん守じゆの森もあれば落ち葉は無限。とても大変！　これぞ一般教養、略して般ぱん教きよう！」

　豆知識からグレードアップしたらしい。

　呆あつ気けに取られるみんなの前にメイド部長は歩み寄り、ブーツを脱ぬいだ。

　そして窓枠わくに手を置き、スカートを翻ひるがえしてひらりと華か麗れいに飛び越える。

　ミニスカメイド部長は部屋に降り立ち、箒をかついでその場の皆を見回した。

「貴様……広ひろ人とどのとどういう関係だ」

　甚右衛門が、厳しいまなざしでメイド部長に問いただす。

「私か？　見知っておけ。私は鰹かつお屋やの────」

　ビッ！　と部長は親指で自分を指し示した。

「公式第一夫人だ！」

　公式がつきました。

「公式でも非公式でも認めてませんよ、部長！」

「ふふ、そう照れるな、鰹屋。貴様の愛は私がちゃんと感じ取っている」

　どんな電波を受信しているのか広人は考えたくない。

「ところで鰹屋が婿むこ入いりどうのと聞こえたが、真実か」

　部長は甚右衛門を見み据すえる。甚右衛門は敵意に満ちたまなざしを返した。

「真実だ。何としても広人どのに責任を取らせる」

　甚右衛門は蒼そう白はくで立ち尽くすあやのを指し示す。

「この不ふ埒らち者ものは、金きん狐この姫ひめであるあやのさまの裸はだかを見たのであるからな！」

「それがどうした」

　腰こしに手を当て、ミニスカメイド部長はモデル立ちでいい返す。

「裸がどうした、全ぜん裸らがどうした！　世界的大人気モンスターはこういっている！」

　部長は高らかにいい放った。




「ぴ○ちゅう全裸でちゅう！」




「いってませんっ！　いや確かに服着てないけど！」

　広人は叫んだ。平然と部長は答える。

「全世界に露ろ出しゆつするアイドルが全裸なのだ。一女子の裸を見たとてどんな責任がある！」

「うっわぁ、無責任発言もここに極まれりだぁ……」

「そんなことより私は貴様を迎えに来たのだぞ、鰹屋」

　きょとんとなる広人に、部長は窓の外を親指でぐいと指し示す。

「忘れたのか。今日きようから明あかりが丘おかのショッピングモールでバイトだ」

「えっ………………あ、ああぁあ──────────っ！」

　広ひろ人とは携帯を確認した。時刻は七時半。

「しまった、しまったもう忘れてたっ！　春日かすがにいわれてたんだ！」

「貴様の遅刻で春日は怒ど髪はつ天てんをつく勢いだ。きちんとフォローすることだな」

「うぅぐぐぐぅう……は、はい……」

　広人はがっくりうなだれる。

「バイト？　何のバイトですの、家や主ぬし」「わあ！」

　いきなり天てん井じようから逆さかさになったミミが降ってきて、広人はのけぞった。

「ああ、えっと、清せい涼りよう飲料水の新商品キャンペーン……つまり宣伝です」

　広人はちょっと息をつくと、甚右衛門じんえもんを真まっ直すぐに見上げた。

「すみません、甚右衛門さん。続きはバイトが終わってからにさせていただけませんか」

「逃げる気か」

「逃げません。この部屋で待っていただいて結構です。夕方には帰宅します」

「信用ならん。逃げんという保証はない」

「甚右衛門、もういいでしょう！」

　あやのが割って入る。

「このままではどれだけ時間をかけても無む駄だです。お互いの主張が平行線ですもの」

「……確かに姫ひめさまのおっしゃる通りでありますな。よし」

　甚右衛門はぐっと広人を見み据すえた。

「ならば勝負だ、広人どの！」

「え──え!?」

　広人は戸と惑まどった。他ほかのみんなも目をぱちくり。

「甚右衛門は勝負事が好きなんです。甚右衛門が、というより金きん狐こ一族が、ですけれど」

　あやのがぼそりとささやいた。広人は昨さく夜やのことを思い返す。

　そういえば、あやのもやけにじゃんけん勝負に熱くなってたなあ。

「我々と勝負し、こちらが勝てば広人どのは金狐の婿むこ。広人どのが勝てば……」

　甚右衛門は窓の外を見る。

　意識を取り戻したメイド部隊が、きりっと整列していた。

「メイド部隊の全員を、鰹屋家の嫁よめにする！」

「は、はいぃい──────っ!?」「ええええ──────っ！」

　広人は目ん玉を剝むいた。他ほかのみんなも仰ぎよう天てんした。

「それはいい案です。甚右衛門」

　あやのは広人に身を寄せ、ぎゅっとその腕うでに抱だきついた。

「甚右衛門じんえもんが負けたら、わらわは喜んで広ひろ人と先せん輩ぱいの嫁よめになります！」

「ええ!?　あ、あやのさん！」

　大だい胆たんな発言に広人は赤くなる。そこに甚右衛門が訊きいた。

「どうだ、広人どの。われらとの勝負を受けるか！」

　広人がとっさに返事をためらうと、ずいと涼りよう子こ部長が前に出た。

「面おも白しろそうじゃないか。よし、私が勝負の舞台を提供してやろう」

「涼子部長!?　また何をいい出すんですか！」

「場所は明あかりが丘おか。勝負の判定は────」

　広人の声を無視して、ミニスカメイド部長は、挑ちよう発はつ的な笑みを浮かべた。

「集客率だ！」

　意味がわからず、その場の一同ぽかんとなる。

「これから明あかりが丘おかで、新商品キャンペーンのバイトだといっただろう。どうせなら、鰹かつお屋や一家と貴様ら一派との対決にするのはどうだ」

「まさか、どちら側が多く客を集められるか勝負ってことですか!?」

「その通り！　貴様はバイトができるし、売り上げは上がるし、わけのわからん状況の決着はつくし、一石三鳥以上だ！」

「だけど、勝手にバイトを利用するなんて良くないんじゃ……」

「気にするな、キャンペーンの企画は私の叔母おばが社長を務めるイベント会社だ。それに実は、人数が増えるのはとても好都合だからな」

　涼りよう子こはにやりとほくそ笑む。

　ますます意味が分からず、広人の眉み間けんの皺しわは深くなる。

「ふうん、なっかなか楽しそうな話じゃん」

　面おも白しろいことが大好きな耀あき姫ひめが、目を輝かせた。

「嫁よめ大量ゲットのチャンスだしさ。ねえ化ばけ猫ねこ……って化け猫？」

　耀姫の問いに、ねこがみさまの答えはない。

「……広人を、あやのの婿むこに…………」

　この喧けん噪そうにもかかわらず、先ほどから彼女はぼうっと何事か考え込んでいる。

「でも……広人の生活は楽になるかも……学費も…………」

「なにぼけ──ってしてるわけ。寝てるの？　起きてるの？」

　ぶんぶんぶん、と耀姫がねこがみさまの前で手を振った。

「え!?　あ、耀姫!?　い、いいえ、寝てなどおりませぬぞ」

　あわててねこがみさまは振り仰あおいだ。耀姫は眉まゆをひそめる。

「変な化け猫。それでどうすんのよ。勝負するのしないの」

「あ……そ、そうですね。それは──それは、その……みなはどう思いまする」

　珍めずらしくためらう様子で、ねこがみさまは他ほかのみんなを振り返った。

「いいですわよ。こんな難なん癖くせつけてくる輩やから、蹴け散ちらしてさしあげますわ」

「ずっと腹が立ってたのよ。夜や刀とがさっさとやっつけて解決してあげるのよ」

「はぁい、ユキメも広ひろ人とさんのためにがんばります！」

「望むところでございます。私も全ぜん霊れいをかけて戦わせていただきましょう」

「ぐるにゃ───ああああっ！」

　鰹かつお屋や家けの住民一人残らず、やる気満々である。

　その様子に、やっとねこがみさまも心を決めたように大きくうなずいた。

「よ──よろしい。この勝負、鰹屋家一同受けてたちましょうぞ！」

「決まりであるな。良いか、メイド部隊。敗北は死と心得よ！」

「ははあっ!!」

　ねこがみさまたち鰹屋家住民と、甚右衛門じんえもん＆メイド部隊は激しくにらみ合った。

　あっれえ、俺おれの意見は……。

　途と方ほうに暮れる広人の横で、あやのがねこがみさまにささやいた。

「わらわも先せん輩ぱいの側で戦います。甚右衛門の癖くせは良く知っています。絶対、勝てます！」

「んむ、あやのがいてくれるなら勝利はわれらの物です。目指せ、完全勝利！」

　乗り気になったねこがみさまにつられ、おおおっ！　とみんなは鬨ときの声を上げる。

　部長が満足げに宣言した。

「では、集合は明あかりが丘おかショッピングモール・ＮＯＷ前広場だ。双そう方ほう、遅れるな」

「了りよう解かいである！」

　甚右衛門じんえもんは即答すると、身を翻ひるがえして窓の外に飛び出した。

「メイド部隊、装備を確認。車両を回せ。五分で戦場に急行する！」

　彼はインカムを取り出して装着し、何事か命令しながら走った。

　瞬しゆん時じにアパート前に迷めい彩さい柄がらの大型バスが横付けされる。

　甚右衛門とメイド部隊が乗り込むと、バスはすぐさま発進した。

「私たちも急ぐぞ。外に叔母おば運転のミニバンが停車してある」

「んむ。あの頑がん固こ片眼鏡めがねに遅れてはなりませぬ。さあ、走るのですぞ！」

「だーっ！　勝手に話を進めないでくださいよ、部長、ねこがみさま！」

「氏うじ子こさんもさっさと走ってよね。ほら、駆かけ足！」

　耀あき姫ひめまで大乗り気で広人の腕うでを引っ張った。

　有無をいわさず広人は外に連れ出され、年季の入ったミニバンに押し込まれる。

　全員が乗り込み、ドアが閉まると同時にエンジンがかかった。

　がくん、と一回エンストしてから、きゅるるるとエンジン再始動。

　そしてミニバンは、とんでもない速度で走り出した。
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　清すが々すがしい朝あさ陽ひに、明あかりが丘おかショッピングセンター『ＮＯＷ』のロゴが輝く。

『ＮＯＷ』は、三つの大型店てん舗ぽと百を超える飲食店街、スーパーや映画館、ホテルなどで構成された、有あ里り間ま区で最も大きい多た機き能のう複合型施設だ。

　時刻は八時。

　どの店も開店前だが、近くの明が丘公園で何かイベントがあるらしく、『ＮＯＷ』前の大通りを、たくさんの人々が楽しげに行き交っている。

　五連休初しよ日にちの朝は、この上なく輝いていた────────嫌いや味みなまでに。




「…………………………ばか広ひろ人と」

　大通りの街がい路ろ樹じゆの下で、春日かすが美み薫かは背せ筋すじを凍こおらせる声で名を呼んだ。

　広人は身を縮める。

　ただでさえ目を引く美少女の美薫が、立ち上る怒りのオーラで怒れる女め神がみのようだ。

「遅れないでって、いったでしょう」

　刺とげ々とげしい声が、広人にぐっさり突き刺ささる。

「はい、いいました」

「しかも、部外者は連れてこないでって念を押したわよね」

「はい、押されました」

「じゃあ、あの人数とメンバーは何なの！」

　バッ！　と美薫は後方を指し示した。

　そこではねこがみさまを筆頭としたみんなが並び、にぎやかに会話している。

「具体的に、どう勝負をするのです？」「涼りよう子こちゃんから説明があるんじゃない？」

「でも作戦が練れませんわね」「あちらがどう出ようと、全力で戦うのみでございます」

「最悪、夜や刀とが一吞ひとのみにしてなかったことにしてあげるのよ」

「はぅ～今日きよういいお天気ですよねえ、ユキメ溶けそう……」「ぐーるにゃぅ」

　なんでモサコさんまで。

「あ、あの、広人先せん輩ぱい……」

　おずおずとあやのが声をかけてきた。

　彼女はミニバンの中で高校の制服に着替え、ちゃんと耳と尻尾しつぽを隠かくしている。

「甚右衛門じんえもんのせいで勝手に話が進んでしまって……どうお詫わびしていいか」

「いや、仕方ないよ。あやのさんのせいじゃないし……あはは」

　広ひろ人とは笑い声が乾いてしまうのが止められない。

「すみません……これ以上ご迷めい惑わくおかけしないために、わらわもがんばります」

　決意のにじむまなざしで、あやのは広人を見上げた。

　本当に一いつ生しよう懸けん命めいな子だなあ、と広人はつくづく感心する。

　臆おく病びようで、自信なさげに謝ってばかり。でも真ま面じ目めで頭も良さそう。

　何よりとても礼れい儀ぎ正しい。少し張り詰めているとさえ思えるぐらいに。

　あまりの一生懸命さに、広人は彼女のことがひどく気にかかった。

〝……先せん輩ぱいの言葉だけを頼りに、ずっと今日きようまで来たのに……〟

　ふと耳じ朶だに、あやのの声が響ひびいた。

　六歳さいの時、自分は彼女になんといったのだろう。

　いやそれよりも、十年も前に会ったきりの子どもの言葉だけを頼りにしてきたなんて、彼女はどんな生活を送ってきたのだろう……。

「広人。この子、誰なの」

　きっつい美み薫かの声に広人は一気に強こわ張ばった。あやのもはっと背せ筋すじを伸ばす。

「あ、あー、えー、彼女は、氷ひ川かわ台だいさん。有あ里り間ま高校の一年生なんだ」

「あ、は、はじ、初めまして。氷川台あやのと申します」

　あやのはひるんだ顔ながらも、ぺこりと頭を下げた。

「そ、その、昨日きのうから、広人先せん輩ぱいのお宅にご厄やつ介かいになってます」

「……広人の家に？」

　とたん、美薫の視線が千枚通しのごとく鋭く尖とがって広人に向けられた。

「どういうことよ、それ！　ばか広人！」

「どっ！　どど、どどうどっ、どどうど」

　思わず風かぜの又また三さぶ郎ろう。

「みんな集合！　今回の仕事について話をするぞ！」

　涼りよう子この声が響ひびいて、美薫は言葉を吞のんだ。

「後で、絶・対・に！　説明してもらうから。わたしの納なつ得とくの行く説明を！」

　美薫は広人をぎっとにらみつけ、あやのを一いち瞥べつすると、ふん！　と身を翻ひるがえした。

　広人はぐはぁ──っ、と大きく息を吐はいて、ぐったりと肩かたを落とす。

　あまりに重なるタイミングの悪さに、目まいがした。

「……すみません……広人先輩……春日かすがさん、怒らせてしまったみたいで……」

「あやのさんのせいじゃないよ。俺おれが遅刻したのが悪いんだから。さ、行こう」

　広人は泣きそうなあやのを励はげますように笑いかけると、一いつ緒しよに歩き出す。

　他ほかの皆は、すでに涼子の前に集まっていた。甚右衛門じんえもんと数名のメイドの姿もある。

「よし、これで全員だな」

　ミニスカメイド部長は腕うで組ぐみをして、うんうんとうなずいた。

「では今回の仕事の雇こ用よう主ぬしである、私の叔母おばの恭きよう子こから説明だ」

「みなさーん、今日きようは急きょ集まってくれて、ホントありがとう～。イベント会社の社長やってます、旭あさひ丘がおか恭子っていいまーす」

　涼子の後ろから顔を出す十代後半ぐらいの可愛かわいい女性に、広ひろ人とは目を剝むいた。

　かっ飛ばすミニバンの中ではわからなかったが、叔母という割には不自然に若過ぎる。

「やほ、恭子ちゃん。お久しぶりよね」「あっ、耀あき奈なちゃーんっ！」

　耀あき姫ひめと恭子叔母さんは、嬉うれしそうに手を振り合った。

　そういえば、耀姫の人間界での素す性じようである早はや宮みや耀奈は、涼子部長と従姉妹いとこ同士ということになっている。恭子と知り合いなのも当然か。

「いつも頼んでいる女の子たちがね、ノロウィルスに感染して全員倒れちゃったの。でも涼子ちゃんのおかげで人員確保できて助かったぁ。しかもみんなすっごいレベル高いし！」

　恭子叔母は両手を握にぎり合わせ、満面の笑みを皆に向ける。

「それでね、お仕事だけど、二種類に分かれますっ」

　ぐい、と恭子叔母さんはピースサインを突き出した。

「チラシを配ったり商品を販売したり、表立って働くキャンギャルスタッフ。チラシや商品の補ほ充じゆう、場所の確保や人員整理や表おもてスタッフのお世話をする裏方スタッフでーす。キャンギャルスタッフのチーフは涼子ちゃん。裏方のチーフは鰹かつお屋やくんにお願い。それと」

　恭子は『ＮＯＷ』の方角を指し示した。

「ＮＯＷのホテルの大会議室を控ひかえ室しつとして借りてあるから、そこでお着替えお願いね。色んな荷物もそこに置くから、ちょっとごちゃごちゃしちゃうけど」

　ねこがみさまが、広人のジャージの袖そでをつんつん引っ張った。

「広人、着替えとは何のことです？」

「えっと、たぶんスタッフ用の制服だと思います。制服といっても、商品やメーカーのロゴが入った、パーカーやトレーナーじゃないかな」

「ふふっ、それが今回はちょっと気合入った衣い装しようなんだぁ」

　広人の説明を聞きつけ、恭子がいった。

「え、気合入った衣装って……どんな？」

「それは着てからのお楽しみ。じゃ、会議室に移動するよ～。時間ないから急いでねっ」

　恭子叔母の合図で、みんなはあわてて移動し始めた。

「拙せつ者しやたちは負けませんぞ。それでは！」

　甚右衛門じんえもんとメイドたちが、抜き去りざまに声をかけていく。

　広人も急いで、ねこがみさまやあやのを連れて歩き出した。

　……衣装という単語に、微び妙みように不安を覚えつつ。





☆★☆






　控ひかえ室しつに割り当てられた大会議室は、ホテルの十階にあった。

　広ひろ人とは守もり宮みやと一いつ緒しよにミニバンから荷物を運び込む。

　エレベーターから降り、荷物の載のる台車を押して、広人は会議室の扉とびらをノックした。

「俺おれです。広人です。荷物入れてもいいですか？」

「あっ、広人！　今、着替え終ったところなのです」

　ねこがみさまの声がして、ガチャリとドアが開いた。

「えっ……衣い装しよう？　って、それは……っ!?」

　広人は大きく目を剝むいた。

「どうです、広人。この衣装、おかしくありませぬか？」

　ねこがみさまは両手を広げ、その場でくるんと回った。

　彼女が着ているのは、露出の高いキャンギャル衣装だ。

　下は、かなり際どく短い白のスカート。大きめのプリーツの中には、商品のキーカラーである鮮あざやかなブルーと黄き緑みどりが入っている。

　スカートの裾すそからのぞく、すんなり伸びた太ももとすねが目にまぶしい。

　上は肌はだにぴったりフィットしたビスチェで、背中にはメーカーロゴ。

　ビスチェはとても丈たけが短く、おへそが見えるほど。その上なんと……。

「んむ、しかし、む、胸の辺りが……すーすーするのです」

　ねこがみさまは、困った顔で自分の胸を見下ろした。

　なんと胸の辺りにハートマークの穴が開き、素す肌はだが直じかにのぞいている。

　ささやかでつつましいふくらみが、そこからはっきりと見えた。

　思わず広人はかっと頰ほおが熱くなる。

　似合っている。とても似合っている。直視するのも照れくさいほど可愛かわいらしい。

　でも、こんな際どい格好のねこがみさまを外に出すのか？　他人の目にも晒さらすのか？

　ていうかあの極端に短いスカートの下はどうなってるの!?

　まさか……まさかあの白い足の付け根は……いつも通り、穿はいてな──────

「さあ、中に入って他ほかのみんなの姿も見てたもれ」

　うろたえる広人の手を握にぎり、ねこがみさまは部屋の中に引っ張り込んだ。

「あ、広人さぁん。着替え終わりました。見てくださぁい」

　ユキメ、夜や刀と、ミミの三人が、奥の衝つい立たてから現れる。

「嬉うれしい～これ布地が少なくて涼しいですぅ」

　巨乳のユキメは、もう見るからに危険だった。

　ビスチェは量感たっぷりの胸で大きく盛り上がり、ハートの穴からボリュームのある柔やわらかそうな真っ白餅もち肌はだの谷間がくっきりはっきり見えている。

　歩く度に胸はたゆんたゆんと揺れて、商品よりもそっちに目が行くこと必ひつ至しだろう。

「やっと衣い装しようが合ったのよ。恭きよう子こに少し詰めてもらったのよ」

　幼女夜や刀とがぺとぺと歩いてくる。もちろん格好は、ミニスカへそ出しビスチェ。

　ぷにっぷにの二にの腕うでやむにむにした両肩かた、すべすべの膝ひざ小こ僧ぞうまで露ろ出しゆつ。

　くびれの少ないお腹なかにちょこんとあるおへそも見える。

　胸の穴から、ぺったんだけどふにっとした肌も。

　見るからにちっこくて、あどけなくて、ぷにぷにで、たまらない可愛かわいさだ。

　……本性はともかく。

「んん、デザインが物足りませんわね。仕方ありませんけれど」

　ミミが澄すました口く調ちようで金の髪かみをかき上げ、歩んできた。

　金きん髪ぱつ美少女のミミもキャンギャル衣装が良く似合っている。

　しかし年頃男子の目を惹ひきつけるのは、もちろん胸の穴から見えるふくらみ。

　大きさはさほどでもないが、綺き麗れいな丸みの形がとてもいい。というか美乳────

　などと思った瞬しゆん間かん、広ひろ人とはボワッと顔が燃え上がった。

　自分の露ろ骨こつな観察眼が恥はずかしくて、あわてて目をそらす。

「どこを見てますのよ、家や主ぬし。ほら、こっちを向いて！」

　だがいきなりミミに頰ほおを両手で挟はさまれ、強引にぐいとひねられた。

「ちゃんと見て、感想を教えていただきたいですわ。どうなんですの？」

　広人の目をのぞき込み、ミミの綺き麗れいな青い瞳ひとみが問いかける。

「ど、どど、どうっていわれても……!?」

「あっ、広人さぁん。ユキメも見てくださいねえ。感想聞きたいですぅ」

「夜刀だって聞きたいのよ。ちゃんと抱だっこして、じっくり見て欲しいのよ」

「わ、うわあ！　待った、二人とも！」

　ユキメが抱きつき、むっちむちの巨乳をふにゅんむにゅんと押しつけ、夜刀は夜刀で広人の首くび筋すじに両手を絡からめて抱っこをせがむ。広人はよろめいてふらついた。

「いい加減にしなさいよ！」

　いきなり美み薫かが割って入り、妖あやかし三人娘むすめをべりっと強引に引き剝はがした。

「こんなところで騒さわぐなんてみっともないでしょう。少しはわきまえて、ばか広人！」

「え、俺おれ!?」

　美薫が恐ろしい目でにらんだ。

「はい、俺です」

　弱。

「っていうか、春日かすがまでその衣い装しようなのか!?」

　広ひろ人とは大きな声を上げた。なんと美み薫かまでキャンギャル衣装なのだ。

　人目を引く美少女の美薫が着ると、非常に場が華はなやいだ気がする。

「何よ、わたしがこれを着たらいけないの？」

「い、いや、いけなくはないけど……」

　広人は目のやり場に困って視線をさ迷わせる。

　女子高生らしく程良い肉付きの美薫の太ももは、リアルに肉感的。

　意外に大きな胸の谷間は、のぞきこめといわんばかりに深い。

　こんな肌はだ色いろの面積が多い美薫の姿は珍めずらしくて、広人はよけいにどぎまぎしてしまう。

「だって春日、裏方スタッフやるっていったじゃないか」

「裏方スタッフの服装は決まってないでしょう」

「でも荷物運んだりするから、肌が出てると怪け我がするかもしれないだろ。そ、それに」

　ちょっと広人はいいよどんだ。

「ほ、他ほかの人にだって……見られるわけだし」

「そんなの知らないわよ。他の人に見せたいわけでも見せるつもりでもないもの」

「え、じゃあどういうつもりで……」

　はたと広人は口をつぐんだ。かすかに美薫の頰は赤く上気している。

「知らない、ばか広人。誰が答えるもんですか。とにかく騒さわぐのは止やめて！」

　ぷい！　と美薫は勢いよくそっぽを向いた。

　紅あかいリボンと長いダークブラウンの髪かみが、広人の顔を叩たたくように大きく翻ひるがえる。

　美薫はつんとしてその場を離れ、荷物のチェックに向かった。

　ミミや夜や刀と、ユキメがむっとした顔で美薫の背中を見つめる。

「相変わらず言動が刺とげ々とげしい方ですこと。なんですの、あのいい方」

「もう少し柔やわらかくなった方がいいのよ？　とっても誤解されるのよ」

「いくら広人さんを独占されたくないからって、ひどいですよねえ」

　妖あやかし三人娘むすめはむくれて、ぶーぶー文句を垂たれる。

　広人は広人で、これだけ間近で少女たちの際どい格好を見続けたために、非常に切せつ羽ぱ詰つまった現象に襲おそわれていた。

「ま、まあ、春日かすがも悪気があるわけじゃないし……はは、は」

　ある個所を隠かくすように、前かがみでゆっくり背を向けようとした時だった。

「広人、広人！　あやのの着替えが終わりましたぞ」

「ま、待ってくださっ……！」

　ねこがみさまが、真まっ赤かになったあやのの手を引いてやってきた。

「は、恥はずかしいです……こんな、格好……わらわには、とても……」

　あやのは泣きそうな顔でうつむいた。

　彼女も当然、露ろ出しゆつ過か多たのへそ出しミニスカキャンギャルコスチューム。

　童顔で愛くるしい顔立ち、透すき通る白い肌はだにかかるふわふわの狐きつね色いろの髪かみ。

　そして一番視線が吸い寄せられるのは、なんといっても──胸。

　童顔に似合わぬ巨乳で、ビスチェの布地はぱっつんぱっつん。

　ハートの穴からのぞく双そう丘きゆうはみっちみちに詰まって盛り上がり、ビスチェの中で窮きゆう屈くつそうにお互いを押し合って、谷間をいっそう深くしている。

　輝く肌はだの張り。触ふれれば弾はずみそうなむっちり加減。

　そんなたまらない光景に、もう広人はいたたまれなくてどうしたらいいか分からない。

　俺おれって！　俺って最低！　なんでそんなところばっかり見ちゃうんだよ俺！

　草食男子で真ま面じ目めな広ひろ人とは、激しく激しく自己嫌けん悪おに陥おちいった。

「あ、あの、広人先せん輩ぱい？　ど、どうしたんですか？」

　うずくまってうなだれる広人に、あやのは心配そうにかがみ込む。

「い、いや何でもな────うわぁ！」

　かがんだあやのの胸の深い谷間がすぐ間近にあって、広人は大パニック。

「ばか広人！　始まってもいないのに休まないでよ、チェック手伝って！」

　さらに美み薫かがやってきて、身を乗り出して怒る。

　その瞬しゆん間かん、当然ゆさっと胸が揺れて、広人の目の前で大きく弾はずんだ。

「広人さあん、急にうずくまって、どうしたんですよぉ」

「おかしいのよ、広人。お腹なかでも痛いのよ？」

「そろそろ集まらなくっていいんですの？　シフト決めていただかないと」

　ユキメがたゆんふにゅんと爆ばく乳にゆうを揺らして前かがみになる。

　夜や刀とのすべすべの胸がぐっと近づけられる。

　ミミの美乳が、かがんだ拍ひよう子しにますます丸みを帯びる。

「広人？　大だい丈じよう夫ぶなのですか、気分でも悪いのでありまするか!?」

　トドメにねこがみさまが、超至し近きん距離でかがみ込んだ。

　愛らしいふくらみと白い生足が、撫なでて触ふれてといわんばかりに突きつけられる。

　もう広人は顔も上げられない。

　少女たちの谷間に囲まれ、年頃男子的生せい理り現象は著しさを増すばかり。

　何これ拷ごう問もん？　どんな拷問!?　天国に見せかけた地じ獄ごくなの!?

「すっごぉい、みんな可愛かわいい！」「おお、壮そう観かんだな」

　恭きよう子こ叔お母ばさんが嬉うれしそうに入ってきた。先に着替えた涼りよう子こも一いつ緒しよだ。

　みんなは身を起こして振り返る。天国の拷問から、やっと広人は解放された。

　キャンギャル姿の涼子は、いわずもがなの爆ばく裂れつボディ。

　そこだけメリケンライクなグラビア雑誌のようである。

「みんなが来てくれて良かったぁ。最悪、あたしがやらなきゃいけないかと思ってた」

　ほっと息をつく恭子叔母さんに、さらりと涼子がいった。

「恭きよう子こ叔お母ばも着れば良かったのに」

「やだよぉ。こんな年になってそんな衣い装しよう着れませんっ。孫まごだっているんだし」

「ま、孫ぉおおおおっ!?」

「ああ、恭子叔母は今年で四十八歳さいだ」

「よ、四十八ぃいいいっ!?」

　広ひろ人とたちは一いつ斉せいに驚きよう愕がくする。どう見ても十代後半なのに！

　ねこがみさまたちは顔をくっつけ、ひそひそとささやき合った。

「四十八歳!?　孫までいるですと!?　宇う宙ちゆう七不思議の一つですぞ！」

「信じられませんわ。ほうれい線はないし首くび筋すじも手の甲もつるつるですわよ！」

「ミミ、チェックするポイントが微び妙みように意地が悪いのよ」

「う、うらやましいですぅ。不ふ老ろう不ふ死しの煙でも吸い込んだんですよぉ、きっと」

　広人もあ然。部長もいい加減人間離れしているが、親族まで人じん外がい染みてる……。

「あっ、そうそう。一いつ緒しよにバイトしてくれるっていう片眼鏡めがねさんたちなんだけど」

　嬉うれしそうな恭子が、ぼう然としている皆にいった。

「衣い装しようが足りないっていったら自前のを用意してくるって」

「え、自前？」

　広人が聞き返した時、会議室の外からざっざっざっと歩む音が近づいてきた。

「お待たせした！」

　バダン！　と扉とびらが開き、甚右衛門じんえもんの声が響ひびき渡る。

「金きん狐こ一族精せい鋭えいメイド部隊よりさらに精鋭を選えりすぐった。いざ、開戦である！」

　甚右衛門の後ろに、ずらっと狐きつね色いろの長い髪かみをした美少女たちが並んだ。

　なんと彼女らの格好は────

　一いつ瞬しゆん、広人は何と呼んでいいのかわからなくて言葉が止まった。

「ゴ、ゴスロリ？　……で着物？」

　少女たちが着ているのは、ピンクと赤を基調とした華はなやかな着物だ。

　丈たけは短くフレアスカートのように広がり、裾すそや袖そで口ぐちには可愛かわいいフリルがいっぱい。

　帯おびを後ろで大きく結び、髪も華はなやかに飾り、足元は編み上げブーツ。

　ゴスロリ着物としかいいようのない衣い装しようである。

「きゃあ───っ、素す敵てきっ！　可愛いっ！」

　広人たちが呆あつ気けに取られるのをよそに、恭子叔母さんは一人盛り上がる。

「いいよね、いいよね、すっごい綺き麗れいっ。その着物どこのブランド？」

「はっはっは。これは金きん狐こ一族経営の着物会社の新作でありましてな」

　恭きよう子こ叔お母ばさんに褒ほめられて、甚右衛門じんえもんは鼻高々。

　ねこがみさまと夜や刀ととユキメは、ちょっぴり怖おじ気けづいた表情で顔を見合わせる。

「う、う、派は手でさでは断然あちらが有利ですぞ」

「大だい丈じよう夫ぶなのよ、露ろ出しゆつはこちらが断然上なのよ」

「そ、そうですよぉ。イ、インパクトじゃ負けない……はずですぅ」

「可愛かわいい……なんて素す敵てきなデザインですの……和洋の素す晴ばらしい融ゆう合ごうですわ」

　ロリ系の服に目がないミミだけが、悔くやしそうにつぶやいた。

　甚右衛門が自信満々の顔で、一歩前に進み出る。

「始まる前から勝負は決まったような空気であるな」

　ずばりいわれて、みんなはむっと眉まゆを吊つり上げる。

「何を勘かん違ちがいしておるのです。われらの勝ちに決まっておりまする！」

　挑ちよう発はつに乗り、ねこがみさまが前に進み出た。甚右衛門は鼻で笑う。

「夢を見るのは今の内。広人どのは金狐の婿むこに決定である！」

「勝負上等、あやのは鰹かつお屋やの嫁よめにいただきまするぞ！」

　ねこがみさまと甚右衛門たちは、そろって焰ほのおのオーラを燃え立たせる。

「甚右衛門たら、気合が入り過ぎです……」

　あやのが困ったように嘆たん息そくする。

「でもわらわも負けません。ねこがみさまたちと一いつ緒しよに、死力を尽くします」

「うむ、いい覚かく悟ごだ。我々の勝負を安心して見ているがいい、鰹かつお屋や！」

　涼りよう子こ部長が広ひろ人との肩かたを、バン！　と叩たたいた。広人は弱々しく声を上げる。

「あの、仕事は忘れないでくださいよ……本来の仕事を……」

「………………ばか広人」

　地を這はう黒い声に、広人はびくりと背を伸ばす。

　恐る恐る振り返ると、案の定、おっそろしい怒りのオーラを放つ美み薫かが立っていた。

「婿むこだの嫁よめだの勝負だの、いったい何の話よ……」

「な、何といわれましても、どう説明していいか、俺おれにもわかりませんでその……」

「仕事なのよ。部外者を山ほど連れてきた上に勝手に勝負とかどういうつもりよ！」

　弁解に汗あせだくの広人と、眉まゆを逆さか立だて詰め寄る美薫。

　それをよそに、激しくにらみ合う鰹屋家け住民と金きん狐こ一族。

　それぞれの状況にそれぞれは忙いそがしく、誰もまだ気がつかない。

　この場に、二人ばかりいないことに────




「………………ちょ、……ムリだし」

　衝つい立たての陰で、耀あき姫ひめは胸の開いたキャンギャル衣い装しようを前にしゃがみ込んでいた。

　そ……っと、Ｔシャツの襟えり首くびを引っ張り、自分の胸をのぞき込む。

　超・真っ・平・ら。

「ムリムリムリムリ、ぜーっ対、無理！　穴開いてるからパットも使えないし！」

　うぐぅう、と苦く悶もんの唸うなり声を上げ、ばたりと耀姫は突っ伏した。

　一方、会議室の隅すみっこで守もり宮みやも、とある衣装を広げていた。

「…………これを、私に着ろと……？」

　守宮が広げてしげしげと眺ながめているのは、ふりふりフリルのエプロン。

　ご丁てい寧ねいにフリル付きのヘッドドレスまで付属。

「これも、主あるじである広人さまのためでございましょうか……う、うぅ、うぅむ」

　耀姫とは別の葛かつ藤とうで、守宮も一人苦悩していた。





☆★☆






「新発売、『バブル★ＣＲＵＳＨ！』でーす、よろしく！」

　五月の青空の下、明るい声が響ひびき渡る。

　大通りの一角に広げられたパラソルの下で、鮮あざやかなグリーンのペットボトルを手にしたゴスロリ着物の少女たちが、行き交かう人々に呼びかけていた。

「ポップな喉のどごし、クールなテイスト。夏にぴったり、弾はじける泡あわの爽さわやか新感覚っ」

「ただ今、常とこ夏なつキラキラ☆キャンペーン実施中！」

「『バブル★ＣＲＵＳＨ！』ハワイアングリーンをご購こう入にゆういただいた方に、今なら抽ちゆう選せんでハワイのマウイ島リゾートが当たりますっ」

「携帯サイトからでも、ご応おう募ぼできまぁす」

「『バブル★ＣＲＵＳＨ！』ハワイアングリーン、よろしくお願いしまーすっ」

　立て板に水の口こう上じようを述べ、少女たちはにっこり笑いかける。

　彼女らが差し出すグリーンのうちわ型チラシは、次々と通行人の手に取られていった。




　少し離れた場所で、ねこがみさまたちはぼう然としていた。

　手に持つのは、ブルーのペットボトルとブルーのうちわ型チラシ。

　うちわは、まっっっっっったく！　減っていない。

　通行人は、露出の高いキャンギャルにちらりと好こう奇き心しんのまなざしは向けても、彼女たちが遠えん慮りよがちに差し出すうちわには目もくれず通り過ぎていく。

「な、な、何がいけないのでしょう……われらの……」

　ねこがみさまは不安げにミミや夜や刀と、ユキメを振り返る。

「わかりませんわ。わたくしたちの魅み力りよくがわからないなんて節ふし穴あなもいいところですわね」

「こうなったら、蛇へびでぐるぐる巻きにして足止めして無理やり渡すのよ」

「夜や刀とさぁん、それじゃ全員逃げちゃいますよぉ」

　後ろでサポートに立つ広ひろ人とは、ひっそり汗あせをかいていた。

　今回のキャンペーンは、『バブル★ＣＲＵＳＨ！』という炭酸飲料の宣伝。

　アラスカンブルーとハワイアングリーンの２タイプ。

　鰹かつお屋や家け側は青のペットボトル、アラスカンブルー。

　金きん狐こ一族は緑のペットボトル、ハワイアングリーン。

　青と緑のうちわ型チラシを配布し、減った数で勝敗を決めることになったのだ。

　大通りを、ねこがみさま・ミミ・夜刀・ユキメが担たん当とう。サポートは広人。

　公園入り口を、涼りよう子こ・耀あき姫ひめ・あやのが担当、サポートを美み薫かと守もり宮みや。

　二ふた手てに分かれ、配布を開始したのだが────

　金狐一族側を見るに、このままでは鰹屋家側の敗北が濃のう厚こうである。

「少し声の通りが悪いですよ。堂々としてて大だい丈じよう夫ぶです」

　広人は見かねてねこがみさまたちに声をかけた。

「もっと思い切って、積極的に声を出して行きましょうか」

「ん、むむ、とりあえず、もう一度宣伝文句の原稿を見せるのです！」

　ねこがみさまは広人の手から原稿を奪うばい、唇くちびるを結んで凝ぎよう視しする。

「『バブル★ＣＲＵＳＨ！』……キャンペーン……アラスカンブルー……」

　半べそでねこがみさまは顔を上げた。

「全然意味が理解できませぬ……ここは日本ではありませぬのか……？」

　あああ、と広人は頭を抱かかえた。ねこがみさまが外来語に弱いのを忘れていた。

「いや、意味なんて理解しなくていいですから。そのまま読めばいいだけですから」

「意味がわからねば感情がこめられませぬぞ。ミミ、教えてたもれ」

「ええ、よろしいですわ」

　外人美少女ミミが、横から原稿をのぞき込む。

「まず、バブルは泡あわという意味。ＣＲＵＳＨは押しつぶすとか圧あつ搾さくとか粉ふん砕さいとかですわね。壊かい滅めつさせるなんて意味もありますわ。衝しよう突とつのＣＲＡＳＨとは違いますわよ」

　ミミの説明に、ねこがみさまは熱心にうなずく。

「んむ、良くわかりました。では早速われがやってみましょう。皆は見ているのですぞ」

　ねこがみさまは自信満々にいうと、前に出て身を乗り出す。

「注目！　初夏の新商品────」

　可愛かわいい少女が張り上げる声に、通行人が振り返る。

　ねこがみさまは、ブルーのペットボトルをぐっと突き出した。

「『泡あわ★粉ふん砕さい！』」

「違います！」

　広ひろ人とはあわてて押しとどめた。

「誰がそう訳せっていいました！　商品名なんですよ！」

「え、では『泡★壊かい滅めつ！』？」

「それも違う……まあバブルは壊滅ってか破は裂れつしましたけど昔……」

「この方が分かり易やすいのですもの。どんどん続けますぞ。えっと、ただ今常とこ夏なつキラキラ☆商品宣伝のための大衆に向けた組織的活動中！『泡★壊滅！』米国第四十九番目の州の青をご購こう入にゆういただいた方に、米国第四十九番目の州にて北極近くにおける帯おび状じよう極きよつ光こう現象観測周しゆう遊ゆう旅行を贈おくり物！　携帯向け電子計算機通つう信しん網もう上じよう情報提てい供きよう奉ほう仕し現場からもご応募可能!!」

「まったく分かり易やすくないわ───っ！」

　外来語の偉大さを広人は心しん底そこ味わった。

「わかったのよ。ねこがみさまを真似まねしてやってみるのよ」

　夜や刀ととユキメ、ミミも意気込んで、うちわを配り始めた。

「『泡★壊滅！』なのよ。とっても美味おいしいのよ」

「『泡★壊滅！』、弾はじける味覚が素す敵てきでしてよ。喉のどごし軽くて新感覚ですわ」

「『泡★壊滅！』、飲んだらお口が壊滅ですよぉ～」

　やだそんなドリンク。

「変な名前。『泡★壊滅！』だって」「チラシ見せてよ、ホントに『泡★壊滅！』？」

　通行人がくすくす笑ってうちわを受け取る。

　ねこがみさまたちの奮ふん闘とうで、ようやく少しずつチラシは減り出した。

　やがて陽ひは高くなり、お昼も過ぎて、時刻は午後から夕刻へ────




「どうだ、鰹かつお屋や。こちらの調子は！」

　夕暮れ間近の午後五時。

　涼りよう子こ部長が意気揚よう々ようと戻ってきた。公園前でのチラシ配布は終わったようだ。

　後ろからあやのと美み薫かが続き、耀あき姫ひめと守もり宮みやも一いつ緒しよに歩いてくる。

「皆さん……？　どうなさったんですか、あの、広人先せん輩ぱい？」

　あやのがパラソルの下をのぞき込み、心配そうに訊きいた。

　そこではどんよりと、広人とねこがみさまたちがうなだれている。

「……すいません……もう、全然、減らなくて」

「みんなでがんばったのでありまするが……」

　広人は力なく顔を上げた。ねこがみさまも元気のない顔で答える。

　涼子が肩かたをそびやかしていった。

「情けないな。私たちはほぼ全すべて配布し終わったぞ。残るは数枚だ」

「すげー……さすが涼りよう子こ部長」

　広ひろ人とは感かん嘆たんした。目立つのが得意で弁べん舌ぜつも立つ涼子のことだけはある。

「でもさ、金きん狐こ側もほとんど配り終わってたんだよね。引き分けって感じ？」

　耀あき姫ひめが横から現れ、肩かたをすくめた。

　なぜか彼女は、メーカーロゴ入りのパーカーを着て前をきっちり締めている。

　広人は不思議に思って訊いた。

「暑くないんですか、耀姫さん。そのパーカー、長なが袖そでですよ」

「あ、あたしは寒がりなの！　気にしないでほっといてっ」

　胸を両手で隠かくして、耀姫は頰ほおを赤くした。広人はけげんな顔で頭上を仰あおぐ。

　夕暮れ前の空は晴天。今日きようは一日、真夏日にも近い陽気だった。

「まあ、大だい丈じよう夫ぶならいいんですけど……。それより、も──守もり宮みやさん」

　広人は後ろに控える守宮に目を移した。

「なんですか、その……格好」

「は、これでございますか」

　守宮は困ったようにほほ笑んだ。

　なんと頭にはフリルのヘッドドレス。着物袴はかまの上からはフリルエプロン。

「和装メイドだそうでございます」

「和装メイド……メイド!?　なんで!?　男がなんでメイド!?」

「いいじゃん、あたしの提案よね」

　耀姫がしれっと口を挟はさんだ。

「裏方だって目立たないと。ヤモリさん、せっかくいいガタイしてるんだし」

「いや、可か哀わいそうじゃないですか。男なのにメイドなんて」

「何いってんの、今の世じゃ女装はすでに常識でしょ！　ていうか涼子ちゃんもいってたけど神話の時代から女装なんてフツーだし。ほら、日本やまと武たけるの尊みことが熊くま襲そ退たい治じで女装なんて超有名じゃん？　しかも童女に化ばけてんのよ幼い女の子なのよそれに熊襲引っかかってんのよやだ！　女装好きもロリコンも神話時代からいたんだ日本人てホント変態！　でも仕方ないかあ、ランドセルは正義って仮想空間にまで広めちゃったバスケ小説は日本のだもんねー」

「なんで女装からロリコンの話になるのか俺おれにはまったく理解できませんよ！」

「関係大ありじゃん。あらゆる場所に需じゆ要ようがある、ニッチなニーズがきっとある！　埋うもれた需要は掘り起こせ、つまりロリコンと同じくマッチョの女装も公然必ひつ須すの需要なの！」

「そんな需要は地球の裏まで埋めときゃいいんですよ───っ！」

「ずいぶんと芳かんばしくない様子であるな」

　尊大な声が降ってきて、広人たちはそろって振り返る。

「この分ではあっさりと勝敗が確定しそうである。ハッハッハ！」

　片眼鏡めがねの執しつ事じ、甚右衛門じんえもんは勝ち誇ほこったように高笑いした。

　その姿は────ゴスロリ着物。長身三十男のゴスロリ着物…………。

「申し訳ございません、広ひろ人とさまぁ──っ！　この守もり宮みや、完敗でございます──っ！」

「も、守宮さん！　いいんです、負けていいんです！　お願い負けて！」

　うなだれて平へい伏ふくする守宮を、広人はあたふたとなだめた。

「姫ひめさまも早くお諦あきらめなさい。無む駄だな努力ですぞ」

　後ろで小さくなるあやのにそういうと、見るからに怪しいゴスロリ男は、ゴスロリ着物少女たちを引き連れて意気揚よう々ようと去っていった。

「……どうしましょう」

　ねこがみさまが青ざめて、みんなを見回した。

「このままでは、広人が婿むこに取られてしまいまする」

　ミミと夜や刀とも、重苦しい顔でねこがみさまを見返した。

「とりあえず、精一杯配りまくるしかありませんわね」

「ちょっと慣れてきたところなのよ。この調子でがんばるのよ」

「で、でもユキメ……もうがんばれそうにありませぇん。五月って……暑過ぎますぅ」

　パラソルの下で、ユキメはぐったり。

　あわててミミと夜刀が、チラシのうちわでユキメを煽あおいだ。

「ねえ、広人が婿とかいったいどういう意味なのよ。いい加減わたしに教えて」

　美み薫かが不安げに訊きいた。ねこがみさまは元気なく答える。

「それが、このチラシ配布競争に負けると……広人があの甚右衛門じんえもんの一族に婿入りせねばならぬのです。だからこそ、嫁よめ候補全員で阻そ止ししようとしておるところなのです」

「なっ……噓うそでしょう!?」

「いいえ、まことの話なのです……」

「いくら何でもそんな馬鹿げた勝負で婿入りなんて冗じよう談だんじゃないわ、広人！」

　とんでもない剣けん幕まくで、美薫は広人に食ってかかった。

「何を大人おとなしくそんな勝負吞のんでるの。少しは抵抗したらどうなのよ！」

「い、いや、俺おれだってちゃんと断ったんだよ。でもなぜかこういうことに……」

「押しが弱過ぎるんでしょう、もっと強気に出なさいよ、もう！」

　じれったそうに、美薫は首を大きく振った。

「あなたを責めたって仕方ないわ。ああ、どうしよう。どうにかして勝たなきゃ」

「え、春日かすが？　どうし────」

「広人が婿なんて、そんなの駄だ目め、絶対駄目なんだから……！」

　いつものきっつい美薫とは思えない取り乱しように、広人は驚いて目を丸くした。

「うろたえるな、諸しよ君くん！」

　涼りよう子こ部長の一いつ喝かつが飛んだ。はっとみんなは注目する。

「勝負は五日間、その内のまだ初日だ。こんな短い時間で勝負が決まるものか」

　力強いその声に、みんなは言葉を吞のむ。

　変態強ごう引いん部長なのに、さすがのリーダーシップだ。

「だが私はともかく、諸君らが漫まん然ぜんと配っても効率は上がらない。対策──作戦を考えなければな。何か考えはあるか」

「……あの、いいでしょうか」

　すっとあやのが小さく手を上げた。みんなは驚いた目を向ける。

「あ、あの、公園側で、チラシを貰もらう人を観察してて気づいたんです……。こちらは男性の方が多くて、甚右衛門じんえもんの方は女性が多かったってことに」

　皆は一いつ斉せいに瞬まばたきした。あやのは言葉を続ける。

「たぶん……その、着ている服のせいじゃないかと。こちらは露ろ出しゆつが高いですし……甚右衛門の方は、着物の可愛かわいさと珍めずらしさがあって、女性受けしていました。それと」

　いったん言葉を切り、あやのは周りをくるっと見回す。

「日本人はシャイですから、こういう家族向けの場所で露出が高過ぎると、近寄りがたいのかも。涼子先せん輩ぱいが積極的に行ってくださったから、公園側は配布できましたけど」

「そうか、いわれてみれば……」

　広ひろ人とは今日きよう一日を思い返す。

　確かに注目は浴びたが、ほとんど遠目で見られていただけだった。

「ですが、広人先せん輩ぱい。『バブル★ＣＲＵＳＨ！』の購こう買ばいターゲットをご存じですか」

「購買対象？　ちょっと待って」

　恭きよう子こ叔お母ばさんからもらったパンフの中に、そんなのがあったような。

「あーっと、十代から三十代男性を主要な対象として想定してるみたいだ」

「ですよね。炭酸飲料は男性の方が好むっていう資料もあるんです」

「へえ、良く知ってるなあ」

「は、はい。一族が会社経営していますから……マーケティング関係は勉強していて」

　褒ほめられて、あやのは照れたように目線を落とした。

「ですから、この衣い装しようのままなら、こちらが有利なんじゃないかって思うんです」

「ではでは、男子が多く集まる場所で配れば良いわけなのですね」

　ねこがみさまやミミ、夜や刀とやユキメたちも意気込んで、話に加わった。

「でしたら、ショッピングセンターの大型店てん舗ぽの男性向けフロアはどうかしら」

「あ、建物の中なら、ユキメ嬉うれしいですぅ、きっと冷房入ってますよねぇ」

「十代なら子どもも含まれるのよ。夜刀がキッズ系のフロアで配ってみるのよ」

「連休中、公園で色々催もよおし物があるみたいですわ。人出も多いはずですわよ」

「それでは建物内部はユキメたちに任せ、われらは公園を担たん当とうしましょうぞ！」

「じゃあ、俺おれが改めて各時間と場所の担当の順番を組み直しますね」

　張り切るねこがみさまに、広ひろ人とが笑っていった。

「んむ、頼みまする。ねえ、あやの！」

　声を弾はずませ、ねこがみさまは満面の笑みであやのを振り返った。

「は、はい。なんでしょう」

「そなたの助言のおかげで、希望が見えてまいりました。ありがとう、あやの！」

「え、あ────」

　あやのは一いつ瞬しゆん、声が止まった。

　硬こう直ちよくするあやのの手を、ねこがみさまは両手でぎゅっと握にぎりしめる。

「そなたのためにも、きっと勝ちましょう。絶対に勝って、そなたを広人の嫁よめにして、正しよう真しん正しよう銘めいの家族にするのです。屋や敷しきに蟄ちつ居きよなど、絶対にさせませぬ！」

　そういって、ねこがみさまは五月の陽光のように、明るく大きく笑った。

「あ…………は……はい。が、がんばります。わらわも……」

　あやのはぎこちなく、視線を落とした。

「ちょっと広人、待ちなさいよ！」

「え、なに、春日かすが？」

　みんなとわいわい盛り上がっていた広人は、美み薫かの声に振り返った。

「そんな勝手に配布場所を決めていいの？　ここを管かん轄かつする会社に、配る範はん囲いは前もって届け出たわけでしょう。公園も区の管理組合の許可が必要なはずよ」

「あっ……そっか、そういやそうだったよな」

　広人の声のトーンが落ちる。せっかくのやる気がしゅわしゅわとしぼんでいった。

「大だい丈じよう夫ぶ、気にするな」

　涼りよう子こ部長が割って入り、二人の肩かたをバン！　と叩たたいた。

「ショッピングセンターは、恭きよう子こ叔お母ばと掛け合って何とかする。公園の方だが、春日の父は区会議員だろう。あらゆる伝つ手てとコネできっと解決してくれるはずだ。そうだな」

「なっ……無理です！　そんなのできません、部長！」

　美薫はきっと眉まゆを逆さか立だてて涼子にいい返した。

「議員の身内のために便べん宜ぎを図ってくれなんて、権力の濫らん用ようです！」

「まあまあ、議員殿どのに直接交こう渉しようしろといってるわけではない。わかるな？　それが伝手とコネを使うということだ。それにだぞ」

　涼子部長はにやっと笑って、声をひそめた。

「鰹かつお屋やを婿むこに取られては、私も春日も困るだろう？」

「えっ……そ、それは…………う、う…………ああ、もう、もう！　わかりました！」

　美み薫かは涼りよう子この手を振りほどいた。

「どうなるかわかりませんけれど、父に連れん絡らくしてみます。ばか広ひろ人と、あなたのせいだからね。後でわたしの気が済むまでちゃんと謝ってもらうんだから！」

　そういい捨すてて、すごい勢いで美薫は歩いていった。

「うわ、春日かすが……！　ちょ、部長、よけいなことしないでくださいよ」

　腕うで組ぐみをしてにやにや笑っている部長に、広人は文句をいった。

「よけいなことではない。安心しろ、きっと春日は上手うまくやってくれるぞ」

「そうじゃなくてですね、後で怒られるのは俺おれなんですってば」

「なに、あんなことをいいつつ、春日が本当に後で貴様を締め上げたことがあるか？」

「あ……えっと」

　広人は言葉を失った。

「いえ、たいていは、その場で怒られて終わり……です」

「だろう？　まったく、頑がん固こで強ごう情じよ張つばりで気が強くて素直じゃなくて、しかも愛あい想そ笑わらいができないとは、春日は世渡りに苦労するぞ。社会に出てもきっとな」

「春日はいいヤツですよ」

　広人は、建物内に消えていく春日の背中を眺ながめやった。

「自分の感情をごまかさないだけで。まあ……俺おれも時々心配になるけど」

「貴様に心配されていると知ったら、春日はますます怒るだろうな」

　涼りよう子こ部長は大きく笑った。それから、ふっと真ま顔がおになった。

「社会に出るといえば、鰹かつお屋やは卒業後に進学するのか？」

「え!?　い、いきなり何の話ですか」

「ずっと疑問に思ってたんだ。進学するのかしないのか」

　涼子に真ま面じ目めな目で見つめられ、広人は少し狼ろう狽ばいする。

「あ──いや、しません」

　首を振って、正直に広人は答えた。

「大学に進むための金なんて、俺にはありませんから」

「学費が問題なのか。奨しよう学がく金きんだってある。成績が悪くないならもったいない話だぞ」

「涼子部長にまでそんなこといわれるなんてなあ」

　広人は苦笑した。今朝けさの甚右衛門じんえもんの言葉を思い出したのだ。

「奨学金だって、申しん請せいしても必ず通るわけじゃないでしょう。借金になるならなおさらです。だって、俺はずっと思ってきたんですよ」

　ほんのわずか広人はまぶしそうに目を細めた。

「……早く、一人前になりたいって」

　花か壇だんに咲く満開のつつじに視線を合わせ、彼は独り言のようにいった。

「早く社会に出たい。早くちゃんと働きたい。誰かに借りを作らず、誰かの厄やつ介かいにもならず、自分自身の手と足で暮らしを立てて、生きていきたいって……」

　涼りよう子こはじっと、推おし量はかるようなまなざしで広ひろ人とを見つめる。

「就しゆう職しよくしたからって、一人で生きていけるわけじゃないだろう」

「え……」

　広人は視線を涼子に戻す。彼女は、小さくほほ笑んでいた。

「恭きよう子こ叔お母ばを見ろ。アクシデントがあったからと私を頼るのだぞ。いくらスーパーでスペシャルでグレイテストでありとあらゆる宇う宙ちゆうにおいてオンリーワンでも、私は高校生だ」

「うわあ、謙けん遜そんしてませんよね、それ！」

　今度は広人が呆あきれた。そこに涼子は畳たたみかける。

「つまりだ。何でもかんでも一人でやろうなんて人間は、大した仕事はできない──ということだ。良くいわれる話だがな。鰹かつお屋やもそれはわかっているだろう」

「………………」

　広人は無言でうつむいた。涼子はくすりと、綺き麗れいな唇くちびるの端はしに笑みを浮かべる。

「だから────私と一いつ緒しよに働かないか、恭子叔母の会社で」

「へ!?」

　思いもかけない言葉に、広人は弾はじかれたように頭を上げた。

「私も進学はしない。高校を卒業したら、叔母の会社に入る予定だ」

「そんな……そんな、部長こそもったいないじゃないですか！」

　広人はびっくりして身を乗り出した。

「そりゃ部長は自分勝手で強ごう引いんで変態だけど、知ってますよ俺おれ、すっごい成績いいって。中学時代から一番で入学式で答とう辞じも読んで、今だってずっとトップなんだって！」

「当然だ。私は人の後ろなど歩くつもりは毛もう頭とうないからな」

「ごまかさないでくださいよ。だからどうして進学しないんです」

「進学しないんじゃなくて、働きたいんだ。端たん的てきに率直にいえば──まあその」

　いつも自信満々の涼りよう子こが、珍めずらしく、本当に本当に珍しくいいよどんだ。

「……子どもの頃からの、夢を実現させたいだけだ」

　そういって、涼子はちょっとばかりすねたように口を尖とがらせた。

　広人は絶句した。

　照れてる？　本気で照れてる？　傲ごう岸がん不ふ遜そんで傍ぼう若じやく無ぶ人じんで無む敵てきな部長が照れている!?

「なんだそのでっかい口の開き方は。地面にあごがつくぞ」

「だ、だって、いや、えー……だって部長がそんな、夢だなんて」

　広人はうろたえる。部長の意外な反応に、上手うまく返せる言葉が見つからない。

「恭きよう子こ叔お母ばの会社は、キャラクターショーも手掛けている」

　涼子は気にも留めずに話を続けた。

「その関係でスーツアクター──スタントマンの一種で、主に特とく撮さつ系けいでヒーロースーツや怪人スーツを着て活かつ躍やくする役者なんだが──そういう役者の派は遣けんや、養成の援助も行っている。私もゆくゆくは、スーツアクターとして身を立てたい。それが……私の夢なんだ」

　広ひろ人とはそっと涼子を見上げた。

　熱意あふれるまなざしで、彼女は五月の青空を見上げている。

「……いい夢ですね。ちょっと、羨うらやましいです」

　率直な想おもいを広人はつぶやいた。

　涼子は嬉うれしそうに、顔がくしゃっとなるほど大きく笑った。

「だろう？　だから、私は……」

　涼子は笑みを消し、真まっ直すぐに広人を見つめた。

「だから私は────貴様が欲しいんだ。鰹かつお屋や」

「え？　ほ、欲しい!?」

　ストレートな物言いに、広人はどきっとなる。

「真ま面じ目めで、頭の回転も速く、誠実で、何より労力を惜おしまない。そんな信頼のおける人間と、わたしは一いつ緒しよに働きたいんだ。夢をかけた仕事を、お前と……一緒にやりたい」

　そういって、涼子はこれ以上ないほど真剣な目でこちらを見つめた。

　広人はますますどぎまぎする。

　ただでさえ美び貌ぼうの涼子が、真ま顔がおになると息が詰まるほど綺き麗れいに見えた。

「あ……そう、ですね」

　跳はね上がる鼓こ動どうを懸けん命めいに抑おさえ、広人は息を吐はきながらやっと答えた。

「でも、すぐには返事はできないです。俺おれもまだ、考えたいんです」

　広人は涼子の瞳ひとみを見返した。

　真剣な誘さそいなら、誠意をもって真剣に返さないといけない。

「俺に……何ができるかって」

　しばし、二人はじっと見つめ合った。

　ふいに涼子はふっと笑うと、いつもの自信満々な態度に戻った。

「まあいい。進路候補の一つに入れてくれるなら嬉うれしいぞ」

「は、はい。あの、俺なんかを誘ってくれて、ありがとうございます。部長」

「忘れるなよ、貴様を欲する人間がここにいることをな。つまり公式第一夫人が！」

「いやいや！　だから誰が第一とか夫人とかって認めたんですかっ！」

「照れるな、まったく可愛かわいいヤツめ」

　涼子はくしゃくしゃっと広人の頭を撫なで────と思ったら腕うでを伸ばした。

　広ひろ人とは驚きよう愕がくした。いきなり涼りよう子こが豊満な胸に自分をぎゅっと抱だき寄せたのだ。

　豊かで包み込むような胸の感かん触しよくに、広人は声もなく凍こおりつく。

「荷物を片づけて撤てつ収しゆうするぞ。明日あしたも早いからな」

　気づくと今の一いつ瞬しゆんがなかったように、涼子はすたすたと歩いていく。

「え、あ、あれ？　え？」

　まさか……まさか、部長……本気？　本気で、まさか、俺おれを…………え？

　広人はぼう然と、歩き去る涼子の後ろ姿を見送る。

　まだ頰ほおに、自分を抱きしめる腕うでと、豊かな胸の感触が残っている気がした。




「ちょっとぉ、涼りよう子こちゃんてばどういうつもりよ」

　パラソルの下で、耀あき姫ひめがばっさばっさとチラシで扇あおぎつつ不ふ機き嫌げんにつぶやいた。

　強く煽ぎ過ぎて、うちわは折れ曲がって使い物にならなくなっている。

「いくら部長でも馴なれ馴れし過ぎんじゃないの。ねえ、化ばけ猫ねこ」

「…………………………」

　かたわらに立つねこがみさまは、アスファルトに落ちた自分の影を見つめている。

「ちょっと、聞いてる!?」

　耀姫が怒ど鳴なると、あわててねこがみさまは振り仰あおいだ。

「え!?　あ、な、なんのことなのです!?」

「もーう、今日きようは変過ぎるじゃん、化ばけ猫ねこ！　魂たましい昇天しちゃってない!?」

　文句を垂たれる耀あき姫ひめをよそに、ねこがみさまは立ちすくむ広ひろ人とに視線を移した。

〝……早く、一人前になりたいって〟

　こっそり盗ぬすみ聞きした広人と涼りよう子この会話が、耳の奥にまだ残る。

　広人の決意の言葉が、なぜかねこがみさまにはとても重く、胸にのしかかった。

「……広人は、どうしたら幸せなのでしょう」

「は？　何よ、いきなり」

　耀姫が瞬まばたきしてねこがみさまを振り返る。

「あんたが嫁よめを見つけて、氏うじ子こさんを幸せにするとかいってたんじゃないの？」

「むろん、そうです。そうでありまするけど……」

　ためらう声で、ねこがみさまはつぶやいた。

「本当にそれが……広人の幸せになるのでしょうか」

「え──ええっ!?」

　耀姫は驚いてねこがみさまを凝ぎよう視しする。

　けれどねこがみさまは目を伏せて、それきり小さな唇くちびるをつぐんでしまった。




　それはちょうど、広ひろ人とと涼りよう子この話が終わった頃合いだった。

　一歩引いた場所で二人を見ていたあやのは、はっと顔を上げた。

　スカートのポケットに隠かくす携帯が振動している。

　あやのは近くの街がい路ろ樹じゆの陰に隠れ、携帯を開いた。

　着信表示は甚右衛門じんえもん。あやのは息を詰め、応答する。

「な──なんです。甚右衛門」

『……姫ひめさま。広人どのを婿むこにする計画を成功させるおつもりが、本当におありですか』

　あやのはどきっとして、一いつ瞬しゆん言葉に詰まる。

「もちろん、そのつもりですけれど……」

『その割には、ご協力いただいておらぬ気がしますが。味方になったフリをして、鰹かつお屋や家け側を敗北に導くはずでは？　公園側の勝負は五分五分でありましたぞ』

　鋭い言葉に、あやのは唇くちびるを引き結ぶ。

「で、でも、あまりにあからさまでは怪しまれるでしょう。それに」

　あやのは、きゅっと眉まゆを寄せた。

「勝負に勝っても、本当に広人先せん輩ぱいはわらわの……婿になってくれるのでしょうか？」

『今さら何をおっしゃるのです』

　甚右衛門が苦い声で答えた。それでもあやのはいい募つのる。

「だって、鰹屋家の結束は並なみ大たい抵ていのものではありません。一日一いつ緒しよにいただけで、わらわは痛いほど分かりました。たとえだまして勝っても、婿入りを承知するか……」

『ならば計画をあきらめますか』

　険しい声が響ひびいた。とっさにあやのは言葉を失う。

『人間を婿になど、やはり拙せつ者しやは反対であります。亡きお父上とご当主さまは、種族の違いを受け入れられず、お別れになったのですぞ。どうか、もう一度お考え直しを』

「いいえ！」

　あやのは即座に拒絶した。

「どうしても先せん輩ぱいに婿になって欲しいのです。お願い、わかってください、甚右衛門」

　しばしの沈ちん黙もくの後、甚右衛門の重い吐と息いきが聞こえた。

『ならば、もう何もいいますまい。期限は連休最終日。その前に決着をつけねば、ご当主さまが乗り込んでこられます。それをお忘れなく。では、これにて』

　通話は切れた。あやのは携帯を見つめ、それから胸に押し当てる。

「わかってます……成功しなければ、お母かあさまに認められないって……」

　切なげな声が、震ふるえる唇から地面に落ちた。

「だけど、先輩やねこがみさまをだますなんて……わらわに、本当にできるの……？」

　語尾が頼りなく消える。金きん狐この姫はただ一人、その場でうつむいた。







[image: 第五話　狐疑逡巡]




　鰹かつお屋や家け住民と金きん狐こ一族の勝負は、かなりの激戦となった。

　作戦を変えた鰹屋家は二日目に勝利。だが素早く対応を変えた金狐側が三日目に勝ち、続く四日目は大接戦の末、僅きん差さで鰹屋家が勝利を収めた。

　二対二の引き分けのまま、迎えるのは最終日──五月五日。

　これ以上ないほどぴっかぴかの快晴。朝の気温は二十一度。

　天気予報では、真夏日確定。

　気分も気温も否いやが応おうでも盛り上がる、対決にうってつけの一日が来た────




「……ついに、この日がやってまいりましたぞ」

「……ようやく終止符ふが打たれるのであるな。長きに亘わたる戦いの日々に！」

　会議室の真っただ中で、ねこがみさまと甚右衛門じんえもんは、激しく熱くにらみ合った。

　ねこがみさまの背後では、鰹屋家住民たちが。

　甚右衛門の後ろでは、狐きつね少女たちが。

　ずらりと並んでにらみ合い、勝負の開始を今かと待ち焦こがれている。

「俺おれの婿むこ入いりとか、もうどうでもよくなってるよな……あれ……」

　みんなの後方で、広ひろ人とは長いながーいため息をついた。

　しかし──と広人は、みんなの先頭に立つねこがみさまに視線を移す。

　いつもと変わりなく、元気で張り切っているように見える。

　けれどこの連休中、ふとかいま見せる横顔の陰りが、広人は気になった。

　一人でぼんやりと佇たたずみ、考え事にふける姿も。

　普段のねこがみさまは、明るくて屈くつ託たくがなくて、一いつ生しよう懸けん命めいで愛くるしくて、何より隠かくし事をするような性しよう分ぶんではない。だからこそ、そんなわずかな異変がとても気にかかる。

　連日の忙いそがしさによる、ただの疲れならいいけれど……。

「みなさあん、昨日きのうまでの四日間、ホント、すごい働きでしたーっ！」

「ぐーにゃあーん」

　みんなの前で、タンクトップとホットパンツの恭きよう子こ叔お母ばさんが嬉うれしそうにいった。

　恭子叔母さんの腕うでに抱だかれたモサコさんも、ご機き嫌げんで鳴く。

「チラシも残るはあと少しだし、ショッピングセンターのスーパーでの『バブル★ＣＲＵＳＨ！』の売り上げも急上昇だし、クライアントさんもきっと大喜びだよ！」

　ぐっ！　と親指を立てて突き出し、恭子さんは満面の笑み。

「いよいよ今日きようが最後の日なんだけど、ちょっとやり方が変わります。今まで通りのチラシ配布だけじゃなくて、『バブル★ＣＲＵＳＨ！』の販売も行ってもらうの！」

　ねこがみさまと甚右衛門じんえもんの眉まゆが大きく跳はね上がった。

「それはそれは、勝負を盛り上げるにふさわしい方式ですぞ」

「ほほう、チラシ配布量だけでなく、商品の販売量をも競うわけであるな」

　ゆっくりと、ねこがみさまと甚右衛門は視線を合わせる。

　二陣じん営えいの間の火花が、よりいっそう激しく弾はじけた。

「あ、そうそう。最終日だし、みんなの衣い装しようは変更ね、うふふ」

「え？」

　みんなは目を見開いた。広ひろ人とも瞬まばたきして、恭きよう子こを注視する。

「も、す───っごい、インパクトよ。これまで以上の注目、間違いなしっ！」

　広人の心臓がどくん！　と大きく跳ね上がった。

　あの際きわどいキャンギャル衣装より、もっとすごいのか!?

　胸の谷間どころか、もっと色んな個所が余すところなく露ろ出しゆつしちゃってるのか？

　年頃男子の脳内で、ありとあらゆる際どい桃色妄もう想そうがぐるぐると渦うずを巻く。

「ふふふ、これがその、衣装で───すっ！」

　そういって恭子がみんなの前に、バッ！　と広げたのは────





☆★☆






　見渡すかぎりに続く、新緑の芝しば生ふ。

　ここは、ショッピングセンター『ＮＯＷ』近くの明あかりが丘おか公園。

　その広大な敷しき地ちの一角に、木こ立だちと芝生に囲まれた大きなグラウンドがある。

　様々なスポーツやドッグランにも使われる場所で、晴天の今朝けさはたくさんの人々が集つどい、思い思いに遊んでいた。見た限り、平へい穏おんでのんびりとした休日の光景である。

　だがその平穏は、とある集団の出現により一いつ瞬しゆんで破られた。




　グラウンド中央の地面に、白のラインで小さめの四角いコートが描かれる。

　バスケットゴールが一つ、コートの端はしに設置された。

　その周囲に、ざざっ！　と一団が勢ぞろいする。

「え……み、みんな……それ…………その格好……」

　ラインを引き終わって一息ついていた広人は、ぼう然と彼らを指差した。

　ずらりと並んだのは、いわずもがなの鰹かつお屋や家けチームの少女たち。

　今日のみんなの格好は、なんと、なんとなんと────レオタード！

　体のラインが露ろ骨こつに出るレースクイーン風レオタードだ。

　胸の部分はダイヤモンド型に開いて谷間が見えている上、お尻しりと太ももの付け根の食い込みはとてつもなくエロい。ショートブーツを履はいて足のラインも綺き麗れい。

　光こう沢たくあるストッキングを穿はき、太ももを強調しているのもまた際どい眺ながめ。

　五月の爽さわやかな陽気の下とは思えない、ナイスエロスだ。

「す、少しこれ、際どすぎませんこと？」

　ミミが落ち着かない顔で、ウエストのくびれも露あらわな体を見下ろす。

「ユキメはこれぐらい涼しい方が助かりますぅ。ビキニでも全然いいですよぉ」

　柔やわらかそうな巨乳を揺らして、ユキメはいった。

「ここプールじゃないのよ……ちょっと恥はずかしいのよ」

　レオタードを着た夜や刀とが、無表情ながら困ったように小首を傾かしげた。

　さすが幼女だけあって子どもらしい寸ずん胴どう体型。

　しかし……ある意味もっとも犯罪的に見えるのは、なぜだろうか。

「ど、どうして、どうしてわたしまで、こんな格好しなくちゃいけないの!?」

　美み薫かが耳たぶまで赤く染めて、お尻しりの食い込みを必死に直している。

　リアル女子高生のレオタード姿も、かなり危険だった。

　年相そう応おうの肉付きが、いけない妄もう想そうを搔かき立てる気がする。

「………………………………し、死にそうです……恥ずかしくて…………」

　あやのが消え入りそうな声で、両手を握にぎって身を縮めた。

　縮めた拍ひよう子しに巨乳の谷間がぎゅっと寄せられ、むっちりと盛り上がる。

　透すき通る白い肌はだ。体に流れるふわふわの狐きつね色いろの髪かみ。

　童顔なのに巨乳というアンバランスな容姿が、見るからに危ういエロス。

「私は開き直りましてございます、広ひろ人とさま」

　みんなの端はしから、守もり宮みやが丁てい寧ねいに会え釈しやくした。

　彼は──良かった、レオタードじゃない！

　……メイド服だけど。

　パニエでふくらませた清せい楚そなロングスカートと、リボン型のヘッドドレス、真っ白フリルエプロンという、どこからどう見ても正統派なメイド。

　守宮が必死に真ま面じ目めな顔をしているのもまた辛つらくて、広人はいたたまれない。

　だがしかし。

　この一団の中に、もっと広人をいたたまれなくする、とある二人の姿があった。

「広人、どうでありまするか、この姿！」

　そういって、ずいと前に進み出たのは──────

「なんで……………………太巻き？」

　コートの端はしに立つ広ひろ人とは、脱だつ力りよく気味につぶやいた。

　ねこがみさまは、大きな大きな太巻きの着ぐるみだった。

　たくさんの具をぎっちり巻いた、黒くて長くてぶっとい太巻き。まあご立派。

　中央に開あいた穴から、ねこがみさまは可愛かわいい顔を見せていった。

「この立派な体ならば、どんな勝負も負ける気がいたしませ────あぅ」

　縦たてに長過ぎる太巻きは、バランスを崩くずしてわずかによろけた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのかな……」

　広人はひっそり汗あせをかきつつ、ねこがみさまの隣となりに視線を移す。

　そこにはさらにもう一人、得え体たいの知れない物体がいた。

「……耀あき姫ひめさん」

　広人の声にはますます力がない。

「どこの宇宙の侵しん略りやく者ですか」

「ううう、うるさいうるさいう───るさ───いっ！　納なつ豆とうよ、ほっといて！」

　白い発はつ泡ぽうスチロールパックに入った、うにゅうにゅ動く豆の固まりが叫び返した。

　固まりの真ん中から、耀姫の真まっ赤かな顔がのぞいている。

「納豆？　なんで納豆？　ていうかどうして耀姫さんが納豆？」

「じゃんけんで負けたのっ！　いいもんどうせあたしはイロモノ担たん当とうだもん！」

　自棄やけになって耀姫がいい放った。

　あまりの可か哀わいそうな姿に、逆に広人はちょっとだけ可愛いと思ってしまう。

「い、いや……なんかいいかも、それ」

「何それ嫌いや味み!?　うっさいうっさい、自分ばっかりいい格好してっ！」

　といわれた広人は、なぜかカフェのギャルソン風スタイル。

「いやでもこれ、全然インパクト足りませんよ」

「だったらあたしと代わってよ！　代われ、納豆とっ！」

「耀姫」

　太巻きねこがみさまの諭さとすような声が響ひびいた。

　太巻きは納豆の手を取り──とても意味の通らない文章である──力強くいった。

「己おのれの負けは素直に認めねばなりませぬ。われが一いつ緒しよにおるでしょう？」

「ば、化ばけ猫ねこ……あんたってば」

　納豆耀姫が、ぐすっと鼻をすすった。太巻きねこがみさまは、優しくほほ笑み返す。

「さあ、これからわれと共に戦……はにゃあぅ！」「きゃああああっ！」

　太巻きはバランスを崩して納豆の上に倒れ込んだ。

　うにうに動く豆とぐりぐり回転する太巻きが絡からみ合って芝しば生ふの上で転がり回る。

「たたっ、助けて広人！　立てませぬっ！」「お、重おもっ、でかっ！　太巻き重過ぎ！」

　見るに堪たえない光景に、広ひろ人とはぐったりと肩かたを落とした。

「はい、はい。大だい丈じよう夫ぶですか。今起こしますから」

　広人は冷静な態度で太巻きと納なつ豆とうを引き剝はがし、よいしょと助け起こしてやった。

　あーあ、二人とも中身はとっても美少女なのに。あーあ。

　年頃男子の夢を打ち砕くだく残念な現実に、広人は大きく深く嘆たん息そくする。

　その時、どこからか昭和特とく撮さつ歌謡風メロディが流れてきた。

　広人たちは不ふ審しんに思って振り返る。とたん、一同そろって息を吞のんだ。

　なんと芝しば生ふの彼方かなたから、得え体たいの知れない巨大な何かが、歌いながらやってくる……。

『♪……イカ！　宇宙イカッ！』

「な、なに……」「え、え？」「あ、あれって……」

　太い触しよく手しゆを振り回し、マイクを持って、うねうね動きながらそれは現れた。

「イカ─────────────────ッ!?」

　広人たちの叫びが、広大なグラウンドに響ひびき渡った。

　烏賊いかだった。見事なまでの巨大イカだった。

　ほんとにただのリアル烏賊。吸きゆう盤ばんも十本の足も三角の頭もただのイカ。

　イカはこれ以上ない美声で謎なぞのテーマソングを朗ろう々ろうと歌い上げつつやってきた。




『出い～でよ飛べよ、遠き宇宙の彼方かなたより、さあ飛ひ来らいせよ、われらが宇宙イカ！

　世界最強、宇宙最さい恐きよう。そうめん、トックリ、するめにイカ飯。

　日本人ならイカが好き。日本人なら触手好き。

　許すな宇宙タコの侵しん略りやく、地球はわれらイカが侵略。

　食らえタコ！　怒りのイカリング！

　アーニーサキスに気をつけろ～♪』




「うわあ……」

　広人はアラスカ並みの寒さに襲おそわれた気がして顔面蒼そう白はくになる。

　もちろんあのイカの中身は言げん及きゆうするまでもない。

「集まったな、戦士諸しよ君くん！」

　うねうねと巨大イカは触手を動かし、バスケットコート前で停止した。

　お腹なかの真ん中からのぞく部長の顔が、凍こおりつく皆に呼びかける。

「今日きようの最終決戦は、私のアイデアだ。見よ！」

　ズバッ！　とイカ部長は触手でコートを指し示した。

「ストリートバスケットのコートだ。３on３スリー・オン・スリーで対決する」

「ぶ、部長!?　まさか、この格好でですか!?」

　美み薫かが焦あせった顔で訊きいた。

「当然だ。あちら側にも説明済みだぞ」

「だ、だってこんな格好……どんな意味があるんです！」

「客寄せだ！」

　うろたえる美薫に、イカ部長はびしりといい放った。

「見み栄ばえのいい女子によるバスケの試合で観客を呼び、待たい機き要員が集まった客に商品を販売。着ぐるみ要員はマスコットキャラ的ポジションでさらに集客を狙ねらう！」

　イカと納なつ豆とうと太巻きの何がマスコットなのか、広ひろ人とには一ミリたりとも理解できない。

「ハ────ッッハッハッハ！」

　そこに高らかな笑い声が響ひびいた。

　ざっざっざっ、というすでにお馴な染じみになった足音が響き渡り、やがて芝しば生ふの向こうから、甚じん右衛門えもんを先頭にした金きん狐この一団が現れた。

　金狐の少女たちは、体にフィットしたホットパンツとチビＴというそそられる服装。

　少女たちの美味おいしそうな肉付きが、一目で見てとれる素す晴ばらしい衣い装しようだ。

　これなら集まる人々の目を釘くぎ付づけにすること確実だろう。

　──────ミニスカセーラー服の甚右衛門さえいなければ。

「いかがであるかな。こちらはすでに戦闘態勢に入っておるぞ！」

　セーラー甚右衛門は大おお威い張ばりで宣言した。

「なんでセーラー服……」

　広人は途と方ほうに暮れた。インパクトありゃいいってもんじゃないよね……。

「とっくにわれらも準備万ばん端たんですぞ。いつでも開始できまする！」

　太巻きねこがみさまは決意の顔で、ずんと前に歩み出た。

　ミニスカセーラー甚右衛門もどんと一歩足を踏み出す。

　一団は熱く激しく燃え上がる炎ほのおを背負ってお互いをねめつけた。

　これが最後の対決。

　ストリートバスケの試合結果＋商品の売り上げによって勝敗が決定する。

　どちらが勝つか。広人の婿むこ入いりは果たして阻そ止しできるのか。

「……んむ、それでは」「…………参まいろうか」

　ねこがみさまと甚右衛門が、深くうなずき合う。

　かくして、鰹かつお屋や家け住民ＶＳ金狐一族の大勝負が始まった────！

「さて、みなの者！」

　太巻きねこがみさまは、張り切って後ろを向いた。

「…………場ば透すけとは、なんなのです？」




「第一チーム、前へ出てね～っ」

　審しん判ぱんを買って出た恭きよう子こ叔お母ばさんが、楽しそうに呼びかけた。

　スタンバイしていた第一チーム、イカ部長と納なつ豆とう耀あき姫ひめ、美み薫かの三人が進み出る。

　第二チームはミミ、ユキメ、夜や刀と。

　第三チームは太巻きねこがみさま、あやの、メイド守もり宮みや。

　……という組み分けをしたのは、広ひろ人とである。

　ねこがみさまを一番最後の組にしたのは、たとえバスケを知らなくても、他ほかの人のプレイを見て、少しでも動きが理解できるようにという配はい慮りよからだった。

「えっと、球をドリブル……じゃなくて毬まりつきかな？　しながら移動するんです」

　コートから離れた木こ立だちの陰で、広人はねこがみさまにルールを説明していた。

「毬つきをいったん止めて、手に球を持ったら、三歩動く前に他ほかの人にパス……じゃない、投げて渡すか、あの網あみのついた輪っかの中に投げ入れる。わかりますか？」

　予備のボールを使い、広人は参考になるような動きを見せてやる。

「ん、んむ、な、なんとか」

「今回はストリートバスケですから、シュートできるバスケットは一個……ああ、まあいっか。本当は他にも色々規則はあるけど、今いったことだけ覚えてください」

「わかりました。がんばりまする！」

　ねこがみさまはぐっとこぶしを握にぎって答えた。

　大だい丈じよう夫ぶかなあ、と広人は心配でいても立ってもいられない。最終日の今日は『賞品』として参加を禁じられてしまったが、できることなら一いつ緒しよにプレイしてやりたかった。

「てんてんてんまり、てんてまり♪　こうでありまするか、広人？」

　なんて手て毬まり唄うたを歌いながら、吞のん気きにボールをつく太巻き姿を見るともう！

「いや、歌はいりませんてば。あ、そうだ……訊ききたいことがあるんですけど」

　ふっと広人は思いついた。

　ちょうどこの場には二人きり。気になっていたおかしな様子を尋たずねるいい機会である。

「んむ？　何でありましょう、広人」

　毬つきを止やめて大きなボールを前に抱かかえ、ねこがみさまは斜めに体を傾かしげる。

　なんか可愛かわいい仕し草ぐさだなあ。……太巻きだけど。

「この連休中ですね、えっと、その……」

　どう訊いていいか、広人は一いつ瞬しゆんいいよどむ。

「何か、悩み事でもありましたか。それか俺おれにいいたいこととか、ないですか」

「え────」

　どきりとした顔で、ねこがみさまは言葉に詰まった。

「悩み……そうですね、悩みではなく、訊きたいことなら、その…………」

　ねこがみさまは口ごもり、ボールを持つ手を前に垂たらしてうつむく。

　急に元気が失うせた彼女に、広ひろ人とは不安が募つのる。

　答えを待つ間、懸け念ねんで鼓こ動どうが早くなった。

　ふいにねこがみさまは、思い切った様子で顔を上げた。

「ずっと考えていたのです。広人は……広人は、今のままの生活で良いのですか？」

「え──はぁ!?」

　予想だにしない問いに、広人は間抜けな声を上げた。

　ねこがみさまは弾はずみがついたのか、勢い込んで畳たたみかける。

「上の学校に行かなくて、本当に良いのですか。せっかく学業が良くできるのに、われらのせいで生活が苦しくて進学しないのならば、われは……とても辛つらいのです」

「な!?　何をいうんですか、ねこがみさま!?」

「お願いです、最後まで聞いて欲しいのです、広人」

　うろたえる広人の言葉を、ねこがみさまは熱い声でさえぎった。

「広人は立派な人間です。初めて会うた時から、ずっと思ってまいりました」

　ぎゅ、っとボールを持つ手に力をこめ、ねこがみさまは言葉をつなげた。

「われらの世話に明け暮れて、その立派な資質を生かせぬのはもったいないのです。だから、だから少しだけ……ほんの少しだけ、思ったのです。もしかしたら、広人は……」

　言葉が止まる。

　ねこがみさまの開いた可か憐れんな唇くちびるが、かすかに震ふるえた。

　その唇から、無理やり言葉を押し出すようにして彼女はいった。

「あやののもとへ……婿むこに入った方が、幸せではないかと」

　広人は絶句する。

　唇を引き結んで押し黙だまり、自分を見上げるねこがみさまの瞳ひとみを見返した。

　ふいに、ピィーッ！　と高らかにホイッスルの音が鳴り響ひびいた。

　沈ちん黙もくを破られ、はっと二人はコートの方角に視線を移す。

「……試合開始だ、行かなきゃ。商品の販売をしないと」

　そういって、広人はねこがみさまを見下ろした。

　神さまであるはずの少女は、かすかに不安のよぎる瞳でこちらを見返す。

「ねこがみさまは、俺おれの神さまですよね」

　正しい答えかどうか自分でも分からないまま、広人はいった。

「俺は、ねこがみさまの氏うじ子こです。今答えるなら、それだけです」

　二人はお互いから目を離さず、しばし見つめ合う。

「……わかっておりまする」

　ねこがみさまはにっこりと笑った。

　いつもの笑顔──のはずだけれど、ちょっとだけ無理やりな気もした。

「ただ、ほんの少しそう思っただけなのです。大だい丈じよう夫ぶ、試合には勝ちまするぞ！」

「ああ、はい。そうですね」

　広ひろ人とも笑みを返した。その笑みがぎこちないのは、自分でも良く分かっていた。

　二人は連れ立って芝しば生ふの上を歩き出す。

　なぜか広人は、つい足早になる。自分の中の強い感情に突き動かされるように。

　この感情は何だろう。胸を刺さす、痛みにも似たこの想おもいは……。

　もしかして、と広人は考える。

　もしかして、俺おれは怒ってるのか？　それとも哀かなしんでるのか？

　じゃあ、どうして俺は怒ってるんだろう。どうして哀しいんだろう。

　広人は肩かた越ごしに振り返り、後ろをついてくるねこがみさまをうかがった。

　彼女は太巻き姿で、よたよたと懸けん命めいに歩いている。

〝あやののもとへ……婿むこに入った方が、幸せではないかと……〟

　たった今聞いた言葉が、耳じ朶だに響ひびく。

　広人は、ふうっと重い息を吐はいた。

　……馬鹿だな、俺。

　自分の気持ちが理解されなかったからって、すねてでもいるのか？

　理解してもらうために、きちんと話をしたわけでもないのに……。

　情けなさに、広人は苦笑が浮かんだ。

「ねこがみさま」

　歩きにくそうについてくる太巻きへ、広人は手を差し伸べた。

「手を。足元がふらついてます」

「え…………は──はい！　広人、ありがとうなのです！」

　ねこがみさまは今度こそ心からの笑みで、広人の手をぎゅっと握にぎった。

　小さな手の優しい感かん触しよくに、広人もやっと心が満たされる。

　それから二人はコートまで、仲良く手をつないで歩き続けた。




　二人が歩き去った後。

　木こ立だちの陰に、ひゅっと小さな冷たい風が吹いた。

　かすかに空気がゆらめいて、細い人影のようなものが浮かび上がる。

　だがその影は、即座にまたいずこかへ消え去った。

　人じん外がいの気配に敏感な、広人とねこがみさまでさえ気づかない、ほんの一いつ瞬しゆんの出来事。

　後にはただ、風に揺れる芝生と木立が残るだけである。




「うわ、かなり人が集まってきたなあ」

　コートをぎっしりと囲む観客の数に、広ひろ人とは目をみはった。

　連休中で人出が多いとはいえ、これだけの数は予想外である。

「ほら、感心してないでチラシを配っていただけませんこと」

　商品を入れたクーラーボックスをよいしょとゆすり上げ、ミミがいった。

「ずいぶん重そうですよ、ミミさん。そっちを俺おれがします」

「大だい丈じよう夫ぶですよぉ、二人で交代しながら販売しまぁす」

　レオタード姿のユキメが、にこにこしながら答える。

「ユキメさん、今日きよう暑くなりそうですけど、外に出てて大丈夫ですか」

「はぁい。あやのさんのアイデアで、恭きよう子こさんから冷えピタもらって体に貼はってます」

　広人は背後を振り返る。

　ちょうどあやのが、クーラーボックスを持ち上げようとするところだった。

「そっか……あやのさんて、ほんと良く気がつくよなあ」

「えっ、あ、いえ、ただ観察して気づいただけで、大したことじゃ……」

　焦あせったように口ごもり、あやのは頰ほおを染めてうつむいた。

「はい、広人の分のチラシなのよ。あやのと一いつ緒しよに販売しながら配って欲しいのよ」

　夜や刀とが横から、大量のうちわをよいしょと差し出した。

「ミミとユキメがドリンクを販売するから、夜刀が配ってくるのよ」

「一人で行っちゃだめですよ。ミミさんかユキメさんと一緒でないと」

「夜刀は一人でも平気なのよ。何かあっても、大丈夫じゃないのは夜刀じゃないのよ」

　さりげに恐ろしいことをいって、夜刀はミミとユキメのところへ歩いていった。

　広人はコートを見回す。

　太巻きねこがみさまはポンポンを持って、部長たちを応援中。

　守もり宮みやは、メイド姿で販売中……だが退ひかれてるドン退かれてる！

「ま、まあ……こっちはこっちでがんばるか。じゃ、あやのさん、行こう」

　広人は手を伸ばし、あやのが持とうとしていたクーラーボックスを奪うばい取った。

「あっ、だ、駄だ目めです、先せん輩ぱい！　それはわらわの仕事です！」

「いいよ。あやのさんは後で試合があるんだし。代わりにチラシ、頼めるかな」

「え、あ……は、はい……すみません、広人先輩。お気を使わせてしまって……」

　あやのは、申し訳なさそうに頭を垂たれる。広人はくすりと笑った。

「あやのさん、そんな謝ってばかりしなくていいよ。気にすることないからさ」

「えっ」

　あやのはつぶらな瞳ひとみをみはる。そして、ちょっと目を落とした。

「……ねこがみさまにも、いわれました。謝ってばかりだって」

　あやのは小さく笑みを浮かべた。どこか寂さびしげな笑みだ。

「わらわは……昔から自分に自信が持てなくて。だから謝るのが癖くせになっているのかも」

「自信がないって、そんな、どうして？」

　思わず広ひろ人とは訊きき返した。

「お姫ひめさまだし、頭もいいし、料理も上手うまくて知識も観察力もあるし。それに……」

　広人はちょっといいよどんだ。

「俺おれがいうのも変だけど、その、とっても可愛かわいいじゃないか」

　そういって、広人は顔が赤らむのを感じた。

　女の子の容姿を褒ほめるなんてあまりしたことがなくて、とても照れくさい。

「そ──そんな、そんなことないです！」

　案の定、あやのは真まっ赤かになって力いっぱいぶんぶん首を振った。

「広人先輩にそういっていただくような価値なんて、わらわにはありません！」

「価値？　え、いや、価値ってどういうことかな」

　まずい方向に話題を持っていったかと、広人は内心焦あせる。

「すみません……でも、本当にわらわはそう思っているんです。だって」

　あやのは少し哀かなしげな顔で首を振る。

「身み内うちにすら、認めてもらったことがありませんから……」

　そういって、あやのは目を伏せて口を閉ざす。

　広人はかける言葉がなくて、同じく押し黙だまる。

〝……母が望むことの何一つも、わらわは満足にできなくて……〟

　以前にあやのから聞いた言葉が耳じ朶だの奥に響ひびく。

　優ゆう秀しゆうなはずの彼女が、ここまで自信がないのは、やはり────

「鰹かつお屋や家けチーム、一点先取！」

　わあっと巻き起こるざわめきが、広人の思考をかき乱した。

　広人とあやのは振り返り、コートに注目する。

　イカ部長が高々と触しよく手しゆを振り上げ、ガッツポーズを取っていた。

「イカすげえ…………」

　広人の感かん嘆たんのつぶやきに、ホイッスルの音が重なった。と思いきや。

「ほぉおおおおおりゃああああ───────っ！」

　いきなりイカが、とんでもない速さでホットパンツの狐きつね少女からボールを奪うばった。

　だばだばだばと触手を振りまくって突進するイカ。

　誰も止められない。誰もボールを奪えない。

　十本の触手の間で自由自在にボールを動かされ、常じよう人じんには手出しのしようもない……。

「って、ちょっと待って！　動かせる手足は四本のはずだけど部長!?」

　なんていってる間にイカは跳ちよう躍やく。

　宙を舞うイカ。華か麗れいなるダンクシュートを決めるイカ。広ひと人と戦せん慄りつ。

　やっぱり部長は人じん外がいだ……。いつもどこにあと六本の手足を隠かくしているんだろう。

「涼りよう子こちゃんてば、一人で活かつ躍やくしないでよね！　ああもうこの納なつ豆とうっ！」

　耀あき姫ひめが納豆着ぐるみを脱ぬぎ捨て、体操着とブルマ姿になった。

　元気はつらつ健康的な女子高生の肢し体たいが、五月の陽光のもとに現れる。

「今度はあたしがシュートするんだからっ！」

　走り出した耀姫が、素早い動きでボールを奪だつ取しゆ。

　しかしぴったりマークされ、前方をガードされた。

　ボールを持ったまま、耀姫は上半身と両手を使って巧たくみに敵てきの手をかわす。

　敵の腕うでが伸びた瞬しゆん間かん、耀姫はくるりと背を向けてパス。

　おりしも走ってきたレオタード姿の美み薫かが、追い抜きざまにボールを受け取る。

　ダークブラウンの髪かみと紅あかいリボンをなびかせ、美薫はジャンプ。

　流れるような美しい動きで、見事シュートを決めた。

　わあっと歓声が上がる。

「うーん、すごいなあ……。春日かすがはほんと、何でもできるよ」

　広人はにこにこしながらつぶやいた。幼おさな馴な染じみの活躍が誇ほこらしい。

　なんて吞のん気きにしていたら、美薫が大きな胸を押さえて、ずり上がったお尻しりの食い込みを直す姿を見てしまい、鼻血が出そうになった。

「ああもう、動きにくいったら！　スポブラじゃないから胸が弾はずんで痛いし……」

「何それ美薫さん、嫌いや味み!?　いいじゃん、弾む胸があるだけっ！」

「は!?　何いきなりわけの分からない難なん癖くせつけてくるのよ、早はや宮みやさん！」

　美薫と耀姫がコートの真ん中でいい合いを始めた。

「仲良うせねばなりませぬ。　胸の多た寡か、いや量で女子の気立ては量はかれませぬぞ！」

「そうだ！　良いブラは必ひつ須すだ、胸を支えるクーパー靭じん帯たいが伸びるといずれ垂たれるぞっ！」

　太巻きねこがみさまが割って入り、イカ部長まで触しよく手しゆを振って乱入する。

　コートの上は収拾がつかなくなってきた。

「あああ、もう……」

　広人は頭を抱かかえる。クーラーボックスを地面に置いて、彼はあやのを振り返った。

「ちょっと仲ちゆう裁さいしてくるよ。ごめん、待ってて」

「あ────は、はい」

　広人はあやのに片手を上げて謝ると、コートへ走っていく。

　その後ろ姿に手を伸ばしかけて、あやのはふっと腕を下ろした。

「やっと、二人だけで話せる機会ができたのに……」

　ほうっと可か憐れんな吐と息いきをあやのはついた。

「……どうしてわらわは、上手うまくいえないのでしょう」

　そうつぶやいた瞬しゆん間かんだった。

　弾はじかれたようにあやのは背後を振り向いた。

　──誰もいない。

　バスケを見学にくる観客や、芝しば生ふを横切り広場に向かう人々がいるだけだった。

　あやのは弱々しく首を振り、クーラーボックスを取り上げ、転がるように走り出す。

　コート周りに集つどう人混みの中へ、あやのは隠かくれるように紛まぎれ込んだ。

　……かすかに、冷ややかな風が吹き抜けていった。

　その後に、試合再開を告げるホイッスルの音が鳴り響ひびいた。




　第一ラウンドは、涼りよう子こ・耀あき姫ひめ・美み薫かの華か麗れいなるプレーで勝利。

　耀姫と美薫は、運動神経も良くそつがないので、広ひろ人とも見ていて不安はない。

　部長は……ある意味非常に不安だが、勝利しかもたらさない人物ではある。

　しかし問題は、続く第二ラウンド。

　コートにはミミと夜や刀ととユキメの三人が、なんとなーく心細そうに並んでいる。

「ミ、ミミ。ミミはバスケってやったことあるのよ？」

「ル、ルールは知ってますわ、もちろん。ユキメさんは？」

「はぁい、ユキメは当然、バスケってスポーツはぁ、知ってまぁす！」

　しまった……と広人はその場にうずくまりたくなった。

　ねこがみさまにかまけて、彼女たちの方を確認していなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　ド、ドリブルぐらいはできますよね？」

　広人は青ざめ、ミミたちを手招きしてささやいた。

「もう、家や主ぬしはわたくしたちのことを、本当に見くびり過ぎですわ」

　ミミが細い眉まゆをぐっと逆さか立だる。

「できないとでもお思いですの？　さっさと商品を売りに行ってらして。ほら！」

　つんとミミが背を向けてコートへ戻る。夜刀とユキメが手を振った。

「じゃ、がんばってくるのよ」「はぁい、広人さん、応援してくださいねえ」

　広人の不安と心配をよそに、ホイッスルの音が響き渡った。

　ミミと狐きつね少女が向かい合った。二人の間で、ボールが投げ上げられる。

　即座に金きん狐こ側の少女がジャンプしてボールを手にする。

　そして夜刀やユキメが動く前にパスをさくさく連続してつなげ────シュート。

「えっ!?」「え、なのよ」「あっれえ？」

　妖あやかし三人娘むすめはほとんど一歩も動けず一点を取られ、二点目もあっさり奪うばわれた。

「うわ、全然追いつけてないぞ……」

　広ひろ人とはドリンクを売るどころではない。ついつい足が止まってしまう。

「がっ、がんばれがんばれ、鰹かつお屋や家け、ですぞ！」

　太巻きねこがみさまが、懸けん命めいにぴょんぴょん飛びながらポンポンを振る。

「……これはまずいですわね」

　ミミが指をあごにあて、考え込む。

「しゃくですけれど、実力が追いつきませんわ。少々違う手を使いますわよ」

　ミミは素早く夜刀やユキメに耳打ちすると、さっと離れた。

　試合が始まり、金きん狐この少女がまたもやボールを奪だつ取しゆしてドリブルで走る。

　夜や刀ととユキメが後を追うが、ミミは後方で動かない。

　狐きつね少女はバスケットゴールの真下でジャンプしシュートを────

　突とつ如じよ、赤くて長い物がひゅん！　と鞭むちのように飛びボールを叩たたき落とした。

　狐少女は目を剝むいて凍こおりつく。

　その隙すきに、地面に落ちたボールを背の低い夜刀が敵てきの足の間をかいくぐって拾う。

　パスされたユキメがよいしょと投げて、シュート。見事一点。

「やった───っ！　良くやりましたぞ、ユキメ！」

「はぁい、ねこがみさまっ！」

　飛び上がって大喜びの太巻きねこがみさまに、ユキメが片手を大きく振る。

　広人はあ然。一いつ瞬しゆんだったけど今の……もしかして……。

　ミミに目を向けると、金きん髪ぱつ美少女はまーったく素知らぬそぶりで髪かみをかき上げている。

　だが口を押さえて、ちょっと顔をしかめた。

「あー、口の中に砂が……んもう、じゃりじゃりしますわ」

　……やっぱり。

「異議ありぃ─────っ!!」

　セーラー服の甚右衛門じんえもんがずかずか乗り込む。

「今、向こうは卑ひ怯きような手を使ったのであるぞ！」

「え？　え？　あたしには分からなかったんだけどぉ」

　審しん判ぱんの恭きよう子こ叔お母ばさんが戸と惑まどい気味に答えると、ミミが澄すました声でいった。

「勘かん違ちがいではありませんこと？　審判が見てないのですもの。ねえ？」

「ぐぬぬぬぬぬぬぬ……っ」

　セーラー少女甚右衛門が憤いきどおりで顔を真まっ赤かにする。

「そちらがその気なら、こちらもやらせていただこう！　メイド部隊！」

　呼ばれて振り返るコートの少女たちに、甚右衛門は指を鳴らした。

　少女たちが大きくうなずく。即座に試合は再開。

　狐きつね少女がボールを先取する。だが、背の低い夜や刀とが思わぬ角度から手を伸ばして奪うばった。慣れてきたのかスムーズな反応だ。

　そこに横合いからミミが走ってきた。

「夜刀さん、ボールを」「わかったのよ、ミミ」

　夜刀がミミへボールをパス────しかし次の瞬しゆん間かん。

「え!?」

　夜刀は大きく瞬まばたきした。ドリブルして遠ざかるのは、ホットパンツの狐少女。

　ぼう然となる夜刀の目の前で、狐少女はシュートを決めた。

「何やってますのよ、夜刀さん！」「ち、違うのよ。今のミミだったのよ!?」

「え、ミミさんはずっと夜刀さんの後ろにいましたけどぉ」

　三人娘むすめは顔を見合わせ、はっと敵てきの狐少女たちを凝ぎよう視しする。

　狐色の髪かみ、ほとんど同じ背せ丈たけと顔をした三人のホットパンツ少女が、こちらを見返す。

　不ふ穏おんな笑みを、彼女たちは同時にうっすらと浮かべた。

「…………まさか…………そういえば、狐でしたわよね」

　重苦しい声でミミがつぶやく。ユキメが顔を強こわ張ばらせた。

「そ、それって、化ばかされたって……ことですかぁ？」

　妖あやかし三人娘は息を吞のみ、狐少女たちを見返した。




「え、今の、どうなってるんだ!?」

　試合を見ていた広ひろ人とは、思わず声を上げる。

「狐が逆さかさ娘に化けて子こ蛇へびを騙だましたの」

　広人の隣となりで体操着姿の耀あき姫ひめが、ばふばふうちわチラシで煽あおぎながらいった。

「先に妖しとしての特技を使ったのは逆さ娘の方だし、やり返されるのは仕方ないけど、チームワークが大事な球技だと不利よね。味方が信用できないもん」

「そんな……」

「金きん狐こは狐系の中でも上位クラスだからさ。変へん化げの能力はピカ一よ」

「それ、誰も見破れないんじゃないですか」

「あたしは別だけどね。これでも神さまだし？　変化しても霊れい体たいは本物と違うからすぐ分かるもん。まあ他ほかはともかく、子蛇なら妖よう力りよく高いからもう騙されないと思うけど」

　広人はごくんと喉のどを鳴らす。額ひたいにじわりと汗あせがにじむのが分かった。

「……ユキメさん、交代した方が良くないかな」

　汗をぬぐい、広人はコートに目を移す。

　陽ひ射ざしは段々ときつくなり、気温もますます上昇。

　冷えピタがあるとはいえ、ユキメは見た感じかなりへばっている。

「がんばれ、がんばーれっ、焦あせってはなりませぬ、落ち着いてがんばるのです！」

　太巻きねこがみさまがポンポンを振り回し、必死に応援する声が響ひびいてきた。

　広ひろ人とは彼女のことも心配になる。

　着ぐるみで動き回っているねこがみさまは、誰よりも体感温度が高いはずだ。

「とりあえず、ねこがみさまは休きゆう憩けいさせないと。熱中症になる前に」

　広人がつぶやいた時、誰かの声が耳に入った。

「あまり芳かんばしくない試合運びですね」

「え、その声……みっちゃ、じゃない菅すが原わらさん!?」

　広人は驚いて振り返った。

　いつ来たのか、スーツで眼鏡めがねで長身の青年がすぐ背後に立っていた。

　耀あき姫ひめと同じ神社で祀まつられる学問の神さま、菅原道みち真ざね公こう──通称みっちゃんである。

　相変わらず洗練された佇たたずまいで、真夏日にもかかわらず汗あせ一つかいていない。

「何よー、みっちゃん。この連休中、散々呼び出したのに今頃お出ましなんて」

　口を尖とががらせる耀姫に、みっちゃんは冷たく答えた。

「私は忙いそがしいんです。あなたからの頼まれごとのせいでね」

「えっ、そうだっけ……。まあいっか、変な格好見られなくて済んだし」

「ああ、非常にお似合いでしたよ、納なつ豆とう」

「むきぃいいいっ！　最低！　やっぱり最低この嫌いや味み陰いん険けん極ごく悪あく眼鏡っ！」

　怒りまくる耀姫を広人はまあまあとなだめると、みっちゃんに訊きいた。

「じゃあ、もっと早くからここに来てたんですか。どうして今……」

「グラウンドを見て回っていたんです。少し気になりましてね」

　レンズの奥から、みっちゃんは芝しば生ふグラウンドを見渡した。

「気になるって……なんです？」

「非常に高い妖よう力りよくを持つ存在が、この場に紛まぎれ込んでいるようです」

　といって、みっちゃんは耀姫と目線を見交わす。広人は驚いた。

「俺おれは──俺には全然、分からなかったですけど」

「氏うじ子こさんでも分からないぐらい、気配を消すのが上手うまいみたいよね」

　耀姫は心なしか不ふ機き嫌げんな表情で答えた。

「耀姫さん、気づいてたんですか」

「うん、朝からずっと警けい戒かいしてた。人に害をなす感じじゃないから、こっちも様子見で済ませてるんだけどさ。でも気分悪くない？　あいさつの一言ぐらいしろっての」

　広人はそっと周囲を見渡す。やはり何も感じられない。

　気配すら分からないなんて、よほど高位の妖あやかしだろうか……。

　そうこうしている内に、ホイッスルが鳴った。第二試合終了である。




　その頃、あやのはグラウンドの端はしの木こ立だちの陰で、携帯を耳に当てていた。

『……というわけです。よろしいですかな、姫ひめさま』

　甚右衛門じんえもんの重々しい声に、あやのはきゅっと唇くちびるを嚙かむ。

「そんな、後少しで勝敗が決まるのに、なぜ最後まで任せていただけないのです!?」

　悲痛な声音で、あやのはいった。

「お母かあさまは、そんなにわらわが信用できないのですか!?」

『いいえ、違います。姫さま』

　甚右衛門は優しく、しかし力強く答えた。

『ご当主さまは、ただ姫さまの身を案じておられるだけであります』

　その時、ホイッスルが鳴り響ひびいた。

　耳に当てた携帯の向こうからも聞こえて、否いやが応おうでもあやのを現実に引き戻す。

『時間です。どうかこちらにお戻りくださいますよう』

　通話が切れる。バックライトの消えた画面を見るあやのの瞳ひとみが、失望と哀かなしみで揺れた。

「案じているのではないでしょう、甚右衛門」

　ぽつりと、言葉が携帯の液晶画面に落ちる。

「わらわが〝異い端たん〟だから、信用できないのです。お母かあさまは……」

　パタンと携帯を閉じて、あやのはうつむいてコートへ走っていった。

　────その後にまた、すうっと冷たい風が吹き抜けた。




「負けましたわ……」「……ごめんなのよ」「はうぅ、ユキメ溶ける一秒前ですぅ……」

　ミミと夜や刀とがしょんぼりと、ユキメがぐったりと戻ってきた。

「そんな、すごくがんばったじゃないですか」

　広ひろ人とが出迎えて三人をねぎらった。

　結局第二試合は敗北。夜刀以外の二人が、金きん狐この変へん化げのわざに翻ほん弄ろうされたからである。

「心配しますな。一勝一敗ですもの、次は必ずわれらが勝ちまする！」

　太巻きねこがみさまが力強くいった。その顔は火ほ照てって真まっ赤かっかだ。

　思わず広人は焦あせった。このままでは熱中症確実である。

「ねこがみさま、今すぐ休きゆう憩けいしましょう。倒れちゃいますよ」

「平気です。休んでなどおれませぬ。次が最後の試合なのですもの」

　ねこがみさまはぶんぶんと首を振る。そこに横から、ミミが声をかけた。

「家や主ぬし、ちょっとユキメさんを涼すずしいところで休ませてきますわね」

「す、すみませぇん……はぅ～蒸発しそうぅ……」

「ねこがみさまも無理しないのよ。ちゃんと広人のいうこと聞くのよ？」

　ミミと夜や刀とがユキメを支えて、その場を離れていった。

「ねこがみさま。間もなく試合ですが、大だい丈じよう夫ぶでございますか」

　正統派メイド姿の守もり宮みやがやってきて、心配そうに告げた。

「──その格好は」

　みっちゃんは絶句する。守宮が気づいて頭を下げた。

「おや、お見えでございましたか、菅すが原わらさま」

「くくっ……」

　みっちゃんは肩かたを震ふるわせると、あからさまな侮ぶ蔑べつの口く調ちようでいい放った。

「非常にお似合いだ。普段からそうしていたらどうです？」

「お褒ほめにあずかり、非常に恐きよう縮しゆくでございます。ですが」

　守宮はにっこりと涼やかな笑みで答えた。

「菅原さまにそういうご趣味がおありとは、存じませんでした」

「なっ……!?」

「ご心配なさらず。個人の性せい癖へきにとやかくは申しません────私は遠えん慮りよいたしますが」

　ビシィッ！　と空気が放電した。

　険悪なオーラを背負うみっちゃんと、表面上は穏おだやかでにこやかな守宮。

　二人の周りで、怨おん念ねんめいたおっそろしい空気がどろどろと渦うずを巻いた。

「あの、守宮さん!?　こ、怖いんですけど！」「ちょ、みっちゃん、大人おとなげないし！」

　広ひろ人とと耀あき姫ひめが取りなすが、二人のにらみ合いは止まらない。

　太巻きねこがみさまも手を伸ばして止めようとするが、足がふらついて動けない。

　おりしもあやのが、コートのそばへ歩いてきた。

　彼女の顔は蒼そう白はくで、何か考え込んでいるらしく一言もしゃべらない。

　だが、赤い顔でふらふらするねこがみさまに気づき、あわてて駆かけ寄った。

「ど、どうしたんですか、ねこがみさま？」「あ、あやの……？」

　ねこがみさまは、ふらりとあやのの手につかまる。そのとたんだった。

「はにゃあ……っ」「あっ、ねこがみさ────きゃあっ!?」

　気を失ったねこがみさまと、それを支えようとしたあやのは一いつ緒しよに激しく転倒した。

　あやのはしたたか地面に後頭部を打ち、同じく気を失ってしまう。

「ねこがみさま、あやのさん!?」「うわ、ちょっと、しっかり!?」

　広人と耀姫が、あわてふためいて二人を助け起こした。

　騒さわぎを聞きつけて、美み薫かや部長、恭きよう子こ叔お母ばさんも駆け寄ってくる。

　観客もざわめき、その場は騒そう然ぜんとなる。試合は一時中断となった。

　だが、おかしなことに────

　甚右衛門じんえもん以下、金きん狐こ一族の誰一人、姿を見せることはなかった。





☆★☆






　緑茂る木々の真下を、五月の午後の風が吹き抜ける。

　頭上の葉ずれの音と、波のようにさざめく青い芝しば生ふが、目にも耳にも心地良い。

　あやのは、ゆっくりと目を覚ます。

　木陰に敷いたレジャーシートの上に、彼女はバスタオルをかけられて横になっていた。

　かたわらでは、広ひろ人とのジャージを着たねこがみさまが寝ている。

　額ひたいには冷えピタ。首くび筋すじには濡ぬらしたタオル。

　頰ほおはまだ赤くて火ほ照てっているが、寝息はゆっくりで危ないことはなさそうだ。

「どう、あやのさん」

　気づかう声に、あわててあやのは身を起こした。

　目の前で広人が膝ひざをつき、こちらを見下ろしている。

「気分は？　気持ち悪くない？」

「い、いえ、もう、全然大だい丈じよう夫ぶです。すみません、先せん輩ぱい。ご迷めい惑わくおかけして」

　広人の優しい言葉に、あやのはきゅっと胸が縮むように痛んだ。

「ほら、広人。水と新しいタオル」

　つんとした美み薫かの声が響ひびいて、思わずあやのは身をすくめる。

「ああ、ありがとう、春日かすが。どう、あっちは？」

「部長と守もり宮みやさんと菅すが原わらさんて人が、三人で対戦してる。すごい試合になってるわ」

「うわあ……見たいような見たくないような……。そうだ、甚右衛門じんえもんさんたちは？」

　広人が口にした名前に、あやのはびくっと体を固くした。

「恭きよう子こさんの話だと、用があるからって場を離れたみたい。すぐ戻るって」

「変だな。あやのさんのこと気がかりじゃないのか？」

「さあ……それより広人はここで付き添ってて。あっちはわたしと早はや宮みやさんで充分だから」

「え、だけど」

「いいから。広人がいた方がこの子たちも安心でしょう」

　そっけない声だが、美薫の言葉の響きは優しい。

「わかった、ありがとう。春日ってしっかりしてるから、本当に頼りになるよ」

　広人が嬉うれしそうにいった。だが美薫はむっとした顔になる。

「何よ。どうせわたしは可愛かわいげがないわよ。ばか広人！」

「え!?　いや、そんなつもりでいったわけじゃ……」

「知らない。とにかく、また後で様子見にくるから！」

　憤ふん然ぜんと美薫は身をひるがえし、芝生を蹴け立たてて走っていってしまった。

「あー……俺おれってばかだな。また怒らせた……」

　広ひろ人とは肩かたを落とし、シートの上に腰こしを降ろす。

　そこでようやくあやのは顔を上げて、そっと広人の様子を盗ぬすみ見た。

　去っていった美み薫かを見送る彼の横顔は、どこか寂さびしそうに見えた。

　おずおずと、あやのは言葉をかける。

「春日かすがさんと……仲、いいんですね。とても」

「え、そうかな。長い付き合いだけど、怒らせてばっかりだよ、俺」

「でも先せん輩ぱいは頼りにしてますよね。あんなに怒られてばかりなのに……なぜですか」

「春日はいいヤツだから」

　さらりと広人は答えた。

「俺は小・中学校と、霊れい感かん体質のせいでいまいち周りと馴な染じめなかったけど、春日だけはなんだかんだ口うるさいなりに、熱心に関わってきてくれたんだ」

　広人は、自分を見つめるあやのに小さくほほ笑んだ。

「春日のおかげで、俺は人間関係を閉じなくて済んだと思う。だから、感謝してる」

「………………そう……でも、それは……」

　あやのは、そっと目をそらした。

「そんな風に信頼し合えるのは、人間同士だから……ですか」

「え？」

　広人が訊きき返す。その時、ねこがみさまがふっとまぶたを開けた。

　彼女はぼんやりと周囲を見回し、並んで座っている広人とあやのに目を向ける。

　あやのはねこがみさまが目覚めたことに気づかず、話し続けた。

「広人先輩は、〝狭はざ間ま〟にいる存在です」

「狭間？」

「人と妖あやかし、人と神。その間にいて、双そう方ほうと密接に関わっているということです。ただ、今は大きく霊れい異いの側に傾いてます。神や妖しと深く交流し、共に暮らしていますから。でも」

　あやのは風に揺れる芝しば生ふを見つめ、言葉をつなげる。

「でも……そんな生活がいつまで続くか……不安になったりしないんですか？」

　あやのは広人を見上げる。

　苦しげな熱情が込められた瞳ひとみで、彼女は広人を見つめた。

「人と人じん外がいの間で、いつか相あい容いれない日がくるとは思わないんですか？　考え方や寿じゆ命みようの違いで、やがて生活もすれ違うって、考えたりしないんですか？　それに……」

　あやのは、苦しげに言葉を吐はき出した。

「それに自分が、結局二つの世界のどちらにも属せない半はん端ぱ者もので、どんなに大勢に囲まれていても、本当はたった一人なんだって──そんな絶望にかられたりしないんですか!?」

　感情のほとばしりに任せて、あやのは激しくいい切った。

　その激しさに広ひろ人とは声を失い、無言のままあやのを見つめる。

「……わらわも、〝狭はざ間まにいる者〟です」

　あやのは膝ひざの上に目を落とした。

「父は人間でした。最初は一いつ緒しよに暮らしていたけれど、狐きつねの血を引くために、わらわは人間たちから奇き異いの目で見られて……結局、母のもとへ引き取られました」

　目をぎゅっと閉じ、あやのは苦しげな声で話し続けた。

「けれど、人の血が混じるがゆえに金きん狐このわざが上手うまく使えず、一族からも異い端たん者しや扱いされて……母もわらわを恥はじて外に出さず……わらわは、ずっと、一人でした」

「あやのさん……」

「狐でも人間でもないために、わらわは父に捨てられ、母の期待に応こたえることもできません。狭間の者である自分には、どんな居場所も、どんな価値も……ないんです。でも」

　あやのは、ふっと目を上げた。

「でも、初めて先せん輩ぱいにお会いした時、お別れの間ま際ぎわに先輩がかけてくれた言葉だけが、わらわの救いでした。本当に先輩が、わらわの希望だったんです」

　優しく切ない少女の声が、芝しば生ふの上を吹き抜ける風に乗る。

「五月になると、自分の部屋から庭のつつじを眺ながめて、先輩の言葉を思い出していました。外の世界には友達がいる、たった一人でも、自分に優しくしてくれた人がいるって……」
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　広ひろ人とは声を吞のむ。

　遠い昔、幼かった自分はいったい、彼女にどんな言葉をかけたのだろう────

「甚右衛門じんえもんに頼んで、先せん輩ぱいのことを調べてもらいました。それで先輩の生おい立ちと生活を知って、この人となら狭間はざまの者である想おもいを分かち合えるかもって……思ったんです」

　ふいにあやのは広人を振り仰あおいだ。

　思いつめたような瞳ひとみが、広人の戸と惑まどう瞳を捕らえた。

「先輩、こんな場所で失礼かもしれないですけど、でも、もう今しかできません」

「何を──」

「お願いです。お願い、どうか……」

　必死の声で、あやのは身を乗り出した。

「どうか、わらわの、婿むこになってください！」

　広人は驚いてのけぞった。ねこがみさまも、はっと頭を起こした。

「え？　あ、あれ？　どういうこと？　どうしてあやのさんまで……!?」

「今みたいに、親しん戚せきの方の乏とぼしい援助に頼ってぎりぎりの生活を送るなんてさせません。欲しい物は全部用意します。学費だって何だって、先輩の望むだけ出します！」

　あやのは広人の腕うでに手を置き、すがりつくように懇こん願がんした。

「きっと幸せにします。わらわの全すべてで、絶対に先輩を幸せにします！　だから、お願い……お願い、どうかわらわと一いつ緒しよに生きてください。お願いです……！」

　声にかすかに涙なみだが混じる。

　広人は困こん惑わくした顔で、あやののうるんだ瞳をじっと見つめた。

「それは……ごめん、できないよ」

　あやのが大きく瞳を見開いた。優しく、しかしきっぱりと、広人は告げた。

「何度いわれても、誰にいわれても、俺は鰹かつお屋やの家を出るつもりはないんだ」

　広人の腕に置かれたあやのの手が、滑すべるように落ちた。

　彼女は、すぅっと身を離す。

「待ってくれ」

　広人はあやのの肩かたに両手を置いた。

「俺が婿にならないと、あやのさんは連れ戻されて家に閉じ込められるんだよな？」

　あやのは答えない。広人は彼女の肩をつかむ手に力を入れた。

「婿にはなれないけど、俺はそんなことさせたくない。他ほかに解決方法がないか考えてみようよ。俺も、みんなも力になる。神さまの耀あき姫ひめさんや菅すが原わらさんにも相談して……」

「…………できません」

　力ない答えが返った。広人はうつむくあやのの顔をのぞき込む。

「できませんって……」

「先せん輩ぱいに断られたなら、もう、お終しまいなんです」

「お終いって、どういうことなんだ？」

　広ひろ人とが再度訊きこうとした時だった。

「広人、なんぞ……なんぞ変な気配がしまする！」

　ねこがみさまが怯おびえた声でいった。はっと広人が振り向く。

「あれ、ねこがみさま!?　起きてたんで──」

　ふいに、背せ筋すじを撫なで上げるような冷たい風がすうっと吹いた。

　思わず広人とねこがみさまは周りを見渡す。

『………………出で来き損そこないが。やはり無理じゃったか』

　陰いん々いんとした声が響ひびいた。広人とねこがみさまが息を吞のむ。

　あやのは蒼そう白はくになる。広人の手の下で、彼女の細い肩かたが凍こおりついた。

『茶番は終いじゃ。ここからは妾わらわが仕切る』

　次の瞬しゆん間かん──────いきなり、黄おう金ごん色いろの大きな炎ほのおが目の前に出現した。

　とたん、弾はじけるような衝しよう撃げきが広人とねこがみさまを襲おそう。

「うわっ!?」「にゃうっ！」

　広人とねこがみさまの視界が同時に暗転する。

「……ごめんなさい……ごめんなさい、広人先輩、ねこがみさま……」

　遠くなる意識の端はしで、二人はあやのの哀かなしげな声を聞いた気がした────
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　控室であるホテルの会議室で、ユキメは並べた椅い子すの上で横になっていた。

　室内は冷房が効いて涼すずしく、彼女は気持ちよさそうに目を閉じている。

　隣となりでは夜や刀とがちょこんと膝ひざをついてのぞき込み、ミミも天てん井じようから見守っていた。

「どうですの、ユキメさん。具合は」

「はぁい……もう、だいぶ……いいですぅ」

　ユキメは答えるが、声はまだちょっとへろへろ気味。

「ミミ、ここは夜刀が付き添ってるのよ。広人たちが心配なのよ」

「そうですわね。最後の試合がどうなったか、見にいってきますわ」

　ミミは衝つい立たての陰で甘あまロリ服に着替え、夜刀とユキメに会え釈しやくして部屋の外に出た。

　扉とびらを開け、廊ろう下かに人ひと気けがないのを見計らい、ミミは天井を小走りに辿たどる。

「ふぅ、やっと逆さかさになれましたわ。やはりこの体勢でないと辛つらいですわね」

　ミミは足取り軽く、非常階段に向かった。

　エレベーターを使うと他ほかの客と乗り合わせる危険があるからだ。

　階段で一階まで降りると、ミミは床ゆかに降り立ち、裏手からロビーに入った。

「え──？」

　ミミは目をみはった。

　フロント前に、甚右衛門じんえもんとメイド二人が立っている。

　お辞じ儀ぎするフロントマンに見送られ、彼らはエレベーターに向かった。

「勝負はどうなったんですの？　おかしいですわ」

　ミミはそっと人混みに紛まぎれ、後をつけた。

　懸けん命めいに耳を澄すませ、彼らの会話をざわめきの中から聞きとる。

「ねこがみという少女は、一五○二室に入れたのであるな……」

　聞こえてきた甚右衛門の声に、思わずミミは眉まゆをひそめる。

「ねこがみさまが、いったいどうなさったのかしら……ますます変ですわね」

　甚右衛門らは開いたエレベーターに乗り込んだ。ミミが追いつく前にドアは閉まる。

　上昇して行く階数表示のライトを、ミミは見上げた。

　十五階で停止。

　ミミはあごに指を当てて考え込む。

　一いつ瞬しゆんの後、彼女は素早く身を翻ひるがえすと、元来た非常階段へ走っていった。
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　嗅かいだことのない甘あまったるい匂においがする。

　その匂いに誘さそわれて、広ひろ人とは意識を取り戻した。

　体が火ほ照てって熱い。喉のどがひりつくように渇かわく。水が飲みたいな……。




　広人はゆっくりと目を開け、ぼんやりと周囲を見渡した。

　そこは、見たこともないほど広い洋室だった。

　高い天てん井じよう、壁にかかる金の額がく縁ぶちの風景画、天井から下がる小さなシャンデリア。洗せん練れんされたヨーロピアン風のテーブルには、豪ごう華かな花を盛った高そうな花か瓶びんが置かれている。

　しかも彼が寝ているのは、天てん蓋がい付きのダブルベッド！

　どこの豪ごう邸ていかと思うが、生活感がまったくないところを見るとホテルの一室だろうか。

　広人は上半身をわずかに起こす。起こした拍ひよう子しにベッドが柔やわらかく沈んだ。

　部屋を見回すと、大きな窓を覆おおう薄うす手でのカーテンから陽光が透すけている。

「まだ昼間……？　てことは、そんなに時間が経たっていないのかな……」

　はたと広ひろ人との動きが止まる。

　俺おれはいつ意識を失ったのだろう。直前まで誰と一いつ緒しよにいたんだっけ────────

　ねこがみさま!?

　とっさに広人はベッドから飛び出そうとした。

　だが周囲に漂ただよう甘あまい匂においに、意識の焦しよう点てんがぼやける。

「…………姫ひめさま。鰹かつお屋やさまが、お目覚めになられました」

　広人の耳に、誰かの会話が聞こえた。

「ご当主さま直じき々じきのご采さい配はいです。ご期待にそむかぬよう、首しゆ尾び良くおやりなさいませ」

「わかっています」

　強こわ張ばった声の後、誰かがベッドに歩み寄ってくる。

　それは、二人のメイドに付き添われたあやのだ。花模も様ようがついた薄うす桃もも色いろの長なが襦じゆ袢ばんに着替え、緋ひ色いろのしごき帯おびを、大きな胸の下で花のように結んでいた。

　メイドは、ベッドに座る広人の横にあやのを導く。

　彼女は広人の隣となりに座ると目を伏せ、こちらを見ようともしない。

「それでは、ごゆるりと」

　一礼し、メイドはその場を離れた。ドアが閉まる小さな音が響ひびく。

　ベッドの上で、広人はあやのと二人きりになった。

「あ、あや、あやの、さん？」

　強張る口を無理やり開き、広人は事情を訊きこうとした。

　だが部屋に満ちる甘い香りに、またも思考が霞かすんで口が動かなくなる。

　あやのは風ふ呂ろ上あがりなのか、襟えり元もとからのぞく肌はだがつやつやと輝いていた。頰ほおはかすかに上気し、大きな胸は結んだ帯でことさらに強調されている。

「…………メイドたちに、お──教えて、もらいました」

　弱々しくそういうと、あやのはこちらを見上げる。

　うるんだ大きな瞳ひとみが、広人の瞳を真正面から捕らえた。

「帯を解いて、後は殿との方がたにお任せするようにと……」

　大・ピン・チ。

　任せられても無理ムリムリ！

　しかし拒否しようとした意志は、やはり辺りに漂う甘い匂いにかき消された。

　ぼうっとなる広人の前で、あやのはしごき帯をほどく。しゅるりと帯は解けて、ベッドの上に落ちた。と同時に襦袢の前が割れて、白い裸ら身しんが露あらわになる。

　大きな胸が、帯の支えを失いゆさっと大きく弾はずむ。

　とたん、広人は爆発するような興こう奮ふんに襲おそわれた。

　今まで感じたこともない欲望が、体の奥から突き上げてくる。

　触ふれたい。

　あやのに触れたい。彼女の肌はだや胸に触れてみたい……！

　自分がまともな思考でないことに、広ひろ人とはまったく気がつかない。

　これがどんなに大変な状況かも、ねこがみさまのことも、みんなのことも、頭の中から全部消し飛んで、欲望に任せて暴走したいという思いしか浮かんでこない。

「広人先せん輩ぱい……」

　あやのはそっと広人の手を取り、割れた襦じゆ袢ばんの胸元に入れさせる。

　広人の体が一気に固くなった。

　自分が触さわっているのは、あやのの…………胸。

　片手に収まりきらない、たっぷりとした量感。

　柔やわらかいのにこちらを押し返す弾だん力りよく、しっとりと吸いつく肌。

　たまらなく気持ちのいい感かん触しよくに、広人は無意識に胸をつかむ手に力を入れた。

「…………ん、ふ」

　揉もまれて、あやのは眉まゆをひそめて小さく喘あえぐ。

　喘ぎ声をこらえるように唇くちびるを嚙かみ、彼女は熱を帯おびた瞳ひとみで広人を見上げた。

「広人、先輩…………どうか」

　震ふるえる声が、広人の耳じ朶だに響ひびいた。

「どうか、わらわを……大人おとなの女性に、してください」

　その一言で広人の理性の欠片かけらはぶっ飛んだ。

　あやのの細い腰こしに腕うでを回してぐいと抱だき寄せる。

　胸をつかんだまま覆おおいかぶさると、あやのは抵抗もせず崩くずれるように背を倒した。

　二人は折り重なってベッドに倒れ込む。スプリングが弾はずんで彼らを受け止めた。

　むせかえるほど甘あまい匂においが、二人を包んで部屋中に漂ただよっている────
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　その頃、ねこがみさまもベッドの上で身を起こしていた。

「ん……ここは……いったい……どこでしょう」

　清潔だが、簡素で狭せまい部屋だった。調度も申し訳程度にしかない。

　ホテルの一室のようだが、広人がいる部屋とは雲うん泥でいの差である。

　ねこがみさまはベッドから飛び降りて窓に駆かけ寄り、カーテンを引き開ける。

　しかし見えたのは、昼下がりの陽光を浴びる建物の壁ばかりだ。

　ねこがみさまは難しい顔をして小首を傾かしげる。が、はっと顔を上げた。

「そうです！　広人は、あやのはどこなのです！」

　急いでねこがみさまはドアに走る。だがノブをつかんだとたん、勝手にドアは開いた。

「うにゃ!?」

　ねこがみさまは驚いて立ち尽くす。

　ドアの向こうに立っていたのは、ダーク・スーツの甚右衛門じんえもんだった。

　片眼鏡めがねの執しつ事じは、背後に立つメイドを振り返った。

「しばし下がっておれ」

「ですが、姫ひめさまと鰹かつお屋やさまの床とこ入いりが済むまで目を離すなと、ご当主さまから……」

「下がっておれ」

　重ねて甚右衛門が強くいうと、メイドは渋しぶ々しぶ一歩下がった。

　それを見届け、甚右衛門は部屋に入ってドアを閉める。

「……どういうつもりなのです」

　ねこがみさまは慎しん重ちような声で訊きいた。

「しばし、ここで待たれるがいい」

「状況も分からぬままで待てませぬ。広ひろ人とはどうしたのです。あやのは!?」

「二人とも無事である」

「当たり前でありまする。無事でなければ許しませぬぞ！」

　強い口く調ちようで、ねこがみさまは問いただした。

「広人とあやのの床入りがどうのというておりましたが、それもどういうことです！」

「言葉通りの意味である。つまり────」

　甚右衛門は冷れい徹てつに答えた。

「広人どのは、姫さまの婿むこになられることを承知されたのだ」

「なっ……!?」

　ぶん殴なぐられたようにねこがみさまは硬こう直ちよくして目をみはった。

「今、二人は褥しとねを共にしておられる。それが婚こん姻いんの既き成せい事実とご当主さまが認められた」

「う────噓うそです。広人がそんなことを承知するはずがありませぬ！」

　ねこがみさまの強い否定に、甚右衛門が片眉まゆを上げる。

「なぜ、噓と思われる」

「広人は、三度もきっぱりと断ったからです」

　ねこがみさまは確かな声で答えた。

「一度目はそなたに、二度目はわらわが確認した時に、三度目はあやの自身の申し出に」

「………………」

「広人は心優しい男子です。しかし己が決めたことは、頑がんとして譲ゆずりませぬ。その広人が三度も婿にはならぬと断言したのです。そなたの言葉より、われは広人を信じます！」

「だが、もう遅い」

　甚右衛門じんえもんは押し殺した低い声で答えた。ねこがみさまは声を吞のむ。

「良く考えてみるのだ。広ひろ人とどのにとっても、鰹かつお屋や家け住民にとっても、姫ひめさまの婿むこになれば生活はずっと楽になる。それが最善の道、彼の幸せにつながる道であるぞ」

　ねこがみさまはうつむいた。

「われも……一時はそう思いました」

　しかしすぐに、ねこがみさまはぐいと顔を上げて甚右衛門をにらんだ。

「けれど、広人は安楽な道を拒こばんだのです。なのにその強い意志を無視して、何が幸せでありまするか。広人の幸せは広人自身に決めさせるのです！」

　甚右衛門は、初めてたじろいだ顔を見せた。

　ねこがみさまはぐいと前に進んだ。背の高い甚右衛門を追いつめるように。

「もしも広人の優やさしさに付け込んで謀たばかっておるなら……そなたを、許しませぬ」

　ふいにねこがみさまの雰ふん囲い気きが変わった。

　銀の髪かみが輝く。まばゆいまでの威い厳げんを瞳ひとみがたたえる。

　あどけなく愛らしい外見なのに、圧倒されるほどの神こう々ごうしさを放ち始める。

「われの大切な氏うじ子こを返しやれ。今──すぐに！」

　天から響ひびくような声で、ねこがみさまはびしりといい放った。

　甚右衛門は目を見開いた。彼は圧おされるように、勢いよく後ずさりをする。

　背中がダン！　と音を立ててドアにぶつかった。

　その時、部屋の外が騒さわがしくなった。悲鳴と激しい物音が立て続けに起こった。

「ねこがみさま、そこにおられますの!?」「大だい丈じよう夫ぶですかぁ、ねこがみさま！」

　聞こえてきた声に、はっとねこがみさまと甚右衛門は振り向く。

　とっさにねこがみさまは突進した。甚右衛門がわざと身を退ひいたことに気づかず、彼を押しやるようにしてドアを開ける。

「ねこがみさま！　ああ、ご無事でしたのね！」「ミミ！」

　ミミが飛び込んできて、ねこがみさまをぎゅっと抱だきしめた。

　ユキメが後から顔を出し、嬉うれしそうにいった。

「もう大丈夫ですよぉ。邪じや魔まされそうになったんで、ユキメがんばりましたぁ」

　ねこがみさまが廊ろう下かを見ると、なんと雪だるまが壁際にでーんと置かれている。

　どうやらメイドのなれの果てらしい。

「いったいどういうことですの。鰹屋家の大事な氏うじ神がみさまを閉じ込めるなんて」

　ミミが冷ややかなまなざしを甚右衛門に向けた。

「いいえ、ミミ。われはもういいのです。それよりも……」

　ねこがみさまは甚右衛門を見上げる。有う無むをいわせぬ声で彼女は訊きいた。

「広人はどこです。答えるのです、甚右衛門！」

　一いつ拍ぱくの間の後、甚右衛門じんえもんは深々と息を吐はいて、ゆっくりと答えた。

「…………このホテルの最上階、スイートルームだ」
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　天てん蓋がい付きのダブルベッドの上で、広ひろ人とはあやのに覆おおいかぶさっていた。

　薄うす桃もも色いろの長なが襦じゆ袢ばんと緋ひ色いろのしごき帯おびが、花が咲いたようにベッドに広がり、あやのは白い裸ら身しんをその花の中央に横たえている。

　広人は荒い息を吐いて、あやのを見下ろした。

　少女はぎゅっと目をつぶり、顔をそむけている。

　力の限り引き結んだ唇くちびると、白い肩かたが、かすかに震ふるえていた。

　ふいに広人は気がついた。

　あやのの閉じたまぶたの隙すき間まから、小さな滴しずくが生まれて、流れ落ちるのを────

「だ………………だ、めだ……！」

　広人は無理やり体を起こした。はっとあやのが顔を向ける。

　体の中で暴れる熱い欲望を意識しながら、広人はあやのの裸身から視線をそむけた。

「だめ、だ。こんなこと……しちゃ、いけないんだ」

「先せん輩ぱい……？」

　あやのが驚いた声を上げ、半はん身しんを起こす。

　彼女の裸身から必死に目をそらし、広人は言葉をつなげた。

「だって、あやのさんは怖がってるじゃないか」

　自分の中の欲望と戦いながら、広人はいった。

「震えてるじゃないか。泣いているじゃないか。本当は嫌いやなんだろう？　俺おれだって、訳も分からずこんなことをするのは……嫌だ」

　体にまとわりつく甘あまい匂においを振り払はらうように、広人は激しく首を振った。

「やめるんだ、もう。誰かの期待に応こたえるために、泣いて自分を殺してまで無理するなんて。そんなことをさせる方が、間違ってる……！」

　あやのはぼう然となる。大きく開いたまぶたが震え、長いまつ毛もわなないた。

　広人は天蓋の支柱につかまり、ベッドから降りる。

　やっと分かった。自分の欲望を煽あおっているのはこの甘い匂いだ。

　ふらつく体で、広人は匂いの出で所どころを探ろうと部屋を見回す。

　しかし広人が探し出す前に、ガチャン！　という音が聞こえた。

　振り返ると、床ゆかに香こう炉ろのようなものが落ちている。

　分厚い絨じゆう毯たんの上に白い灰がまき散らされ、まだかすかに煙けむりを上げていた。

　すぐに花か瓶びんの水が花と一いつ緒しよにばしゃりとかけられ、煙けむりも消えた。

「あやのさん……!?」

　花瓶を持っているのは、長なが襦じゆ袢ばん姿のあやのだった。

　しごき帯おびを前で結んでいるが、急いで着たらしく襟えり元もとと裾すそが大きく乱れている。

　あやのは襦袢の襟をぎゅっと握にぎり、うつむいてつぶやいた。

「先せん輩ぱい……やっぱり広ひろ人と先輩は、わらわがずっと想おもっていた通りの……人でした」

　あやのはゆっくりと顔を上げる。広人はどきりとして言葉を吞のんだ。

「ごめんなさい。だまして……ごめんなさい。本当に、ごめんなさい……」

　愛らしいあやのの面おもは、涙なみだに濡ぬれている。

　とめどなく涙をあふれさせながら、あやのはいった。

「仲良くしてくれたのに。噓うそとも知らないで、わらわを受け入れてくれたのに。友達で家族も同然だって、ねこがみさまがいってくれて、本当に、本当に……嬉うれしかったのに……」

　唇くちびるを震ふるわせ、彼女は聞くのも苦しい切ない声で、広人にいった。

「……普通の人間として、生まれたかった。広人先輩の家族に……なりたかったです」

　ぐいとあやのは襦袢の袖で涙を拭ふく。

　そして無言で広人に駆かけ寄り、その手を握ってぐっと引っ張った。

「あやのさん、どうし──」

　広人の問いを首を振ってさえぎり、あやのは広人を導く。

　大きな部屋を横切り、飾かざり彫ぼりのある美しいドアを開いて、二人は向こう側に出る。

　はっと二人はその場に足を止めた。

　そこは控ひかえ室しつのような場所だった。外につながるドアの前に、メイドが二人控えている。

「床とこ入いりはお済みなのでございますか」

　二人のメイドはすっとドアをふさぐ。あやのは厳しい声でいった。

「そうです。もう広人先輩には用はないはずでしょう。お帰りいただきます」

「なりません。鰹かつお屋やどのを、婿むことして屋や敷しきにお連れしなければ」

「いいえ、おどきなさい、二人とも」

「ご当主さまの命令以外、われらは承うけたまわりません」

「ならば、無理矢理にでもどいてもらいます！」

　その言葉の瞬しゆん間かんだった。いきなりあやのの姿が変へん貌ぼうした。

　まばゆいばかりに輝く、三みつ又またの尻尾しつぽを持つ金色の狐きつねが出現する。

　メイドがはっと身構える前に、金の狐は叫んだ。

『どけ────！』

　叫びと共に金の狐は飛びかかる。

　三又の尾を大きく振り、他を圧する妖よう気きでメイドを吹き飛ばした。

　それは瞬まばたきほどの一いつ瞬しゆんだった。ぼう然としていた広ひろ人とはいきなり腕うでを引っ張られる。

「先せん輩ぱい、こちらです！」

　人間に戻ったあやのは、長襦じゆ袢ばんを体に巻きつけ、広人の手を引いて廊ろう下かに出た。

　突き当たりの大きなエレベーターまで走ると、あやのは広人をその中に突き飛ばした。

　そしてロビーの階のボタンと『閉』のボタンを押し、素早く外に出る。

「待った、あやのさん！」

　広人は扉とびらに飛びついた。だが間に合わず、目の前で扉は閉まる。

「…………先輩、ごめんなさい……」

　閉まる直前、あやのの小さな声が聞こえた。

「ほんのわずかでも、そばにいられて、嬉うれしかったです────さようなら」

　哀かなしい声を残して、エレベーターは動き出す。

　広人は激しく混乱した。扉にこぶしをつけて、彼は叫んだ。

「……な……どういうことだよ、あやのさん……!?」

　答える者のない問いが、エレベーターの宙に浮かんだ。




　閉まった扉に、あやのはそっと頭をつける。

　遠ざかる下降音を耳にして、ほっと安あん堵どの息をついた。

『……ここまでお膳ぜん立だてをしてやって、仕し損そんじるとはの……』

　凍こおりつくような声がして、あやのは息を吞のむ。

　ゆっくりと、あやのは振り返った。

　妖あやしく揺らめく金色の炎ほのおが、廊ろう下かの中央に立ち昇っている。

『約束じゃ。金こん輪りん際ざい屋や敷しきの外には出さぬ。妾わらわが婿むこを選ぶまで、おまえは幽ゆう閉へいじゃ』

　あやのは目を閉じた。

『覚かく悟ごは、できています……お母かあさま』
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　長い下降を経て、やっとエレベーターはロビーに到着した。

「みんなに連れん絡らくして、すぐにあやのさんのところに戻らないと……」

　扉が開くのも待ち切れず、広人は外に飛び出しかけた。

「うわああっ!!」「ひ、広人っ!?」

　いきなり飛び込んできた誰かと広人は勢いよくぶつかり、後ろにひっくり返る。

　ひっくり返った広人の上に乗っているのは────ねこがみさま。

「広人！　ああ、広人……良かった、良かったのです……」

　半泣きでねこがみさまは広ひろ人とにしがみついてきた。

　そこに耀あき姫ひめが青い顔で飛び込んでくる。

「何よ、服乱れてんじゃん！　ヤられちゃったの喪そう失しつしちゃったのねえねえねえ！」

「ななな、なんてこというんですかっ！　んなわけないですよ！」

　広人は真まっ赤かになっていい返した。

「と、とりあえず外に出ましょう、ねこがみさま。詳くわしい話は後で」

　胸にしがみつくねこがみさまの肩かたを抱だいて、広人は外に出る。

「広人さま！」「広人、だいじょぶだったのよ？」

　守もり宮みやと夜や刀とが駆かけ寄ってきた。ミミとユキメの姿もその後ろに見える。

「守宮たち呼んできたのよ。今から皆でスイートルームに乗り込むつもりだったのよ」

「金きん狐この奴やつら、ねこがみさまもさらって閉じ込めていたんですの！」

「ええ、でもちゃあんとユキメが倒してさしあげましたぁ」

　思わず広人は、ねこがみさまの肩を抱く腕うでに力をこめた。

「いったい何だったんだ……ねこがみさままで巻き込んで、もうさっぱりだよ」

「直接訊きいてみたらいかがかしら。あそこに甚右衛門じんえもんさんがいらっしゃいますわ」

　ミミがふんと鼻を鳴らして、後方を指し示す。

　そこにはダーク・スーツの甚右衛門がメイド部隊を従えて、険しい顔で立っていた。

「……どういうことです」

　広人は静かにいった。

「何がなんだか、俺おれたちにはさっぱり分からない。詳しい説明をしてもらえませんか」

「無理である。この数日間はなかったことにしていただきたい」

「これだけ俺たちを振り回しておいて、それはないと思います」

「詫わびが必要なら、後ご日じつ相応の謝礼は包んで送る」

「いい加減にしてください！」

　ロビー中の視線を無視して、広人は叫んだ。

「あやのさんは俺を逃がしてくれました。泣いて、ごめんなさいと謝ってくれました。理り不ふ尽じんな目にあったけれど、俺は彼女を責める気はありません……。なのに、あなたは一言の説明もなく去るつもりですか。大人おとなで、あやのさんの保護者である立場のあなたが！」

　打つような広人の力強い声が、ロビーに響ひびき渡った。

　守宮、ミミ、夜刀、ユキメ──鰹かつお屋や家けの住民たちが広人の後ろに並ぶ。

　広人を援護するように、皆は甚右衛門やメイドたちを強いまなざしで見み据すえた。

　だが、それでも甚右衛門は無言だった。

「……甚右衛門」

　広人に肩を抱かれたねこがみさまが、静かにいった。

「ちゃんと話すのです。いいえ、話してください。あやののことが心配なのです」

　広ひろ人との強い口く調ちようとは対照的な温かい声で、ねこがみさまは甚右衛門じんえもんに訴えた。

「あやのは──自分が〝狭はざ間まの者〟であるといっていました」

　初めて甚右衛門の顔に動揺が浮かんだ。ねこがみさまは言葉を続ける。

「人間の血が混じるために、ずっと一人で居場所がなかったと。その辛つらい思いを告げて、広人に婿むこになってくれと頼んでいました。居場所がない辛さは……われも分かります」

　広人はねこがみさまを見下ろす。

　きっと彼女は、自分のところに来る前の心細さを思い出しているのだろう。

　広人は、ねこがみさまの肩かたを抱だく腕うでにそっと力をこめた。

「それだけ広人を婿にと望んでいたのに、こうしてわれらのもとに返してくれたのです。あやのは、今どんな気持ちなのでしょう。今、どうしているのでしょう？」

「ねこがみどの……」

「このままなかったことにして、それがあやのにとって……本当に、良いのですか？」

　甚右衛門は目を伏せた。しばし、彼は沈ちん黙もくする。

「……姫ひめさまは」

　重苦しい声で、彼はいった。

「現当主であるお母上さまから婿取りを命じられ、それを拒こばんだのだ」

「甚右衛門さま！」

　メイドたちが責めるように叫ぶ。しかし甚右衛門はそれを片手で制した。

「子どもの頃、ただ一度だけ会った人間がいる。婿にするならその人間がいいと……。ご当主さまは、自分の力でその人間を婿にできるなら許すとおっしゃった」

　甚右衛門は苦にがい顔で答える。

「失敗したら、ご当主さまの選ぶ者を婿にし、二度と屋や敷しきより外に出ないという約束を交わして、姫さまは広人どのに近づいたのだ──策さく略りやくをもって、確実に婿にするために」

〝だまして……ごめんなさい。本当に、ごめんなさい……〟

　あやのの哀かなしい声を、広人は思い出した。

「だが結局、姫さまは広人どのをだまし切ることはできなかったのだな……」

　甚右衛門は深い息を吐はいた。

「広人どのをさらい、ねこがみどのを閉じ込めたのは、行き過ぎた行為であった。許されることではないが、この通りお詫わびいたす」

　甚右衛門は深々と頭を下げる。それから彼は顔を上げた。

　沈ちん鬱うつだった表情が、瞬しゆん時じに冷れい徹てつに引き締まる。

「要求通りお話しした。これで用はないであろう。すでに姫さまは、ご当主さまと共にこの場を去られた。ここから先は、金きん狐こ一族内部の話である」

「いいえ、話は終わっていません」

　広ひろ人とはひるまず答えた。

「そこまで聞いて大人おとなしく帰るなんて、俺おれにはできない。あやのさんはどうなるんです」

「ならば姫ひめさまの婿むこになるか」

　甚右衛門じんえもんは撥はねつけた。

「婿になる以外に姫さまを解放する方法はない。そのつもりもなく、役にも立たぬ同情だけで介かい入にゆうしようというなら、断固としてお断りする。では、これで────」

「わかりました」

　広人の強い言葉が、甚右衛門をさえぎった。

「えええっ!?」

「ちょ、どういうつもり？　まさか本気で婿になるわけ!?」

　鰹かつお屋や家けの住民と耀あき姫ひめが、驚いて広人を注視した。

　ねこがみさまだけは何もいわず、黙だまって広人の手を握にぎりしめる。

　広人は自分を見つめる甚右衛門から目を離さず、言葉を続けた。

「あなたは俺に責任を取れといいました。俺はまだそれを果たしていない。だから……」

　決して大きくはないのに辺あたりに響ひびき渡るような声で、広人は告げた。

「その責任を、果たしに行きます」
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　金きん狐この屋や敷しきは、明あかりが丘おかから車で二十分ほどの場所にあった。

　住宅街を抜け、つつじの咲く垣かき根ねを両側に見ながら車はひた走る。

　やがて民家はまばらになり、森に囲まれた広大な敷しき地ちの前で道路は終わった。

「ありがとう、春日かすが。後は自分たちで何とかするからさ」

　広人は、でかい外車の中に向かって礼をいった。

　ここまで自分たちを乗せてきてくれたのは、なんと美み薫かの家の車、マイバッハである。

　かなりのぎゅう詰めだったけれど、後片付けに残った恭きよう子こ叔お母ばさんにミニバンを出してもらえなかったから仕方がない。

　広人は携帯を確認した。

　時刻は午後四時。振り仰あおぐと、青空にはわずかに影が差している。

「終わったらちゃんと説明をする。遅くなるかもしれないし、先に帰ってて」

　広人の言葉に、車の中から美薫はきついまなざしを向けた。

「聞きたくないわ。どうせいつもみたいなつまらない作り話でごまかされるもの」

「ごまかしたりなんかしないよ」

「噓うそばっかり。もういい、さっさと行ったら！」

　美み薫かはぷいと顔をそむける。広ひろ人とは、ちょっと苦笑していった。

「春日かすがはさ、いつもそうやって許してくれるんだよな」

「……え？」

「どれだけ俺おれのこと怒っても、すぐまた関わってきてくれる。詳くわしいことを聞きもせず、信頼して、こうして手助けしてくれる。昔から、そうだよな」

「あ────」

「ありがとう、春日。行ってくるよ」

　ぼう然となる美薫に手を振り、運転手の平ひら田たに頭を下げ、広人は車を離れる。

　前方に停車するみっちゃんのポルシェから、耀あき姫ひめが降りてきた。

「金きん狐こ一族の屋や敷しきは、あの向こうよね。でも……」

　彼女は木こ立だちの奥に続く小道を指し示し、いいにくそうにためらった。

「ここ一帯は稲荷いなり大だい明みよう神じんの縄なわ張ばりだから、あたしたちは関与できない。だから、何かあっても、氏うじ子こさんたちだけで何とかしないといけないの。金狐は神に仕つかえる善ぜん狐ことして、不ふ殺さつの誓ちかいを立ててるから、そうそう危険な真似まねはしないと思うけど、気をつけてよね」

「わかりました。心して行きます」

　広人はうなずく。耀姫は、少し不安そうに彼を見上げた。

「あのさ、あの………………ごめん、氏子さん」

「はい!?」

　いきなりのとてもらしくない謝罪に、広人は目を剝むいた。

「だ、だって狐きつね娘むすめを氏子さん家ちに泊めようって提案したの、あたしだし。まさかこんな成り行きになるとは思わなかったけど、結局氏子さんに迷めい惑わくがかかっちゃったし……」

「そんな、最初にテンパって家に連れ込んだのは俺ですよ」

　あわてて広人は首を振った。

「それに、どのみち金狐の一族と関わり合ったはずです。俺は忘れてしまったけれど、子どもの頃にあやのさんと会ったことがあるんですから」

　そういって、広人は後ろのねこがみさまたちを振り返った。

「じゃあ、行ってきますね。行こうか、みんな」

「待って、ちょっと待ってよ、氏子さん！」

　耀姫が広人の腕うでをぐいとつかんで引き留める。

「本気？　本気で金狐の家に乗り込むつもり？」

「はい、そのつもりですけど」

「信じられない……。今回のこと、氏子さんに本当は責任なんか何もないじゃん」

　耀姫は眉まゆを逆さか立だて、広人に食ってかかった。

「なのにどうして、わざわざ危険な目に遭あいに行くの？　馬鹿じゃない!?」

「耀あき姫ひめさん……」

「無視したっていいじゃん、関係ない相手じゃん。そりゃ相手は泣くかもよ。困るかもよ。だけどそんなの、自分の知らないところで泣いてるかもな、困ってるかもなって程度でしょ。どうして氏うじ子こさんが何でもかんでも引き受けなきゃいけないのよ！」

　さっきまでのしおらしい態度が噓うそのようだった。

　耀姫は両手を広げ、広ひろ人との前に立ちはだかって激しくいいつのった。

「氏子さんてお優し過ぎ。そうやって困ってる相手と出会う度に全部ひっかぶってたら、いつか取り返しのつかない厄やつ介かい事ごとになって命を落とすかもよ。それでもいいの！」

「……えーっと」

　広人は困って頭をかく。

「だったら、俺おれはバレリーナになれますね。耀姫さんの理論だと」

「へ？　……な、な、なんで……バレリーナ？」

　とんでもない発言に、耀姫はぽかんと口を開けた。

「いや、一番あり得そうにもない未来をいったまでです。だって可能性だけを考えたら、どんなあり得ない未来だってあるわけじゃないですか」

　くすりと広人は笑った。そしてふっと表情を改めた。

「それに今回のこと、俺に責任がちゃんとあるんです」

「家に連れ込んだってこと？　それだって向こうの策さく略りやくなんじゃないの!?」

「そうじゃなくて────十年前に」

　ますます耀姫は目も口も大きく開いた。広人は優しく言葉をつなぐ。

「あやのさんは、十年前の俺の言葉だけが希望だったといいました。その言葉が十年後の今、俺のもとに返ってきた形なんです。なのに、俺は何ていったのか忘れてしまった……」

　広人は目を伏せた。耀姫も唇くちびるを閉ざす。

「もしこのまま放って、二度と外に出られなくなった彼女がまた、俺が忘れてしまった言葉だけを頼りに生きていくとしたら、今度は俺が忘れられない」

　広人は目を上げ、真剣な表情で耀姫を見つめた。

「俺は、俺が発した言葉の責任を取らないといけない。それだけです」

　耀姫は狂おしいようなまなざしで広人を見返した。広人はそっと笑いかける。

「大だい丈じよう夫ぶ、俺は一人で行くわけじゃありません。それじゃ」

　そして広人は、今度こそ背を向けた。ねこがみさまと鰹かつお屋や家け住民が後に続く。

　彼らの姿が小道の奥へと消える。それを見送り、耀姫は小さく肩かたを落とした。

　ふと耀姫が後方に目をやると、マイバッハのそばに美み薫かが立っていた。

　いつの間にか外に出て、広人を見送っていたらしい。

「ねえ、美み薫かさん」

　なんとなく腹立ちが収まらなかった耀あき姫ひめは、美薫に話しかけた。

「どうしてさあ、氏うじ子こさんの話を信用しないわけ？」

「……何がいいたいのよ」

「氏子さんは、噓うそをいったり、ごまかしたりするような人じゃないじゃん。なのに端はなっから作り話だとか決めつけちゃってひどくない？　それとも敢あえてそうしてるわけ？」

　腰こしに両手を当て、耀姫はにらみつける。美薫も負けじとキツイ視線を返した。

「本当は気づいてるんでしょ、氏子さんが──普通の人じゃないって」

　美薫はびくりと強こわ張ばった。耀姫は人差し指を突きつけ、厳しくいった。

「いい加減、受け入れたらどうよ。長い付き合いなのに冷た過ぎるじゃ……」

「広人は普通の人間よ！」

　いきなり美薫が激しくいい返した。耀姫は驚いて人差し指を引く。

「勝手に普通じゃないなんて決めつけないで。そう決めつけられて、広人がどれだけ苦労してきたか知ってるの？　どれだけ他ほかの人から敬遠されてきたか知ってるの!?」

　ぐっと美薫は泣きそうに顔を歪ゆがめた。

「本当は……本当はとても強くて優やさしい人なのに、誰にも分かってもらえない上に、怖がられて、遠ざけられて……高校に入って、ようやく周りと馴な染じんできたんだから」
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　美み薫かは顔をそむけた。自分の表情を耀あき姫ひめから隠かくすように。

「広ひろ人とは普通の人間よ。わたしと同じ。何も違わない。そう信じてる」

　そういい捨てて、美薫は背を向けた。

　待っていた運転手が車のドアを開けると、美薫は無言で乗り込む。

　車は静かに発進し、狭い道をバックして途と中ちゆうで向きを変えると、加速して走り去る。

　耀姫は黙だまってそれを見送った。しかし車が彼方かなたで黒い点になった瞬しゆん間かん、

「何よ───っ！　自分ばっかり理解してるって顔しちゃってさ、ふ──んだっ！」

　大声で吐はき捨てて、ぷいときびすを返した。

　耀姫はずかずかとポルシェに歩み寄り、大きな音を立てて乱暴によりかかる。

「人の車を壊こわさないでください」

　みっちゃんが外に出てくる。その肩かたには預かったモサコさんがのっしり乗っていた。

　むっつり顔で無視する耀姫に、みっちゃんは呆あきれ声でいった。

「まったく、八や頭ず龍りゆうの大おお神かみともあろうあなたが、本気なわけですか」

「本気って、何がよっ」

「本気で、鰹かつお屋やくんに……という意味ですよ」

　ぴく、と耀姫の肩が震ふるえる。

「何です。図ず星ぼしですか」

「……なわけないじゃん。馬っ鹿じゃないの、みっちゃんてば」

　可愛かわいいのにこれ以上ないほどの不ふ機き嫌げん顔で、耀姫はいった。

「一番にもオンリーにもなれない相手に……本気になんか、なるわけないじゃん」

　ぷいと耀姫はみっちゃんのそばを離れ、小道の前に腕うで組ぐみをして立つ。

　広人たちが帰ってくるまで、彼女は待つつもりらしい。

　その背を見つめ、みっちゃんはため息混じりにつぶやいた。

「本気になんかならない────といっている時点で、すでに本気なのですよ」





☆★☆






　──広大な、金きん狐こ一族の屋や敷しきの一角。

　つつじ咲き乱れる広い庭を望む座ざ敷しきの中央に、着物姿のあやのは正座していた。

　そばには甚右衛門じんえもんも堅かた苦くるしい顔で座している。

　黒いスーツの一族の男たちも同席していた。どうやら二人を監かん視ししているらしい。

『此この度たびの失態の責せき、どう取るかわかっていような、あやの』

　上かみ座ざにゆらめく妖よう気きから、陰いん々いんと声が響ひびいた。

「はい……約束通りお母かあさまの選んだ婿むこを取り、二度と外界には出ません」

『抗こう弁べんもせぬか。まこと、意い気く地じのない娘むすめじゃな』

　冷ややかな言葉に、あやのはぎゅっと手のひらを握にぎる。

『哀あわれに思うて、床とこ入いりの場も媚び薬やくの香こうも用意してやったというに、仕し損そんじるとはまったく情けない。人間一人たぶらかせぬとはやはり出で来き損そこないじゃ』

「ご当主さま！　それはあまりにもひどいお言葉では！」

　耐えきれず甚右衛門じんえもんが身を乗り出した。

『黙だまりゃ、甚右衛門！』

　厳しい一いつ声せいが飛んだ。押さえつけられたように、甚右衛門は身を引く。

『いくら昔から目め付つけ役やくとして仕つかえ、実の娘のように思うておるとはいえ、これ以上あやのに味方するならお前も閉じ込めてくれようぞ！』

「お母かあさま！」

　あやのがにじり出て、両手をつく。

「もう、結構です。すべてはわらわが至らないせいです。お母さまの……」

　強く唇くちびるを嚙かみ、あやのは深々と頭を下げた。

「お母さまのご期待に沿えず……申し訳、ありませんでした」

〝……俺おれがいうのも変だけど、その、とっても可愛かわいいじゃないか〟

　優しい広ひろ人との声が、あやのの耳じ朶だによみがえる。

〝……絶対に勝って、そなたを広人の嫁よめにして、正しよう真しん正しよう銘めいの家族にするのです〟

　ねこがみさまの明るい声も、あやのは思い出す。

　頭を下げて目を閉じるあやのの目め頭がしらに、小さく涙なみだが光った。

　あの二人の言葉だけで、きっと自分はこれから生きていける────

　当主の苛いら立だつ声が、あやのの頭上に降ってきた。

『つまらぬ娘じゃ。顔も見とうないわ。さっさと連れて行きやれ！』

「ご当主さま！」

　そば仕えらしい狐きつね女おんなが慌あわてふためいてやってきた。

「たった今、鰹かつお屋やと名乗る人間が、ご当主さまに会わせろと門前に……！」

　はっとあやのは振り返った。甚右衛門も腰こしを浮かせる。

　二人の目に、表情に、その瞬しゆん間かん光が生まれた。




　固く閉ざされた屋や敷しきの門前で、広人たちは金きん狐こ一族の男たちと対たい峙じしていた。

「あやのさんに会わせてください」

「駄だ目めだ、帰れ」

　黒スーツの狐きつね男おとこはにべもなく断る。しかし広人は退ひかない。

「いいえ、会わせてくれるまで帰りません」

「帰れといっている、くどいぞ！」

　男は広ひろ人との胸むな倉ぐらをぐいとつかんだ。

　はっと身を乗り出す守もり宮みやたちを片手で制して、広人は狐きつね男おとこを見み据すえた。

「では、こちらの当主に会わせてください。話があるんです」

「この──ご当主さまにお目通りが叶かなうと思うのか、人間風ふ情ぜいが！」

「お願いします。どうしても話がしたいんです！」

「黙だまれ！」

　いきなりこぶしが飛んできた。

　強い衝しよう撃げきが頭ず蓋がい骨こつまで響ひびいた。広人は大きくよろけて、二、三歩たたらを踏む。

　ねこがみさまとユキメが小さく悲鳴を上げるのが聞こえた。

「──貴様ら」「……許さないのよ」

　守宮と夜や刀との不ふ穏おんな声も耳に届く。

「待って……待つんだ」

　懸けん命めいに地面を踏みしめて、痛みをこらえながら広人は男たちに向き直った。

「どれだけ殴なぐろうと、無む駄だです……どうか、会わせてください」

　男たちを見み据すえて、広人は深く息を吐はいた。

　腹に力を入れ、重く響く声で、目の前の男たちを打つように告げた。

「金きん狐この当主に、会わせてください。今──────すぐに!!」

　その言葉が発せられた瞬しゆん間かんだった。

　狐男たちは一いつ斉せいにずずっと後ずさった。

　まるで、力ある言葉に打ち据えられたように。

「う、う、う……わああっ!!」

　先頭にいた男がきびすを返し、門を開けて駆かけ込んでいく。

　だが他ほかの男たちは、はっとわれに返った。

「そ──そのような勝手を許すか！」「金狐の敷しき地ちから出ていけ！」

　彼らは憤いきどおり、今度は大勢で一いつ斉せいに殴りかかってきた。

「うわあっ!!」「わああっ！」

　そのこぶしが届く寸前、突とつ如じよ男たちの体が宙ちゆうで回転し、地面に叩たたきつけられた。

「守宮さん!?」

　広人の前に守宮が立っていた。忠実な屋や守もりは振り返り、にっこりと笑いかける。

「ご安心ください。二度と広人さまに指一本──いえ、息すら触ふれさせません」

　というが否いなや、守宮は袴はかまをさばいて素早く動いた。

　殴なぐりかかる男のこぶしをすっと避さけ、腕うでをつかんでくるりと投げ飛ばす。

　襲おそいくる男たちの群れを右に左に華か麗れいに投げて、たちまち地面に打ち倒した。

「こ、このぉっ！」

　別の黒服男が背後から守もり宮みやに殴なぐりかかった。だが、ぴたりと動けなくなる。

　男が見下ろすと、地面の影から黒々とした蛇へびが生まれて足に巻きついていた。

「………………広ひろ人とを、殴ったのよ」

　冷たく抑よく揚ようのない幼女の声が響ひびく。

　男のすぐそばに、髪かみの房ふさを蛇に変えた夜や刀とが立っていた。

「あ、あ、ああ……」

　男は震ふるえ上がった。蛇はますます太く巨大になり、男の全身に巻きついていく。

「この世の終わりまで殺しても……飽あきたらないのよ…………!!」

「うわああぁあ───っ！　たーすーけーてーっ！」

　という悲鳴は、ぱっくんと吞のみ込まれ、すぐにぺっと吐はき出された。

　しなしなに弱った男が地面に倒れる。

「も─────うっ！　ユキメも、許しま、せえ───んっ!!」

　ユキメの叫びと共に、ビュゴォオオッ！　と一いつ瞬しゆん辺あたりが吹雪ふぶいた。

　数名の狐男たちが雪だるまになってカチンと凍こおりつく。

「皆さま、鬱うつ憤ぷんを晴らし過ぎですわね。少々野や蛮ばんでしてよ」

　門の屋根からぶら下がり、ミミは優ゆう雅がな笑みで見下ろした。

　皆の暴れっぷりに、広人とねこがみさまはそろって呆あつ気けに取られる。

　みんな……怖いよ……。

「だ、駄だ目めだ！」「ご当主さまにご報告を！」

　残っていた男たちは一いつ斉せいにきびすを返し、門もん扉ぴを押し開けて駆かけ込んだ。

「あ……！　みんな、後を追うんだ！」

　広人の言葉に皆は走り出した。この隙すきに中へ入り込むつもりだった。

　だが狐男の最後の一人が逃げ込んだ瞬しゆん間かん、目の前で門扉は勢いよく閉まりかける。

　即座に守宮が一歩踏み出した。

「──────ふっ」

　守宮は両手で力の限り扉とびらを押さえつける。

　開いた隙すき間まに、夜刀がすかさず赤い鼻はな緒おの草ぞう履りを履はいた足を踏み入れた。

　パシッ！　という強い音が響き、門が跳はねるように開く。

「結けつ界かいを一時破ったのよ。入るのよ！」

　夜刀の合図で広人たちは転がるように駆け込む。

　最さい後こう尾びの守宮が中へ入ると同時に、背後で門扉は激しく閉まった。

　広人たちは辺りを見回す。そこは、こんもりとした緑の木々が茂る前庭だった。

　地面に植えられた苔こけの間に、敷しき石いしが点々と置かれ、小道を形作っている。

「広ひろ人とさま、あれを」

　守もり宮みやが指差す。振り返ると、門の両側の地面に、松の枝が突き刺さしてあった。

「結けつ界かいの印しるしでございます。外に出るには、敷しき地ちに巡めぐらされた結界を破は壊かいせねば」

「外に出るのは、あやのさんに会ってからですよ」

　広人は静かに答え、生おい茂る木々の向こうを見み据すえた。

「こちらですわ、庭に面した座ざ敷しきでしてよ！」

　先行して偵てい察さつに行ったミミが、木々を逆さかさに伝って戻ってきた。

　彼女の先導で、広人たちは木々の間の小道を無言で走り出す。

　木々に囲まれ、くねくねと曲がる道を一いつ行こうはひた走る。

　やがて視界が開け、鮮あざやかな色彩あふれる場所に出た。

　そこは、満開のつつじ咲き乱れる和風庭園だった。

　屋敷の一角の雨戸と障しよう子じが開け放たれ、磨みがき抜かれた縁えん側がわとお座ざ敷しきが見える。

　はっと広人たちは立ち止まった。

　庭には、待ち構えるように一団の黒服の男たちが並んでいた。

　だが広人の視線は彼らにはない。

　彼らの向こうに見える座敷────その中央に座る着物姿の狐きつね耳みみの少女だ。

「あやのさん！」

　広人は叫んだ。

　あやのは振り返る。座敷の隅すみに座る甚右衛門じんえもんも腰こしを浮かせた。

「広人先せん輩ぱい……！」

　あやのが喜びの声で広人の名を呼ぶ。

　だがそれを閉ざすように、ざざっと黒服の狐きつね男おとこたちが立ちふさがった。

　とっさに皆が身構えたその時、

『……ほう……あやのの申し出を断った人間じゃな……ふ』

　暗く低い声が座敷の奥から響ひびいてきた。

　広人たちは息を詰め、視線を向ける。

『何しにまいった……まさか、今さら婿むこ入いりかえ。だが、残念じゃったな』

　くっくっく、と背せ筋すじを凍こごえさせるような声が笑う。

『あやのは幽ゆう閉へいいたす。このような愚おろかでつまらぬ娘むすめ、世の迷めい惑わくになるばかりゆえの』

　あやのは哀かなしげに顔をそむけた。広人の身の内で静かな怒りが燃え上がる。

『ご足労じゃったな。せっかく婿入りしてくれようというに』

「婿になるために来たわけじゃない」

　当主の声を、広人はきっぱり断ち切った。

「俺おれがここに来たのは────俺の家族を、返してもらうためです」
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　しん……と座ざ敷しきは静まり返った。

　ねこがみさまと鰹かつお屋や家け住民以外、誰もが広ひろ人とを凝ぎよう視しして凍こおりついている。

『何──なに、いったい、なんじゃと!?』

　座敷の奥から狼ろう狽ばいした声が響ひびいた。

『家族を返してもらう？　どういう意味じゃ。お前の家族などここには……』

「ねこがみさま……鰹屋家の氏うじ神がみさまが、いったんです」

　広人は、はっきりと答えた。

「あやのさんは友人で、家族だと。俺おれの神さまが認めたなら、俺も認めます。鰹屋家家長として、俺は金きん狐この当主に要求します」

　広い庭一杯に響くように、広人は力強く宣言した。




「あやのさんを──俺の家族を、返してもらいます」




　音が消えた。

　ざわめきも、ささやきも、どんな動きも、その場から失うせた。

「……先せん輩ぱい、広人先輩……ねこがみさま……！」

　あやのが胸を押さえ、驚きと、そして喜びに満ちた声でつぶやいた。

「責任を果たす……か。確かにな」

　甚右衛門じんえもんが、嬉うれしそうに笑みを浮かべる。

『…………………………馬鹿な』

　奥から響く声は明らかにうろたえていた。

『何が……何が家族じゃと……そんな馬鹿ないい草、認めるとでも思うのかえ！』

「あなたが認めなくても、俺は構わない」

　きっぱりと広人はさえぎった。

「あやのさんは、連れて帰らせていただきます」

『許さぬ！』「うわぁっ！」

　いきなり憤いきどおりの叫びが轟とどろき、突風にも似た妖よう気きがほとばしる。

　広人は直ちよく撃げきされ、とっさに足を踏みしめてこらえた。

「広人先輩──きゃぁっ！」

　駆かけ寄ろうとしたあやのの体が、いきなり畳たたみに倒れた。

「あやの！」「姫ひめさま！」

　ねこがみさまと甚右衛門じんえもんの声に、はっと広ひろ人とは座ざ敷しきの奥を見る。

　なんとあやのの小こ柄がらな体を、鋭い爪つめを持つ太い獣けものの前まえ脚あしが押さえつけていた。

　獣の体たい軀くは、奥の闇やみにまぎれて良く見えない。しかし脚の太さ、鋭い爪の大きさから見て、かなり巨大だと思われた。さしもの広人も、背せ筋すじがぞっとする。

『ふん……人間ごときに好きにさせてたまるかえ』

　陰いん々いんと響ひびく不ふ吉きつな声に、守もり宮みやと夜や刀とは広人の前にすっと動いて身構えた。

　ミミは身を固くし、ユキメは怯おびえた顔でこぶしを握にぎる。

　ねこがみさまは座敷の奥を見つめて息を吞のむ。

　その彼女をかばうように手を伸ばしつつ、広人は汗あせがにじんできた。

　果たして金きん狐この当主と対抗できるのか。妖気だけでも恐ろしいと思う相手なのに。

　だが、捕らえられたあやのを助けなければ────！

「……提案があります、金狐のご当主」

　広人は静かに告げた。

「この場で、力ずくでもあやのさんを連れて帰ることは可能です」

　ハッタリまがいのことを、広人はいった。

　こちらに金狐の当主と渡り合える力があるかなんて、まったく不明だった。

　だが少しでもひるめば、あやのを連れて帰るどころか、自分を信じて付き従ってくれたねこがみさまや皆にも害が及ぶ。たとえハッタリでも押し通さなければならない。

「けれど、そうしたら必ず大きな被害が出る。俺おれたちを庇ひ護ごしてくれる耀あき姫ひめ神じん社じやの耀姫さんや菅すが原わらさんと、あなたの一族が仕つかえる稲荷いなり大だい明みよう神じんとのいさかいにも発展しかねない」

『…………何がいいたい』

　金狐の当主は険しい声こわ音ねで訊きいた。

　一族内部でのもめ事で済まなくなるのは、さすがに避さけたいようだ。

「だから、提案します。あやのさんを賭かけて────」

　ぐっと広人は身を乗り出した。

「俺とあなたで、勝負をしませんか」

　一いつ瞬しゆん、金狐の当主の声が消える。

　床ゆかに倒れるあやの、鰹かつお屋や家けの住民たちまでが、驚いて広人を凝ぎよう視しした。

　ねこがみさまだけが、広人を見つめる瞳ひとみに不安の曇りはない。

『……身の程ほどもわきまえぬ人間が……妾わらわと勝負じゃと？』

　当主は蔑さげすむようにいった。しかし、かすかに面おも白しろがる響ひびきも感じられる。

『ふ……ん……どんな勝負をするつもりじゃ。それ次第では、考えてやろうわえ』

　広人は一瞬考え込む。だがすぐに口を開いた。

「金きん狐こ一族は変へん化げのわざに秀ひいでていると聞いています。だから……」

　奥の闇やみを見み据すえ、広ひろ人とは答えた。

「あなたの変化を身破ることができるかどうか──という勝負を」

　大きなざわめきが上がった。広人は構わず言葉をつなぐ。

「金狐一族の縄なわ張ばりであるこの敷しき地ち内で、あなたが好きな姿を取る。それを俺おれたちが見つけ出し、本性を暴あばければ、こちらの勝ちということで。どうですか」

『…………ますますもって、身の程知らずが』

　地を這はう低い笑い声が響ひびく。

『良いじゃろう。妾わらわが得え手てに挑いどまれて退けるのは、誇ほこりが許さぬ。ただし……』

　奥の闇がゆらぐ。あやのを押さえつける脚あしが、ほっそりとした女性の手に変わる。

　ぐいとその手があやのを引き起こした。

「あっ……お、母かあさま……っ！」

　苦しげなあやのの声に、広人は思わず腰こしを浮かせる。

　闇の中から、あやのの首に腕うでを巻きつけた誰かの姿が浮かび上がる。

　それは──古めかしい打ち掛け姿の、ぞっとするほど怜れい悧りな美び貌ぼうの女性。

　大きな狐きつね耳みみと着物の裾すそからみえる太い三本の尾が、人じん外がいだという明らかな証しよう拠こである。

「……鰹かつお屋や広人」

　金狐の当主が、冷たい声で名を呼んだ。

「この勝負を受けるには、条件がある。勝負が終わるまで────」

　当主は、あやのを押さえる腕うでと反対側の手を伸ばし、ねこがみさまを指差した。

「人ひと質じちとして、お前の氏うじ神がみを預からせてもらうわえ」

　はっと広人と鰹屋家の住民たちは硬こう直ちよくした。

「でなければ勝負はなしじゃ。さあ、どうする……!?」

　緊きん迫ぱくの沈ちん黙もくが両者の間に流れた。だが、ねこがみさまが一歩踏み出す。

「よろしいのです、金狐の当主」「ねこがみさま!?」

　広人たちは声を上げる。ねこがみさまは皆を見つめ、明るくほほ笑んだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、広人の言葉に噓うそはありませぬ。皆、家長の言葉に従うのですぞ」

　とっさに広人は手を伸ばし、引き留めようとした。

　だが寸前で思いとどまると、ぐっとこらえてこぶしを握にぎる。

　ねこがみさまはもう一度ほほ笑むと、座ざ敷しきの方へと歩いていく。

　ざざっとつつじの陰からメイド部隊が現れ、ねこがみさまを取り囲んだ。

　当主は満足げに冷笑し、広人を見る。

「刻こく限げんは暮れの六つ時。昼と夜の境さかい目めじゃ。それまでに見つけられねば……」

　美び貌ぼうにぞっとする笑みを浮かべ、当主は広人に告げた。

「……鰹かつお屋や広ひろ人と。お前の身は、一生金きん狐この奴ど隷れいだわえ」

　次の瞬しゆん間かん、当主の体を金色の炎ほのおが包んだ。激しい光に、広人はとっさに目をそむける。

　はっとわれに返ると、当主とあやのの姿が消えていた。

　それだけではない。ねこがみさまやメイドたち、狐きつね男おとこたちも消え失うせている。

「……広人どの」

　一人残った甚右衛門じんえもんが、縁えん側がわに出て膝ひざをつく。

「ご当主さまは、どんなお姿にも変へん化げできる。一度見た相手ならば、完かん璧ぺきに外見を模すこともできる。暴あばくのは、それこそ神しん明めいの域でなければ不可能であるぞ」

　甚右衛門は険しいまなざしで広人を見み据すえた。

「それでも行かれるというなら、味方はできぬが、拙せつ者しやは中立の立場で見守るとしよう」

「ありがとうございます、甚右衛門さん」

　広人は頭を下げると、皆を振り返った。

「今から探たん索さくを始めます。当主だけでなく、他ほかの狐たちの妨ぼう害がいも考えて、皆で離れず進んでください。まずは邸てい内ないから……そうだ、守もり宮みやさん」

「なんでございましょうか、広人さま」

「あやのさんを助け出せても、その後結けつ界かいを破って脱出しないといけない。だから……」

　広人の説明に、守宮はかすかに眉まゆを上げたが、穏おだやかにほほ笑む。

「よろしゅうございます、広人さま。わたしにお任せください」

「お願いします。じゃあ、みんな。行きます！」

　その合図に、皆は一いつ斉せいに走り出す。

　守宮が庭の外へ向かい、広人たちは座ざ敷しきの縁側から上がり込んだ。

「何をいちいち律りち儀ぎに靴くつなんて脱ぬいでますのよ、家や主ぬし！」

「え!?　で、でもこんな綺き麗れいな畳たたみに土足じゃまずいですよ。みんなだって靴を……」

「夜や刀とは妖よう力りよくで出したり消したりできるのよ？」「もっちろん、ユキメもでーす♪」

「ああっ！　なんかずるい！　みんなずるい！」

　騒そう々ぞうしく廊ろう下かを走って行く広人たちの背に、甚右衛門は正座して頭を下げた。

「どうか姫ひめさまを……お頼み申す、広人どの」





☆★☆






　薄うす暗ぐらい納なん戸どの中に、ねこがみさまとあやのはメイドによって乱暴に押し込まれた。

「なっ……何をしやるのです、そなたら！」

　抗議の声は、ぴしゃりと閉まる戸にさえぎられた。

　ねこがみさまはむぷーっとほっぺたを膨ふくらませる。

「まったく言ごん語ご道どう断だんなのです。客として遇ぐうする礼れい儀ぎぐらいあってしかるべきですぞ」

「ねこがみさま……！」

　あやのが抱だきついた。その声は涙なみだ交まじりで震ふるえている。

「ごめんなさい……ごめんなさい、ねこがみさままでこんな目に……！」

「謝る必要などありませぬぞ、あやの」

　ねこがみさまは、優しくあやのを抱だきしめ返す。

「そなたは広ひろ人とを逃がしてくれたではありませぬか。今度はわれらがお返しする番です」

　そっとあやのの手を取り、ねこがみさまは大きく笑った。

「広人たちが勝利するのを、われと一いつ緒しよにここで待ちましょう。大だい丈じよう夫ぶ、広人は一度決めたことは、決して譲ゆずりませぬ。そなたも知っておるでしょう？」

　あやのはじっとねこがみさまを見つめ返す。

　そっと、ねこがみさまの手を握にぎる。そして祈いのるように自分の額ひたいをつけた。

　だがすぐに弾はじかれたように頭を上げた。その顔には不安と恐怖が凍こおりついている。

「あ……！　でも……もしも先せん輩ぱいが勝ったとしても……」

「どうしたのです、あやの？」

　ねこがみさまがたずねる。あやのは怯おびえのにじむ声で答えた。

「お母かあさまは────わらわたちを、解放してくれるでしょうか？」




　屋や敷しき内部の長い廊ろう下かを急ぎ足で辿たどりつつ、広人は携帯を開いた。

　時刻は午後四時半。アンテナ表示は圏けん外がいだ。

「結けつ界かい内だからかな。何かあっても、耀あき姫ひめさんや菅すが原わらさんに連れん絡らくできないか……」

　不安を押し殺し、広人は携帯から目を上げて周囲を見回す。

　恐ろしいほど誰の姿も見えなかった。当主はもとより、他ほかの狐きつねたちも。

　だが妖あやかしの存在に敏感な広人は、そこかしこから向けられる鋭い視線を感じた。

「ずい分と陰いん険けんな視線ですこと。さすが狐ですわね」

　一歩先の天てん井じようを行くミミがいった。彼女も気配を感じるらしい。

　夜や刀とも広人の右手を握り、しきりに辺りを見回している。

「広人さぁん、どうやって、当主の尻尾しつぽをつかまえるつもりなんです？」

　ユキメが広人の左腕うでにしがみつき、震ふるえる声で訊きいた。

「えっと、それはですね……」

　広人が答えようとした時だった。突とつ如じよ廊ろう下かの角から、守もり宮みやが現れた。

「広人さま！　ねこがみさまとあやのさまを見つけましてございます！」

　守宮は嬉うれしそうに笑って走り寄る。思わず広人たちは足を停めた。

　夜刀が、すっと目を細める。

「………………守もり宮みやじゃないのよ」

　彼女がつぶやいたとたん、守宮の足元から黒い蛇へびが出現した。

「なっ、何をなさいま……うわああっ！」

　守宮──に変へん化げしていた狐きつね男おとこは、巨大な蛇に巻きつかれて吞のみ込まれた。

　吐はき出されてぐったり倒れる狐男を放って、広ひろ人とたちは先を急ぐ。

「そっかぁ、そういえば夜や刀とさんはバスケ試合の時、二度と騙だまされませんでしたねぇ」

　ユキメが嬉うれしそうにいった。夜刀が無表情ながら得意げに答える。

「そうなのよ。夜刀がいれば化ばかされたりしないのよ」

　広人はほっと安あん堵どする。実はそれを頼りにしていたのだ。

　もっとも、本当は別な方法を考えていたのだが……。

　──と思ったのもつかの間。

　いきなり廊ろう下かの向こう側からミミがばたばたばたと走ってきた。

　しかもその数、数十人！

「え!?　え、え、えええ───っ！」

　広人たちは驚きよう愕がくするが、今度はすぐそばの部屋の襖ふすまががらっと開く。

　なんと中から大量の夜刀が顔を出した。

　間かん髪はつ容いれず次々廊下の扉とびらが開き、大勢のユキメや広人が一いつ斉せいに出現する。

「うわ、うわあああああああっ！」

　さすがの広人たちも仰ぎよう天てんし、手をつないで逃げ出した。

　だが逃げるのもかなわず、たちまち囲まれる。

　ひしめく自分たちに取り囲まれて、皆は身動きが取れなくなった。

「な、な、何がどうなっていますの！」

「こ、こんなにいっぱいだとわけが分からなくて気持ち悪いですよぅ～！」

「て、手を離さないで！　夜刀さん、ユキメさ……」

「いい加減にするのよ。夜刀だけは────騙だまされないのよ」

　たくさんの夜刀の中の一人が声を上げた。

　次の瞬しゆん間かん、大勢の広人やミミ、夜刀やユキメが一いつ斉せいに悲鳴を上げる。

　足元から這はい上る無数の黒い蛇へびに巻きつかれ、狐男や狐女はたちまち本性を現した。

「今です！」

　広人の合図で、皆は狐たちを押し退のけて走り出す。

「家や主ぬし、夜刀さん、ユキメさん！　向こうの角と後ろから来ますわよ！」

　天てん井じようを行くミミが警告した。

　と同時に、次々とあちこちから偽にせ物ものたちが現れる。

　瞬しゆん時じに夜刀の蛇が撃げき退たいし、ユキメも一いつ生しよう懸けん命めい凍こおりつかせて足止めをする。

　だが現れる偽にせ物ものの数は尽きず、退のけても退けても追いつかない。

　しかも屋や敷しき内は広大で、長い廊ろう下かは入り組み、部屋の数も無限かと思うほど多い。

　次第に自分たちがどこをどう走っているのか分からなくなった。

「埒らちが明かないのよ。当主を探すどころじゃないのよ」

　さしもの夜や刀とも苛いら立だったようにつぶやいた。

　広ひろ人とも焦あせる。あの大勢の偽物は当主の姿を隠かくし、広人たちを足止めして時間を浪費させるためかもしれない。夜刀のいう通り、勝負どころではない。

　広人は息を切らせつつ、頭上を見上げる。

「ミミさん、この近くに逃げ込めるような場所はないか、偵てい察さつお願いできますか！」

「わかりましたわ！」

　ミミは身を翻ひるがえし走っていく。その間、夜刀やユキメが協力して狐きつねたちを足止めした。

「こちらですわよ、急いで！」

　すぐにミミは戻ってきた。広人たちは彼女の案内で廊ろう下かをたどる。

　いくつかの部屋を通り過ぎ、突き当たりの部屋に飛び込んだ。

　追いかけてくる偽物たちの鼻先で引き戸を勢いよく閉め、掛金をかける。

「ユキメさん、ここを凍こおりつかせることできますか」「はぁい、大だい丈じよう夫ぶです！」

　ユキメが手を伸ばすと、瞬しゆん時じに分厚い氷が広がり、戸口全体が固く凍りついた。

　これでしばらくは無む闇やみに逃げ回らずに済むはずだ。

「このまま閉じこもるつもりですの。刻限が来たら自動的に向こうの勝ちですわよ」

　ミミの声が降ってくる。夜刀とユキメも心配そうに広人を見上げた。

「いえ、それはない……と思います」

　答えつつ、広人は戸口のそばのスイッチを入れて電気を点つけた。

　そこは二間続きの和室だった。窓は雨戸が閉まっている。

　壁には分厚い本がぎっしり詰まった書しよ棚だな。寝室らしき奥の間には大きな和わ簞だん笥す。

　部屋の隅すみにはしっかりした文ふ机づくえがあり、教科書やノートが本立てにきちんと並んでいる。

　机き上じようの携帯充電器の隣となりには、手作りの和人形が飾かざってあった。

　教科書があるのを見ると、あやのの部屋だろうか……。

「当主は自分のわざに自信があります。そして金きん狐こ一族は勝負好きです。だから不戦勝より、自分のわざを誇こ示じして、見事俺おれたちを欺あざむいて勝つのを選ぶと思うんです」

　部屋を見回しながら、広人はそう説明した。

「じゃあここにいれば、何らかの形で接せつ触しよくしてくるはずですのね」

　ミミの不安げなつぶやきが頭上から落ちた。

　広人は窓に歩み寄り、固い雨戸を何とか小さく引き開ける。

　雨戸の隙すき間まから窓ガラスを通して、すぐ間近にそびえる高い石壁が見えた。

　何かあっても、ここから逃げ出すことはできなさそうだ。

「──！　誰かいるのよ！」

　夜や刀とが鋭い声でいった。はっと皆は寝室に視線を向ける。

　がたがたっと奥の間の押入れの襖ふすまが揺れた。

「広ひろ人と！」「あ……広人先せん輩ぱい！」

　なんと押入れの中から、ねこがみさまとあやのが顔を出した。

　ねこがみさまはジャージ、あやのはさっきと違う着物を着ている。

　広人たちはそろって硬こう直ちよくするが、二人は安心した表情で走り寄ってきた。

「良かったのです。声がしたので金きん狐この者に見つかったかと心配いたしました」

「え……えっと、その、二人とも、なぜこんなところに？」

　広人が警けい戒かいしながら訊きくと、ねこがみさまはすんなりと答えた。

「あやのがここまで連れて逃げてきてくれたのです」

「は、はい。もし先輩が勝っても、お母かあさまは解放してくれないと思って」

　ミミが疑わしげに声を落とした。

「おかしいですわね……上手うまいことわたくしたちが逃げ込んだ部屋にいたなんて」

「何を疑っておるのです、ミミ？　だって、ここはあやのの部屋だそうですもの」

　ねこがみさまが答えるが、ミミはますます細い眉まゆを寄せる。

「夜刀さん、どうですの。本人ですの？」

「本物に見える……のよ。でも当主のわざがすごいなら、夜刀も騙だませるかもなのよ」

　ためらいがちに夜刀は答えた。ミミがさらに問いただす。

「ねこがみさまはともかく、あやのさん、着物が変わってますけどなぜですの？」

「あっ、あの、狐きつねに変へん化げして見張りを追い払はらったので……脱ぬげてしまって……。ここで急いで着替えて、隠かくれていたんです」

　ミミと夜刀は不ふ審しんそうに眉まゆをひそめる。ユキメも判断に困った顔で二人を見比べた。

　広人は唇くちびるを引き結んで押し黙だまる。

　目の前の二人のどちらかが金狐の当主だろうか。それとも本物だろうか。

　しかしその気になれば、あの強大な妖よう気きさえ隠しおおせる相手だ。

　夜刀も当てにできないなら判断の材料はない…………。

　頭がすり切れるほど考え込んでいた広人は、ふとねこがみさまに目を移した。

　ジャージ姿の彼女は、不安げにこちらを振り仰あおいでいる。

　その姿を見た瞬しゆん間かん、あるとんでもない考えがよぎった。

　これを確かめれば判断できるかもしれない。だが広人は躊ちゆう躇ちよした。

　だって──だってそれは、あまりにとんでもない考えで────

　しかし背に腹は代えられない。広人は真まっ赤かな顔で向き直る。

「あ、あ、あの、ね、ねこがみさま。き──訊ききたいことが……あるんですけど」

「え、え？　広ひろ人と、なんです？」

　ためらいと羞しゆう恥ちを必死に胸の奥に押し込み、広人は思い切って疑問を吐はき出した。




「そのジャージの下……は、穿はい、じゃなくてその…………背はい水すいの陣じん、ですか？」




　場が凍こおった。

　ミミや夜や刀と、ユキメとあやのが、何をいい出すのかという疑問の視線を投げる。

　しかしねこがみさまは、大きく瞬まばたきをすると、あっと口を開く。

「んむ、もちろん普段通り、これ一枚なのです！」

「ねこがみさま！」

　いきなり広人は大声で名を呼んだ。驚くねこがみさまに向かって彼は叫ぶ。

「俺おれの真似まねをしてください、せーの！」

　広人は両手を合わせて前に掲かかげた。つられてねこがみさまが両手を上げる。

　その瞬しゆん間かん、広人は勢いよく柏かしわ手でを打った。ねこがみさまも同時に打った。

　パァン！

　と高らかに柏手の音が鳴り響ひびく。そのとたん────！

「ああぁっ!?」

　いきなり激しく周囲が揺らいで、ねこがみさまたちは声を上げた。

　突とつ如じよ、窓からぱあっと陽光が差す。

　雨戸はいつしか開き、石壁だったはずの外はつつじ咲く広い庭に変わっている。

　そして部屋の中央に金きん狐この当主が出現していた。

　広人以外の皆は驚きよう愕がくし、のけぞるように当主を見つめた。

「な──な、なな……な…………!?」

　当主は金色の瞳ひとみを怒りに燃やして広人を見み据すえる。

「なぜじゃ！　なぜ妾わらわの変へん化げが解けたのじゃ！」

　広人は警けい戒かいの表情を崩くずさず答えた。

「ねこがみさまは、妖あやかしの本性を暴けるんです。それを誘ゆう導どうできたのは、この場の違和感に気づいたのと、ねこがみさまが本物とわかったからですけど。つまり外見は完かん璧ぺきに真似できても、その、えっと……見えないところは分からないし、真似もできないかなって」

「違和感とはどういうことなのです、広人」

　ねこがみさまが当主から目を離さずに尋たずねた。

「だって俺おれの携帯は圏けん外がいだったのに、この部屋には充電器がありましたから。ていうことは普段、屋や敷しきの中で携帯が使われている証しよう拠こです。それと」

　広ひろ人とは開いた窓を指し示した。

「明あかりが丘おか公園で、あやのさんはこう話してたんです。五月になると、自分の部屋から庭のつつじを眺ながめて、俺おれの言葉を思い出していたって。でも、さっきまで外は石壁でした」

　あやのがはっと嬉うれしそうに息を吞のむ。金きん狐この当主は大きく目を剝むいた。

　広人は立ちすくむ当主に、しっかりと目線を合わせる。

「甚右衛門じんえもんさんは、あなたがどんな姿にもなれるといっていました。電波が通じなかったのも、俺たちが逃げる気をなくすために外を壁にしたのも、無限に偽にせ物ものや部屋が現れたのも、都合良くあやのさんの部屋に逃げ込めたのも……」

　静かに、広人は告げた。

「あなたが、この屋や敷しき自体に変へん化げしていたからですね」

「ゆ────許さぬ────！」

　当主の目が爛らん々らんと輝いた。

　発する妖よう気きが光を帯び、広がる耳から尻尾しつぽまで、全身が燃えるように輝く。

　狐きつね耳みみがピンと立ち、着物の裾すそから見える三みつ又またの尻尾は興こう奮ふん気味に大きく動いた。

　──その瞬しゆん間かん、ねこがみさまの視線はある一点に吸い寄せられた。

　神さまだが、猫ねことしての習性も持つ彼女を惹ひきつけるある光景。それは────

「許さぬ！　鰹かつお屋や広人──！」

　激げつ昂こうした当主は、妖気をまとう手を広人に伸ばす。だがその瞬間。

「うにゃああ─────────────んっ!!」

　突とつ如じよ、ねこがみさまが激しく動く金きん狐この当主の尻尾目がけて飛んだ。

「なっ、何をしやっ……!?　あ、あああぁっ……！」

　尻尾をつかまれ、当主は金の狐に変わると、へなへなと崩くずれ落ちた。

　広人はへたる狐に向かって、申し訳なさそうに頭を下げる。

「す、すみません……でもあの、これで俺の勝ちですよね？　じゃあ、みんな！」

　広人の声に、はっと皆は注視する。

「窓から外へ走れ！　逃げるぞ！」

　その合図に、一いつ斉せいに皆は窓に走り寄った。

　広人はねこがみさまとあやのの背を押して窓から押し出し、自分も即座に続く。

『に……に、逃がすかえ。みな、追うのじゃ……！』

　弱々しい金狐の当主の声を背に、広人たちは広い庭を駆かけ抜ける。

「広人さま、皆さま！　首しゆ尾び良く行かれたのでございましたか！」

　守もり宮みやが走ってきた。どうやらちゃんと本物のようだ。

「はい、守宮さん。みんな無事です。このまま逃げます！」

　広人の言葉に守宮はうなずき、一いつ緒しよに走り出した。

　しかしどこからか大量の狐きつね男おとこたちが現れ、広ひろ人とたちの後を追いかけてくる。

「あっ……こっちです、先せん輩ぱい、皆さん！」

　あやのがとっさに庭の一角を指し示した。一堂はその方角へ走る。

　皆は中央の池にかかる橋を渡る。追おつ手ての狐男が最さい後こう尾びのユキメに手を伸ばした。

「うわああっ！」

　突とつ如じよ、黒服の狐男は池に落ちた。大きな水柱が上がる。

　振り返るといつの間に追いついたのか、橋の中央に甚右衛門じんえもんが立っていた。

「甚右衛門さん！」「じ、甚右衛門!?」

　広人とあやのが名を呼ぶと、甚右衛門は不ふ敵てきな笑みを見せた。

「見せていただきましたぞ、広人どの。男の責任の取り方、かくあるべし！　さあ、ここは拙せつ者しやに任せて、姫ひめさまはお幸せに……うあっ！」

　守宮がぐいと甚右衛門の襟えり首くびを引っ張った。

「つまらぬ格好つけはおよしなさい。どうせなら広人さまと逃げるのです」

「は──離せ、この馬鹿力男めがっ！」

　甚右衛門は叫ぶが、守宮のとんでもない力に引きずられてしまう。

　あやのに導かれ、広人たちは狭せまい道を選んで追手を引きずり回した。

　狭過ぎて、どうあがいても一人ずつしか追ってこれない。

「くそ、待て……うわあっ！」

　追いすがる狐男を守宮が軽々投げ飛ばし、後続にぶつけてまとめて跳はね飛ばす。

「ここを抜け出れば、裏門がすぐそこです！」

　あやのが茂った藪やぶを指し示す。一堂は藪に突進し、髪かみや服に木の葉をつけつつ進んだ。

　車の並んだ広い場所に出る。どうやら駐ちゆう車しや場じようのようだ。

「甚右衛門さん。あの車、動かせますか」

　広人はみんなが乗れそうな５ドアのＳＵＶ車を指差す。

「敷しき地ち内ゆえキーは車中にあるが、ここは金きん狐この結けつ界かい内。車で出られるかどうか……」

「やってみてください、お願いします」

「わかった。こうなったらいたしかたない！」

　甚右衛門はうなずいた。みんなは車に駆かけ寄る。

　真まっ先さきに甚右衛門が運転席に乗り込みエンジンをかける。守宮は助手席。

　広人は女性陣じんを先に乗せ、追ってきた狐男たちの鼻先でドアを閉めた。

　と同時に車は急発進、そして駐車場内で勢いよくターン。

「うわ！」「うにゃぅっ！」「きゃあっ！」

　広人たちは振り回されてシェイクされた。

　車は裏門へ加速する。それを追う狐きつねたちの後方に、金狐の当主が妖よう気きをまとい出現した。

「馬鹿め……！　金きん狐この結けつ界かいより出られると……」

　はっと当主は金色の瞳ひとみを見開いた。

　頑がん丈じようなＳＵＶ車は閉ざされた門を跳はね飛ばし、難なく外へ走り出て行く。

「な──なぜ──なぜじゃ！」

　ぼう然と見送る当主や狐きつね男おとこたちを、広ひろ人とは車内から振り返った。

「うん、上手うまく行ったな……ありがとうございます、守もり宮みやさん」

「いえ、広人さまのご命令を遂すい行こうしたまででございます」

　助手席で守宮がにこやかに頭を下げる。

　広人が守宮を別行動させたのは、敷しき地ちの結界を解除してもらうためだったのだ。

「あやの！　もう、大だい丈じよう夫ぶですぞ」「ね……ねこがみさま！」

　後部座席では、ねこがみさまが満面の笑みであやのに抱だきついた。

　あやのも涙なみだぐんでねこがみさまの肩かたに顔を埋うずめる。

　猫ねこ耳みみと狐耳の少女が抱き合う図はとても可愛かわいらしくて、広人は口元がほころんだ。

「あとは耀あき姫ひめさんたちと合流すれば……っておうわっ!?」

　突然、甚右衛門じんえもんはハンドルを切って急ブレーキをかけた。

　またもや広人たちは悲鳴を上げて車内で折り重なる。

「な、何……え!?」

　身を起こした広人は窓ガラスの向こうの光景に目をみはった。

　道路に立ちふさがるのは、金色に輝く巨大な狐だった。

『……行かせはせぬ』

　陰いん々いんと響ひびく声が車内まで聞こえた。

　狐の金色の毛は逆さか立だち、見るからに激げつ昂こうしている様子だ。

　さらに一族の狐たちが、同じく狐の姿で車を取り囲む。

『強引に乗り込んで勝手な振る舞いをして、このまま行かせると思うかえ！　金狐の領域外だろうと構わぬ、鰹かつお屋や広人、お前だけは決して許さぬ！』

　車内で広人たちは息を吞のみ、身を強こわ張ばらせる。

「お母かあさま……！」

　突とつ如じよ、あやのが車から飛び出た。

「あやのさん!?　ダメだ！」「あやの、広人！」

　広人とねこがみさまも後を追った。甚右衛門や守宮たちも、迷わず車から走り出る。

　あやのは巨大な金の狐の前に駆かけ寄った。

「お願い、お母さま。わらわは屋や敷しきに戻ります。だから広人先せん輩ぱいたちを許して……！」

『許すものか！　お前を幽ゆう閉へいした後、散々にいたぶってやろうぞ！』

「……金狐の当主」

　追いついた広ひろ人とが、あやのを押さえて前に進んだ。

「あなたは、なぜそんなに憤いきどおるんです。俺おれたちが勝手に乗り込んだからですか。それとも……あやのさんを連れ出そうとするからですか」

　一いつ瞬しゆん、当主の声が止まる。さらに広人は言葉をつなげた。

「なぜあやのさんを閉じ込めるんです。どんな必要や理由があるんですか」

『不ふ肖しようの娘むすめだからじゃ』

　暗い声が響ひびいた。広人の腕うでの向こう側で、あやのはびくりと体を震ふるわせる。

『人の血が混じる出で来き損そこないだからじゃ。望む相手を婿むこにもできぬ、情けない娘だからじゃ。こんな何一つ満足にできぬ娘を外になど────』

「俺おれが婿入りを断ったのは、相手があやのさんだからじゃない」

　広人の声が険しくなった。

「相手が誰であろうと、俺は鰹かつお屋やの家を出る気はない。そんなことで、あやのさんを否定する理由にはまったくならない。何より」

　金色に輝く巨大な狐の瞳ひとみを見み据すえ、広人は無意識に声に力をこめる。

「あやのさんは、優すぐれた人です」

『な────』

「頭もいい。知識も観察力もある。いざという時の強さは目をみはるほどです。金きん狐こ一族の中で何もできないというのなら、なおさら閉じ込めず外に出すべきです」

『だ──黙だまりゃ！』

　当主は目に見えてうろたえる。

　やり込められる当主に、周りの狐たちはざわめいた。

『あやの……金狐の家を出て行って、それでまことに幸せになれると思うかえ！』

　ざわつく仲間の狐たちに当主は焦あせったか、矛ほこ先さきを変えた。

『人でもないお前が人と暮らしても、必ずや行き違い、別れが来る。鰹屋広人、お前の祖そ母ぼの所業からそれは明白だわえ』

　金狐の当主は凍こおる刃やいばのごとき笑みを後方に向ける。

　ねこがみさまや守もり宮みやたちが、広人の背後に立っていた。

『鰹屋の祖母は、自分の孫まごと暮らすためにあやつらを封じたとか。己の飼かい妖あやかしより、人である孫まごを選んだ。それこそが人と妖しとの間に、越えられぬ隔へだたりのある証あかしじゃ！』

　守宮と夜や刀と、ミミの表情がすっと変わる。

　強い怒りをたたえたまなざしで、彼らは当主を見み据すえた。

　金狐の当主は青ざめるあやのに、残忍なほほ笑みを投げた。

『断言してくれようぞ。血族に背を向けるならば、お前は決して幸せにはなれぬ……！　お前に外で生きて行く力などない。人にも狐きつねにもなれぬ者に生きる場所などない！』

　あやのは今にも倒れそうなほど蒼そう白はくになる。

　無言の広ひろ人とと、蒼そう白はくのあやのに向かって、金きん狐この当主はあざ笑いながら告げた。

『これが妾わらわの予言、妾の呪じゆ詛そじゃ。金狐の当主の呪詛を負って生しよう涯がい生きるが良いわ！』

「いいえ」

　広人の断固たる声がさえぎった。

「俺おれの祖母ばあちゃんが、以前いっていました。どんな言葉もかけた側でなく、受ける側次第なんだと。呪詛だろうと予言だろうと、言葉ならそれは変わらない」

　確かな意志をこめた声が、広い敷しき地ち一杯に響ひびく。

「だから、俺は今の呪詛を砕くだくために、全力でここに断言します」

　妖よう狐この爛らん々らんと輝く瞳ひとみを見み据すえ、広人は打ち据えるように力強くいい放った。




「あなたのその言葉には────何の力もない！」




　言葉が放たれた瞬しゆん間かんだった。

　空気を震ふるわせる、目に見えぬ強い波が生まれた。

　とたん、狐きつねたちが一いつ斉せいに震ふるえ上がり、硬こう直ちよくする。

　金狐の当主も目を見開き、縛しばられたがごとく凍こおりついた。
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　広ひろ人とは無言で彼らを見つめる。不動の意志が、彼の体から立ち昇るようだった。

　その波動に圧おされるように、狐きつねたちは尻尾しつぽを丸め、じりっと後退する。

　次の瞬しゆん間かん、狐たちはか細い悲鳴を上げて次々と身を翻ひるがえした。

『待──待ちや！　お前たち！』

　当主の声が後を追うが、狐たちは振り向きもせず逃げ去った。

『……許さぬ……許さぬ、許さぬ、許さぬ！』

　前まえ脚あしの鋭い爪つめを地面に食い込ませ、激げつ昂こうした妖よう狐こは荒々しい息を吐はく。

『不ふ殺さつの誓ちかいなどもう知らぬ！　鰹かつお屋や広人、お前は絶対に許さぬ…………！』

「お母かあさま、やめて！」

　あやのが飛び出した。かと思うとその姿は金色の狐に変わる。

　金きん狐こに変わったあやのは、広人を守るように当主の前に立ちはだかった。

　当主は目をみはる。すぐに憎にく々にくしげな視線であやのを見み据すえた。

『それが……それがお前の意志かえ……あやの！』

　あやの狐ぎつねは、哀かなしげに首を振った。

『……こんなこと……したくはないです……でも、先せん輩ぱいだけは……！』

『その腰こしの引け方で妾わらわに対たい峙じしようというのかえ。どこまでも情けない娘むすめじゃ……』

　当主は冷たくあやのを嘲ちよう笑しようする。

　だが──ほんのわずか、広人はかすかな悲しみを、当主の声に聞き取った。

『ならばお前のかばう人間共々打ち倒してくれるわ！』

「待った、待ってください！」

　広人は叫んだ。だがそれをさえぎり、突とつ如じよ地面を蹴けりつけて巨大な金狐が飛んだ。

　あやの狐も必死の形ぎよう相そうで飛ぶ。

　巨大な金色の炎ほのおが宙でぶつかり、白熱の光が生まれた。

『きゃうんっ!!』

　小こ柄がらな金の狐が地面に叩たたきつけられた。

　全ぜん裸らのあやのが姿を現し、苦しげに身を震ふるわせて倒れ伏す。

「あやのさんっ！」「あやの──！」

　広人が叫ぶ。ねこがみさまも名を呼んだ。他ほかの皆も真まっ青さおになって足を踏み出す。

　その時、広人は気がつかなかった。他ほかの誰も気づいていなかった。

　ねこがみさまの銀の髪かみが、まばゆいまでに輝いていることに。

　怒りと哀かなしみで震ふるえるその面おもてが、背せ筋すじが震えるほど神こう々ごうしく見えることに────

『今度はお前じゃ……鰹屋広人……！』

　金狐の当主は牙きばを剝むいた。

　次の瞬しゆん間かん、巨大な金の炎ほのおが宙に飛んで、広人に襲おそいかかる。

『きゃ───────────────────んっ！』

　ところが、目に見えぬ壁にぶつかったように金きん狐こは弾はじき飛ばされた。

　地面に激しく叩たたきつけられ、当主は一いつ瞬しゆん手足をわななかせる。

『……わが氏うじ子こに害をなすのは、許しませぬ……』

　広ひろ人とは、はっと振り仰あおいだ。自分の前に誰かが立っている。

　芳かぐわしい花の香り。長く引いた七色の裳も裾すそ。

　宙に翻ひるがえる輝く銀の髪かみ──それは────────

『天てん孫そんを守り、国くに津つ神かみと対たい峙じしたわれの力を見せてくれましょうか……金狐よ』

　掲かかげていた扇おうぎを下ろし、尊い天あま津つ神かみは静かに告げた。

　広人は胸が大きく高鳴る。かいま見える女め神がみの横顔は、記き憶おくに残るより遙はるかに気高く、凜り々りしく、見み惚とれるばかりに美しかった。

　金狐の当主は、今度こそ気力を失って地面にうずくまる。

　女神の横顔が、ふっと和やわらいだ。凜々しさが消え、慈じ愛あいの色がよぎる。

『案ずるが良い。そなたの娘むすめは、どこにいても、きっと喜びを見つけられまする』

　優しい声に、金狐の当主はうなだれていた頭を上げた。

『だから、大だい丈じよう夫ぶ……。安心して、見送ってやるのです』

　金狐の当主は、じっと女神に視線を合わせる。

　発していた妖あやしい輝きが弱くなり、やがて消えた。

　その間にミミやユキメがあやのに駆かけ寄り、着物を着せて助け起こす。

『…………あやの…………本当に、行くつもりなのかえ』

　最後の抵抗のように、弱々しい声が上がった。

『人間の元にいても、不幸になるだけじゃ。お前の父がわれらを捨てたように、考え方の違い、寿じゆ命みようの違いで、必ずや理り不ふ尽じんな別離が訪れる……だからあやの、行ってはならぬ！』

　悲鳴のごとき哀かなしい声が、辺りに響ひびき渡った。

　しばしの沈ちん黙もくの後、ミミにすがって立つあやのが口を開いた。

「……ごめんなさい、お母かあさま……」

　彼女はうつむき、肩かたを震わせて、声を絞しぼり出した。

「お母さまの望みにも、期待にも応こたえられなくて……。いたらぬ娘で、出で来き損そこないで、何一つ満足にできない娘で……ごめんなさい。本当に…………本当に、ごめんなさい」

　あやのは頭を上げた。涙なみだに濡ぬれた顔で、彼女は金狐を見つめた。

「でも、わらわは行きます……。お母さまのいう通り、不幸になるとしても……何一つできぬわらわでも認めてくれた人たちのもとで、自分に何ができるか……知りたいのです」

　金の狐きつねと、狐耳を持ち人間の姿をした少女は見つめ合った。

　言葉もなく、ただ、じっと。

　ふいに金きん狐こは背を向け、一いち瞥べつもせず一言もなく、ふっとその場から消え去った。

「…………お母かあさま…………ごめんなさい……」

　あやのの哀かなしげなささやきが、風に乗って広ひろ人との耳に届く。

　銀の髪かみの女め神がみの姿が消えて、ねこがみさまが広人の腕うでに倒れるのが同時だった。
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　甚右衛門じんえもんの運転するＳＵＶ車が、広い国道をひた走る。

　その後ろを、みっちゃんの運転するポルシェが続く。

　二台の車は走り続け、やがて先導するＳＵＶ車は古びた建物の敷しき地ちへ入っていった。

「え、あれ……ここは？」

　停車した車内から外を眺ながめて、広人はけげんな声でつぶやいた。

　そこは、有あ里り間ま区の区民会館──区民が冠かん婚こん葬そう祭さいのために利用できる施設だった。

「……その昔、先せん輩ぱいと初めてお会いした場所です。父の……告別式で」

　あやのはそう答えると、甚右衛門と共に車から降りた。

　前庭に咲くつつじの前まで二人は歩み、そこで何事か言葉を交わす。

　甚右衛門は驚いたように目を開くが、大きくうなずいた。

　それからあやのは、車を振り返った。

「広人先輩、ねこがみさま。お話があるんです。少し、いいですか」

　広人とねこがみさまは顔を見合わせると、車を降り、あやのの前に歩み寄った。

「先輩、ねこがみさま。わらわは、やっぱり…………」

　あやのは、きゅっと手を握にぎり合わせ、そしてうつむいた。

「先輩の家には、行きません」

「え!?　どうしてです、あやの」

　ねこがみさまが訊きき返す。広人は無言であやのを見つめる。

「このまま行っても、わらわはきっとまた、居場所を見失ってしまうと思うんです」

　あやのは唇くちびるを嚙かみ、それから息を吐はいて言葉を継ついだ。

「鰹かつお屋や家けの皆さんは、自分が何者か分かっていて、そしてちゃんと自身の役割を自覚して、通じ合っています。皆さんを見ていて……わらわは痛いほどそれがわかりました」

「あやの……」

「でも、わらわはそうじゃない。それに、どうしてもこう思ってしまうんです」

　あやのは唇くちびるを嚙かみ、まぶたを伏せた。

「母の期待に応こたえられないまま、自分は逃げ出してきたんだって……」

　ねこがみさまは言葉もない。広人も何もいえない。

「母のこと、自分の生まれのことは、どれだけ辛つらくてもわらわ自身を形作る大事な礎いしずえです。それと向き合わないで逃げたら、きっといつまでもわらわは自分を見失ったままで、どこにいても居場所なんて見つけられない気が……してしまうんです」

　そういって、あやのは着物の襟えり元もとをぎゅっと握にぎりしめる。

　三人はしばし黙だまって向き合う。広ひろ人とは静かにあやのに問いかけた。

「屋や敷しきへ、戻るつもりか？」

「いえ、甚右衛門じんえもんがマンションを手配してくれるというので、ひとまずそこに行くつもりです。距離を置いて、母とちゃんと対話していこうと思って。幸い甚右衛門も協力してくれますし、一族内にも、少しですけど甚右衛門に味方してくれる者がいますから」

「……そうか」

　静かに答える広人を、あやのは見上げた。

「こんなわらわでも、先せん輩ぱいは迎えに来てくれました。ねこがみさまは友達だといってくれました。あの時先輩たちが来てくれなかったら、わらわはお母かあさまと向き合うこともせず、自分自身を見つけようともできなかったはずです。だから……」

　あやのの瞳ひとみから、涙なみだの滴しずくが盛り上がり、ほろりと流れた。

「だから、今度会う時は、お二人に見合うようになっていたい。今はこんな価値のない自分だけれど、家族として、友人として、ふさわしくなっていたいんです」

「あやのさん……」

「ごめんなさい、先輩、ねこがみさま……」

　頭を下げるあやのに、思わず広人は口を挟はさんだ。

「あやのさんは────そんなにお母さんに、認められたいんだね」

　あやのが息を吸う音が聞こえた。広人は優しい声で話を続けた。

「お母さんに認められないから、自分に価値がないと思っているんだ」

　あやのは返事をしなかった。けれど小さく、こくりとうなずいた。

　広人はわずかに声を強めて、あやのにいった。

「誰かの期待に応こたえようとするのは悪いことじゃない。けど、その期待に応えられなかったから自分に価値がないなんて、そんなこと思う必要はないよ。そんなわけがないじゃないか」

「広人先輩……」

「明あかりが丘おか公園で、あやのさんは俺おれに婿むこになってくれっていったよな。自分の全すべてで、絶対に俺を幸せにするからって、そういってくれた」

　広人は、静かにあやのに話し続ける。

「俺おれだって、あやのさんにそんな風にいわれるような人間じゃない。何より、その申し出に俺は応えられない。申し訳ないと思う……でも、これだけはいわせて欲しい」

　涙なみだで一杯のあやのの瞳ひとみに向けて、広人はこういった。

「ありがとう。俺おれのことを、そこまで望んでくれて」

「え────」

　あやのは驚き、可か憐れんな唇くちびるを小さく開いた。

「あやのさんは、誰かを幸せにしようとする強さがある。価値なんて言葉はいらない。いいじゃないか、その強さだけで。充分過ぎるよ」

「…………先せん輩ぱい…………」

　あやのは広ひろ人とを見て、まぶしそうに目を細めた。

「そう……そうなんですね。先輩の言葉で、やっとわかりました」

　小さくささやいて、あやのは一いつ瞬しゆんだけ視線を落とした。

「これまで、ずっと謝ってばかりだったけれど、そうじゃない答えが……あったんだって」

　あやのは着物の袖そででぐいと涙なみだをぬぐうと、広人とねこがみさまを振り仰あおいだ。

　その表情は、涙以外の曇りをぬぐったように、晴れやかだった。

「先輩──先輩、広人先輩、ありがとう。ねこがみさま、ありがとう」

　広人とねこがみさまは、声を吞のんであやのを見返した。

　彼女の声と言葉には、胸を衝つかれる真しん摯しな想おもいにあふれていた。

「幼い頃、先輩がいってくれた言葉は、わらわを支えてくれました。こんな自分でも、外には友達がいる。待っていてくれる人がいるんだ──って」

「あやの……そなた」

「わらわを家族だといってくれて、友達だといってくれて、ありがとう……その言葉、決して忘れません。それが、これからのわらわを支えてくれます」

　狐きつね耳みみの少女は、そっとねこがみさまの手を取り、小さくほほ笑んだ。

　ほほ笑みの拍ひよう子しに涙の滴しずくがあふれて、彼女の頰ほおを滑すべり落ちる。

「いつか、母にも『ありがとう』と伝えられるようになるつもりです。そして……」

　五月の陽光が、あやのの涙をきらりと輝かせた。

　それはまるで、彼女自身の笑顔が輝いたように見えた。

「次に会う時は、真まっ直すぐにお二人を見て、立っていたいです」
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　グランパレス有あ里り間まの前で広人たちを下ろして、ＳＵＶ車は走り去っていった。

　鰹かつお屋や家け住民はアパートの入口の楠くすのきの下で並んで、それを見送った。

「あやの！」

　去っていく車に向かって、ねこがみさまは背伸びして手を振る。

　あやのは窓から顔を出し、手を振り返した。

　広ひろ人との隣となりで、耀あき姫ひめが車を見送りつつ、口を開く。

「……大だい丈じよう夫ぶだと思う？　彼女。自分を認めない親と対話とか、大変じゃないの」

「そうですね、でも、きっと大丈夫ですよ」

　五月のまぶしい午後の陽ひに、広人は目を細める。

「彼女は、一見か弱そうに見えるけれど……ちゃんと芯しんの強さがある人ですから」

　彼方かなたを見つめて、広人はふっと祖そ母ぼの声を思い出す。

　あれは確か、中学一年の五月だった────




〝……婆ばあちゃんはさ、俺おれの将来がどうのとか、いわないよね〟

　その日は休日だった。垣かき根ねに咲き誇ほこるつつじを眺ながめながら、広人は祖母と一いつ緒しよに、川べりの道をのんびりと散歩していた。

〝春日かすががさ、この間、なんか俺に怒ってきたんだよ〟

〝春日さん？　ああ、大家さんのお嬢じようさんね。どうして？〟

　祖母は広人を見上げて、ほほ笑んだ。

　昔に比べ、祖母はだいぶ小さくなっていた。着物を着て、背せ筋すじを伸ばした姿勢の良さは変わらなかったのに、全すべてが縮んで、細く、小さくなっていたような気がした。

〝うん、春日がね、本当は私立のいい中学に行けってお父とうさんからいわれてたんだって〟

　広人はちょっと肩かたをすくめた。

〝将来は家を継つげるように、いい学校を出て欲しいからって。でも、俺おれの面めん倒どうを見なきゃいけないから、親と大おお喧げん嘩かしてまで一いつ緒しよの公立にしたんだってさ〟

〝あら、まあ……〟

〝だからありがたく思えとか、もう中学生なんだからしっかりしろとか、散さん々ざん怒られた〟

〝そうなの。ふふふ……春日さんが一緒なら、私も安心ねえ〟

〝そうかなあ。まあ、それでさ、思ったんだよ〟

　広人は、あふれるばかりに花弁を広げるつつじを見つめていった。

〝婆ばあちゃんは、俺に大きくなったらこんな職につけとか、将来こうなって欲しいとか、こんな人になってくれとか、あんまりいわないよなあって。普通いわないかな、子どもに〟

〝そう──そうねえ。いうかもしれないわね〟

　ほんのちょっと祖母は遠い目になる。

〝たいていの親はね、期待してしまうものだから〟

　青い空を見上げ、祖母はささやくようにいった。

〝子どもの幸せを願うあまりに、あるいは自分が叶かなえられなかった夢を託たくすために、あるいは自分にできたことを当然だと思うがゆえに、時に過大なまでに望んでしまうの〟

　ふと広人は祖母の声に、後悔の響ひびきを感じ取った。

　祖そ母ぼは、今ここにいない広ひろ人との父──自分の息子むすこのことを思っていたのかもしれない。

〝子どもの人生は、決して自分のものではないのにねえ……〟

　祖母は視線を落とし、アスファルトに落ちる二人の歩く影を見つめた。

　しばし広人は、祖母と無言で歩く。耳に残る言葉の余よ韻いんを、確かめるように。

〝ねえ、広人〟

　ふっと、祖母は顔を上げた。広人は祖母に視線を合わせる。

〝たとえあなたが、どんな辛つらい道を歩んでいても、それをどれだけ代わってやりたくとも、私には代わることはできない。それは他ほかでもない、あなたの人生ですもの。だから……私は何も望まない。ただずっと、こう祈いのっていますよ〟

　降り注ぐ五月の陽光の中、祖母の静かな声が響ひびく。

〝どうかあなたが、誰も代わることのできないあなたの人生を、全まつとうできますように〟

　穏おだやかなまなざしの中に、真しん摯しな光をたたえ、祖母は広人にこういった。

〝あなたの望む幸せが、いつかきっと、見つかりますように……〟




　脳のう裏りによみがえる祖母の声に、広人は目を閉じる。

　あやのの母が、なぜ執しつ拗ようにあやのを屋や敷しきに閉じ込めようとしたかが、今わかった。

　ひとえに、己の過ちを繰り返したくないためだったのだ。

　──そうだ、十年前のあの時、幼い子どもだった俺おれはこういったんだ。

『……また会おうね』

　甚右衛門じんえもんに手を引かれる、白いハンカチをかぶった振ふり袖そでの少女。

　艶あでやかなつつじの向こうから振り返る彼女に、自分は手を振って叫んだのだ。

『次は一いつ緒しよに遊ぼうよ……』

　そんな何気ない、他愛たわいもない言葉を、彼女はずっと支えにしてきたなんて──

　広人は、祈いのるように思う。

　どれだけ打たれても、あやのの中には決してたわむことのない強さがある。

　決して曲げられず、真まっ直すぐに自分自身になろうとする強さが。

　だから、彼女がその強さを全まつとうできますように──と。




　無言で佇たたずむ皆の中で、最初に口を開いたのはみっちゃんだった。

「そろそろ私は帰らせていただきますよ。結局今回は、耀あき姫ひめさんの足代わりに使われただけで、非常に腹立たしいのですが」

　冷やかな目で、彼はじろりと耀姫を見た。耀姫は素知らぬ顔でそっぽを向いている。

「まったく……ところで、鰹かつお屋やくん」

「え、はい。なんでしょうか」

「君は今回、意識して〝言こと霊だま〟の力を使用したのではないですか」

　眼鏡めがねの奥の鋭い光が広ひろ人とを貫つらぬいた。広人は心なしかすくみ上がる。

「善意での行いが全すべて正しいわけではない。最初は善意でも、思いのままに力を振るえば、それは独善となり、悪意と変わらなくなります」

　打つように、びしりとみっちゃんはいった。

「気を付けた方がいい。私は、君と敵対したくはありません」

　広人はごくりと喉のどを鳴らした。みっちゃんが本気なのが痛いほど伝わってきた。

「……肝きもに銘めいじます」

　広人は神しん妙みように答えた。みっちゃんはじっと広人を見つめると、吐と息いきをついた。

「嫌いや々いやでしたが、耀あき姫ひめさんの頼みは好都合だったようですね」

「え？　何の話で……」

「いずれ分かります。では、これで」

　みっちゃんは眼鏡めがねのブリッジを押さえ、ポルシェに乗り込んだ。

　知らんぷりしていた耀姫が、あわてて駆かけ寄った。

「ちょちょ、ちょっとぉっ！　あたしが乗って帰るかどうかぐらい訊きいてよっ！」

「私は無む駄だが嫌きらいです。失礼」

　みっちゃんは冷たく返すと、さっさと車を発進させた。

　美しいフォルムのポルシェが、傾きかけた陽ひ射ざしの中をたちまち遠ざかっていく。

　その形が見えなくなったところで、耀姫が叫んだ。

「こっ、この陰いん険けん眼鏡……そりゃまだ氏うじ子こさん家ちに泊まるつもりだけどさっ！」

「え、ええっ!?　もう連休終わりですよ！」

「まーあ、本当にいけ図ずう々ずうしい女め神がみですのね」

　楠くすのきの枝から下がるミミが、広人と耀姫の間に割って入った。

　夜や刀とやユキメも、耀姫の両りよう隣どなりでむっとして体を寄せる。

「まさかこのまま図々しくも住みつく気なのよ？　定員とっくにオーバーなのよ」

「耀姫さぁん、あの〝ごめん〟っていうしおらしさはどこに行ったんですよぉ」

「ななな、何ちゃっかり聞いてんのよ！」

　騒さわがしい耀姫たちの様子を苦笑して見ていた広人は、ふと視線を落とした。

「ねこがみさま？　どうしたんですか？」

　ねこがみさまは無言で、広人の脇わき腹ばらにぴったりと寄り添っている。

　彼女は道路の向こう側を見つめ、遠い目だった。

　ねこがみさまは、するりと姿勢を変えて正面に回る。

　そして広ひろ人との体に腕うでを回し、胸にきゅむっと抱だきついた。

　ぐりぐりぐり、と頭を広人の体にこすりつけ、彼女はささやいた。

「……あやのと、金きん狐この当主の言葉を思い出して、それで……思ったのです」

　広ひろ人との胸の中で、ねこがみさまの小さな声が響ひびいた。

「神さまは、どれぐらい生きるのでしょう……って」

「え……」

「広人より、ずっとずっと長生きなのですか？　広人がこの世にいなくなっても……」

　ねこがみさまは、ぎゅっと広人の胸に顔を埋うずめた。

「われは……この世にいなくては、いけないのですか？」

　広人は思わず、言葉を見失う。

　ねこがみさまの切ない声に、耀あき姫ひめやミミ、夜や刀ととユキメ、守もり宮みやも、二人に視線を移した。

「われは広人だけの神さまなのです。なのに、その広人がいなくなっても……」

　震ふるえる声が、広人の胸まで震わせた。

「……この世に、存在しないと、いけないのでしょうか」

　ぎゅっと、広人の体に回された腕うでに力がこもる。

　広人は答えを探しつつ、ねこがみさまの肩かたに腕を回し、抱だき締めた。

　ねこがみさまの不安と怖おそれが、痛いほど伝わってくる。

　守宮の腕の中で、モサコさんがぐにゃあんと鳴くのが聞こえた。

〝……考え方の違い、寿じゆ命みようの違いで、必ずや理り不ふ尽じんな別離が訪れる……〟

　金狐の当主はそう断言した。ある意味、それは正しいのかもしれない。

　モサコさんだって、どれだけ長生きしても、若い広人の寿命には決して追いつけない。

　いつか来る別れを思えば、ねこがみさまの気持ちは痛いほど理解できた。

「……ねこがみさま」

　広人はねこがみさまの頭を撫なでながら、呼びかけた。

　これは、ねこがみさまの聞きたい答えじゃないかもしれない。

　けれど自分の精一杯の、誠実な想おもいを、広人は伝えたかった。

「あのですね、俺おれは今────どこにいますか？」

「え？」

　ねこがみさまは頭をもたげ、きょとんとした顔で広人を見上げた。

　愛らしいその表情に、広人はほほ笑み返す。

「俺は今、ここにいるじゃないですか。ねこがみさまの目の前に」

「…………広人」

「いつか別れがくるかもしれないけど、そんな未来の俺は、今はどこにもいないんです」

　そっと、広人はねこがみさまの額ひたいに自分の額をつけた。

「それと──俺があやのさんの申し出を断ったのは、自分自身の力で生計を立てたいってだけじゃありません。他ほかに、もっと大事な理由があるんです」

「大事な理由？　それは……？」

「俺おれが自分の姓せいを捨てたら、鰹かつお屋や家けの守り神であるねこがみさまはどうなるんですか？」

　広ひろ人との言葉に、ねこがみさまはあっと口を開いた。

　目を伏せ、広人は苦しさを吐はき出すように、言葉を継ついだ。

「俺のせいでねこがみさまが──口に出すのも嫌いやだけれど──この世から消えてしまったなら、俺はどんなに後悔しても追いつかない。それに、ねこがみさまの力で現れた守もり宮みやさんや夜や刀とさん、ミミさんやユキメさんだって……どうなるかわからない」

　見守っていた守宮たちが、大きく息を吸い込んだ。

「そんな……広人」

　ねこがみさまが震ふるえる手を伸ばし、広人の頰ほおに触ふれる。

　広人は、かすれる声でささやいた。

「俺は、ねこがみさまたちと一いつ緒しよにいたいんです。俺の家族と、ずっと一緒に」

　広人は目を開けた。哀かなしげなねこがみさまの瞳ひとみが、すぐそこにある。

「未来を恐れて、俺は目の前の喜びを見逃したくない。みんなと過ごす日々の喜びを、見失いたくない。だからどうか……ねこがみさま」

　広人は、祈いのるようにねこがみさまに向かって告げた。

「俺を見てください。目の前にいる俺を。どこにもない未来なんて、見なくていいんです」

　ねこがみさまは、広人の瞳をじっと見つめた。

　かすかにうるむねこがみさまの瞳を、広人も優しく見つめ返す。

　二人は無言の内に、お互いを確かめるように見つめ合った。

「広人は……本当に、いつもわれを安心させて、嬉うれしくしてくれるのですね」

　吐と息いきのように、ねこがみさまは小さなささやきを漏もらした。

　それから、ぐいぐい、とジャージの袖そで口ぐちで目元をこする。

　目の縁ふちを赤くしながら、彼女はにっこりとほほ笑んだ。

「では、目の前の広人に────えいっ！」「え、わぁっ！」

　ねこがみさまは満面の笑みで、思いきりぶつかるように抱だきついた。

　広人はとっさに受けとめるが、足元がよろけてしまう。

「ああー、いいなあ、ねこがみさま。ユキメも抱だきつきたいですぅ」

「むろんですとも、ユキメ。遠えん慮りよしますな」

　ねこがみさまは広人から離れ、ユキメを手招きする。

「な、ちょっと待っ……ひゃあ！」「うふふ、ひーろーとーさんっ♪」

　冷え冷えの肌はだのユキメに飛びつかれて、広人はあわてふためいた。

　むっちむちの巨乳が顔面に押しつけられて息もできない。

「ん、次は夜刀なのよ。はい、抱っこなのよ」「はは……はいはい」

　夜や刀とに両手を差し出され、広ひろ人とは抱だっこしてやる。

　満足そうに、夜刀はすべすべのほっぺを広人の頰ほおにすりすりした。

「仕方ないですわね。お望みなら、ハグぐらいさせてあげてもよろしいですわよ」

　ミミが地面に降り立つと、つつつっと横歩きで近寄って来た。

「え、え？　お、お望みならって……はい、わかりました」

　ミミににらまれて、広人は少しドキドキしながら遠えん慮りよがちに抱きしめる。

「なんですの、そのヌルい抱き締め方！　もっとぎゅーっとなさいませ！」

「は、はは、はい!?」

　ミミに怒られ、広人は汗あせをかいてうろたえた。

　にこにこと嬉うれしそうなねこがみさまが、守もり宮みやを手招きする。

「守宮、そなたも広人と抱き合うとよろしいのですぞ」

「は!?」「えっ!?」

　思わず広人は守宮とまじまじと見合ってしまう。

「わかりました。広人さま、どうぞ」

　守宮がほほ笑んで両手を広げる。広人は照れ笑いしつつ、守宮の広い胸に抱きついた。

　父親か兄のように、守宮は広人の背中をぽんぽんと優しく叩たたく。

「ちょっとぉっ！　なんでヤモリさんがあたしより先なわけよ、ねえ！」

「げ、耀あき姫ひめさん、苦し、く、首っ！　首しまっ……ぐえ」

　耀姫に後ろから抱きつかれ、というより首を絞しめられ、広人は悶もん絶ぜつ。

「ぐにゃあ～ぐぅ～るにゃああっ」

「わ、わ、モサコさ、わああっ！」

　抱っこをせがむモサコさんまで飛びついて、広人は倒れる寸前までよろめいた。

「さあ、広人。もう陽ひが落ちまする」

　ねこがみさまはうきうきしながら、その場で両手を広げてくるりと回った。

「家に戻って、連休最後の夜をみんなで過ごしましょうぞ。お腹なかも空すきました」

「ああ……そうですね」

　広人はよいしょとモサコさんを抱っこし、耀姫を背中に乗せて、空を見上げた。

　陽が大きく傾いて、西の空を夕焼けの色に染めている。

「じゃあ、家に入りますか。みんな」「はーい！」

　みんなに囲まれて、広人は自分の部屋に歩き出した。

「ねえ、広人」

　自分の手を握にぎるねこがみさまに問いかけられて、広人は視線を落とす。

「広人は、われをいつも幸せにしてくれるのです。言葉でも、態度でも。ならば……」

　ねこがみさまは小首を傾かしげ、広人を見上げる。

「広ひろ人との幸せは何なのか、どうかわれに教えて欲しいのです」

「俺おれの……？　そう……ですね」

　広人はちょっと言葉に詰まる。

　けれど周りを見回して、こちらを見つめるみんなに気づくと、彼は静かにつぶやいた。




「俺の幸せは────こうして、みんなと一いつ緒しよにいることですよ」




　とたん、ねこがみさまの顔がぱあっと輝いた。周りの皆の表情も。

「われも……われも広人が嬉うれしいなら、それが幸せなのです」

　ねこがみさまは、そっと優しく広人の腕うでを抱だきしめる。

「一緒にいましょう、みんなで。目の前の喜びを見逃さずに……ずっと」

　しみじみとした声が、広人の耳じ朶だに響ひびいた。




　数分後。

　グランパレス有あ里り間ま一○一号室の灯あかりが点ともる。騒さわがしくもにぎやかで、楽しげなみんなの声が、アパートの前庭まで漏もれ聞こえてきた。
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　五月二十一日──二十四節せつ気きの小しよう満まん。







　五月の午後の空は、すっかり夏模も様ようだった。

　海を思わせる青い青い空と、くっきりとした白い雲。

　家路を急ぐ広ひろ人とのペダルを漕こぐ足は、心なしか弾はずんで早くなる。

　つつじの時期は過ぎて、道の両側の垣かき根ねは、夏に向けて葉の緑が色濃くなっていた。

「あと少しで六月か。梅雨つゆ明けしたら、夏だなあ……」

　広人は青空を見上げ、独り言を口にした。

「……あやのさん、元気かな」

　声のトーンが落ちる。

　あやのは連休明けから休んでいた。

　休学したとも退学したとも聞いていないから、在ぜい籍せきしているはずなのだが、音沙さ汰たが何もないのが気にかかる。

「────あれ？」

　アパート近くまで来て、広人は目をみはった。

　入口前に、黒塗りの大きな車が停車している。美み薫かの家の外車ではない。

　まさか、と胸が弾はずんだ。広人は急いで自転車置き場へ自転車を突っ込んだ。

　鍵かぎをかけるのもそこそこに自分の部屋へ走る。

　三段跳とびの勢いでドアに駆かけ寄り、思いきり引き開けた。

「あ、お帰りなさいなのです、広人！」

　広人に負けない跳ちよう躍やくっぷりで、ねこがみさまが飛んできた。

　その後を、聞き覚えのある声が追ってくる。

「広人先せん輩ぱい、お邪じや魔ましています」

「やっぱり、あやのさん！」

　ねこがみさまに手を引っ張られ、広人は脱ぬいだ靴くつを蹴けっ飛ばすようにして部屋に上がる。

　奥から、花飾かざりをつけたあやのの頭がのぞいた。

　ミミや夜や刀と、ユキメに囲まれて、あやのはちょっと恥はじらい気味の笑顔を浮かべた。

　振ふり袖そで姿の彼女は、相変わらず童顔で愛くるしい。

「お久しゅうございます、鰹かつお屋やどの」

　とか思ったら、当然のごとく甚右衛門じんえもんもその背後にいて頭を下げた。

「学校来てないから、心配してたよ」

　守もり宮みやにリュックを渡し、広人は腰こしを下ろす。ねこがみさまが早速その膝ひざに座った。

「家や主ぬしが来る少し前に、お見えになったんですのよ」

　天てん井じようからミミの声が降る。あやのはうなずいて、広ひろ人とにいった。

「連休前、わらわが狐きつねに変へん化げした騒さわぎが落ち着くまで、登校するタイミングを見計らっていたんです。明日あしたから学校に行く予定ですけど……その前に」

　あやのは甚右衛門じんえもんを振り返った。

　甚右衛門はうなずくと、いきなりパンパン！　と高らかに手を打った。

　突然、窓の外が騒さわがしくなる。

「な、何？」「な、何なのです!?」

　広人やねこがみさまたちがあわてふためいていると、バタン！　と玄げん関かんドアが開いた。

　なんと一団のメイド部隊が「失礼いたします！」と大きな箱を抱かかえて入ってくる。

　メイド部隊は部屋の真ん中でバタバタと箱を解体した。

　壁に張り付いて広人たちが見守る前で、たちまちぴっかぴかで真新しい、超デラックスな家具調こたつが組み上げられる。

　しかもなんと、ふかふかの超高級こたつ布団付き。

「は、は、はにゃああああああああんっ！」「ぐ、ぐ、ぐるにゃああああんっ！」

　ねこがみさまの瞳ひとみがキラッキラに輝く。

　モサコさんも一いつ緒しよにキラッキラの瞳で身を乗り出す。

　二匹ひきは猫まっしぐらな勢いでこたつ布団を跳はねあげて潜もぐり込んだ。

「ちょ、ねこがみさま、モサコさん!?　もう五月ですよ、暑いですよ！」

　広人の制止の言葉も聞かず、二匹ひきはもっふり潜もぐり込んで幸せ顔を出した。

「わらわが壊こわしてしまいましたこたつ……その、これで代わりになりますか？」

　あやのが心配そうに訊きいた。

「あの、もちろん脚あしも折り畳たたんでコンパクトに収納もできますし、ヒーター部分も取り外し可能で、普通のテーブルとしてちゃんと使用できます」

「で、でもいいの？　こんなすごいこたつ……」

　広人はねこがみさまたちとあやのを見比べる。

「はい。実は金きん狐こ一族の系列会社が今こん冬とう売り出す新商品なので、良かったらモニターとして感想いただけると嬉うれしいなって。もちろん、アフターサービスも万全です」

「モニター……いや、それは構わないけど……そうだ、一族の会社っていえば」

　広人はあやのの言葉に、あることに気がついた。

「お母かあさんとは、どう。関係は改善されたのかな」

「あ──はい。改善というより……譲じよう歩ほです」

　あやのは少し、複雑な表情でうなずいた。

「甚右衛門が間に入って取り成してくれて。直接会うのは、まだできませんけれど」

「そうか、良かったじゃないか」

　広ひろ人とがいうと、あやのは小さくほほ笑んだ。

「妖あやかしとはいえ、金きん狐こは人間社会で会社を営み、人と深く関わって生きています。ですから、半分人間であるわらわがいずれ経営に携たずさわることを期待されているみたいです」

　そういって、彼女は視線を膝ひざに落とす。

「わらわがどれだけできるか分かりません。でも、精一杯やりたいって」

「うん、あやのさんなら、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　広人がそういうと、ぱっとあやのは顔を上げた。

「誰にいわれるより、先せん輩ぱいにそういっていただくのが……一番、嬉しい」

　少し頰ほおを染めて、あやのは嬉しそうに答えた。

　だが、またすぐ目を伏せてしまう。

「ただ、やっぱり婿むこを取って跡を継つがなければならないのは、譲ゆずってもらえません。そうすぐにというわけではないですけど、いずれは……」

「え──そんな、それでは」

　ねこがみさまがばふっと布団を跳はね上げた。

「広人の嫁よめには、なってもらえませぬのか!?」

「ちょ、ねこがみさま!?」

　あわてる広人の前で、あやのは悄しよう然ぜんとうつむいた。

「はい……残念ですけれど……」

「そうでありまするか……」

　ねこがみさまもしょんぼりと耳を垂たらす。

　しかし、あやのは声を明るくしてねこがみさまにいった。

「ただ、前にはなかった自由があります。こうやって外に出て先せん輩ぱいにお会いできたり、学校に行けたり、ねこがみさまとお話できたり。だから、もしかしたら」

　あやのはほほ笑んだ。以前とは違う、希望を宿した明るい笑みだった。

「進んで行けば、また状況が変わるかもしれません。今はただ、自分にやれること、できることを、やって行こうって……思います」

　彼女の輝かしい笑みに、その場の皆もほっと胸の内が明るくなる。

　広人も嬉うれしかった。

　あやのが内に秘める強さが、こんな風に外にも現れてきたのだ。

「そうそう。ねこがみさまにお渡ししないといけない物があるんです。甚右衛門じんえもん」

「ははっ。これに」

　あやのの言葉で、甚右衛門はメイドから分厚い書類封筒を受け取って差し出した。

　それを見た瞬しゆん間かん、広人はものすご─────く、嫌いやな予感に襲おそわれる。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ、それをねこがみさまに渡すのは……」

「んむ、これは、もしかしてっ!!」

　しかし広ひろ人とが制止する前に、ねこがみさまは封筒をつかみ、

「……………………ふ」

　封を閉じる紐ひもをぐるぐるぐるっとほどいて中を見た瞬しん間かん、

「ふわああああ──────────っ!!　ぃいいやったああああっ!!」

　片手を突き上げ、天てん井じようにつくぐらいの大ジャンプ。

　あああ、と広人は頭を抱かかえてうなだれた。

　もちろん封筒の中身は────ぎっちり詰まった名めい簿ぼの束。

「あやの、全部で何名です？　何名なのです!?」

「メイド部隊総勢五十人、プラス甚右衛門じんえもんで、五十一名です」

　にっこり、とあやのはねこがみさまに向かってほほ笑んだ。

「お母かあさまと対たい峙じして一歩も退ひかなかった先せん輩ぱいの姿に、感かん銘めいを受けた者が多くて」

「ちょ───っと待った……今、あの、甚右衛門て……」

「さよう、拙せつ者しやの名前であります」

　甚右衛門はきちっと頭を下げた。

「どうか、末永く可愛かわいがっていただきたい所しよ存ぞん！」

　うわあ。

「いや、あのですね、甚右衛門さんは男ですけど……」

「ならば、甚じん子こ、とお呼びくださいませ、旦だん那なさまっ！」

「子をつけて解決する問題ですかそれはぁ──っ」

「何が甚子だって、氏うじ子こさん？」

　広人が叫んだ瞬しゆん間かん、がらりと窓が開いて耀あき姫ひめが現れた。

「耀姫さん、やめるまで永遠にいいますけど、どうか窓から入らないでくださいよ」

「だってだって、真っ先に氏子さんに知らせたかったんだもん、ふっふっふ」

　耀姫はにやにや笑いながら、靴くつを持って入ってきた。

「六月からさあ、臨時講師がうちの高校に赴ふ任にんするんだけど、誰かわかる？」

「臨時講師？　誰って……誰ですか」

「みっちゃん」

　さらっと耀姫はいった。広人は凍こおりついた。

「氏子さんの能力を監かん視しするために、みっちゃんに頼んでおいたわけよね」

「か、か、監視って!?」

「下手へたに力を暴走されても困るじゃん？　みっちゃんとあたし二人がそばにいれば、何かあっても抑おさえられるしさ。ま、そういうわけで安心してよね」

　親切なのかよけいなお世話なのか分からなくて、広人は混乱してくる。

「広ひろ人と、広人。リュックの中から着メロ聞こえたのよ」

　夜や刀とがつんつんと袖そでを引っ張った。ユキメがリュックを持って差し出す。

「はい、広人さん。どうぞ」「あっ、すみません」

　よろよろと広人は手を伸ばし、携帯を取り出した。どうやらメールのようだ。

　開いて名前を確かめる。

　相手の名は……『羽は沢ざわひかる』。

　以前出会った、元幽ゆう霊れい少女の名前である。

「え!?　ひかるさん!?　どうしたんだろう」

　急いでメールを開くと、文面が飛び込んできた。

『今月末に退院します。六月から学校に通えるんだ。よろしく、広人さん！』

　デコメの絵文字を使った、嬉うれしそうな文面だった。

「あの、先せん輩ぱい。ひかるさんて……どなたですか？」

　あやのが小首を傾かしげて訊きいた。

　広人が答える前に、ねこがみさまが嫁よめ名めい簿ぼを引っ張り出して見せた。

「元生いき霊りようで、黒髪かみの綺き麗れいな女子なのです。広人の嫁候補でもありますぞ。ほら、見み目め良よい女子でしょう？　そうそう、春日かすがもほら、同じく嫁候補なのです！」

「嫁候補……ふぅん、そう、なんですか、先輩の──春日さんまで──そう」

　あやのはにっこり、とほほ笑んだ。

　ほほ笑んだが──ほほ笑んでるんだけど──あれ？　えっと、あれ？

　笑ってるのに、なぜか、ブラックなオーラが見えるのは……気のせい？

「姫ひめさま、そろそろお暇いとまいたしませんと」

「そうですね、甚右衛門じんえもん。それでは先輩、ねこがみさま、皆さま」

　あやのは両手をついて、品の良い仕し草ぐさで頭を下げた。

「甚右衛門、メイドたち共々、これからもよろしくお願いいたします」

「一名、よろしくしない方が倫理的にいい方がいるんですけど……」

　広ひろ人とはいうが、あやのは愛らしい笑みを返しただけだった。

　あいさつの後、メイド部隊に囲まれて、あやのは帰っていく。

　広人は玄げん関かんまで見送り、大きく息をついて部屋へ戻った。

　ねこがみさまがこたつに潜もぐり、みんなと一いつ緒しよに名めい簿ぼをチェックしている。

「これで総勢六十五名……ふふふ……素す晴ばらしい、なんと素晴らしいのです!!」

「あの、ねこがみさま……嫁よめ探し、もうそろそろいいんじゃないかと思うんですけど」

「何をいうのです、広人！」

　ねこがみさまは張り切った顔で立ち上がった。

「広人の幸せのために、われは千人目指してよりいっそう、がんばりますぞ」

「いや、俺おれの幸せって、ちゃんとはっきり答えたと思うんですけど」

「そうですぞ。広ひろ人とはこういったではありませぬか」

　ねこがみさまは人差し指を立て、いい聞かすようにいった。

「俺の幸せは、こうしてみんなと一いつ緒しよにいることだと。つまり」

　得意満まん面めん、ねこがみさまは胸を張る。

「一緒にいる嫁よめをもっと増やせば、もっともっともーっと、広人は幸せになるのです！」

　うわああああ、と広人はがっくりと四つん這ばいでうなだれた。

　通じてない！　通じてないよ！

「そうじゃないっ！　そうじゃありませんよねこがみさまっ！」

「何がそうじゃないのです。まったくそうじゃないことなどないのですっ」

　広人が汗あせだくでねこがみさまに説明するのをよそに、耀あき姫ひめやミミ、夜や刀とやユキメたちは頭を寄せ合い、名めい簿ぼをぺらぺらめくっていた。

「何、結局あの狐きつね娘むすめは嫁にならないわけ」

「そうらしいですわね。ちょっと残念ですわ」

「婿むこ取とりしないといけないらしいのよ」

「せっかく優しくて可愛かわいい方ですのにぃ……あれぇ？」

　ユキメが変な声を上げ、名簿の最後の一枚を指差した。

　耀姫たちは目を開いてのぞき込む。

　それは────子こ狐ぎつね。

　写真欄らんには見覚えのある子狐の写真が貼はってあり、好物は油揚あげなんて書いてある。

　………………。

「……何よ、あの狐きつね娘むすめ」

　神さま＆妖あやかし娘たちは顔を見合わせた。

「……嫁よめ入いりするのはあくまで子狐で、自分じゃないとかいい張るつもり？」

「……意外にしたたかですのね。さすが狐というわけですかしら」

「……まあ、これぐらいの方が相手にしがいがあるのよ」

「じゃあ、嫁候補はぁ、これで」

　ユキメがにこにこしながら、いった。

「六十五名、プラス一匹ぴき、ですねえ」

　そんな声など聞こえないように、広人とねこがみさまはまだいい争っている。

　モサコさんは暑くなったかこたつから這はい出て、吞のん気きに大あくび。

　守もり宮みやは澄ました顔で新品のこたつの上に、淹いれ直した冷茶を人数分出した。




　窓の外には、夏に向かう五月の青い空が、一面に広がっている────










　あとがき




　こんにちは。マサト真ま希きです。

　作中では五月ですが、これを書いているのは七月です。

　光化学スモッグ警報のアナウンスを連日のように聞いています。

　五月の爽さわやかな空気がとても恋しい。




　さて、今シリーズの著者近影はカレー縛しばりと決めているのですが、やはりできるなら変わり種だねカレーを選びたいところ。

　というわけで、いつだったか伊い豆ずに旅行に行った際に見かけた「カレーラムネ」なるものを通販で入手してみました。

　カレーラムネ・激げき辛からカレーラムネ・わさびラムネの三本セット。

　ゴーヤカレーはいまだ手をつけていませんが（早食え）、やはりこれはネタ的にも体験しておくべきだと思い、後書きを書きつつ飲んでみることにしました。

　チョイスは一番過激そうな「激辛カレーラムネ」。

　撮影終了。

　開けます。飲みます。

　……………………………………………………………………………………………………




　誰だカレー縛りなんて考えたヤツァ──────────────────ッ!!




　と叫びたくなるようないいお味でしてもう……。

　味はラムネです。ただ、開けた瞬しゆん間かんに噴ふき出る泡あわからすでに刺し激げき臭しゆうがするという、なかなか挑ちよう戦せん的なスパイス加減でした。

　ぜひ一度、お試し下さい。




　以下は謝辞です。

　担たん当とうの湯ゆ浅あさ様。

　今回の進行は、焼き土ど下げ座ざ級でした……。なのにお電話やメールで励まして下さって、本当に頭が上がりません。甘あまんじることなく、がんばりたいです。

　編集部の土つち屋や様。

　いつもアドバイスをありがとうございます！　今後とも、よろしくお願いいたします。

　お二ふた方かたには感謝の思いをこめて、そっとカレーラムネを差し入れさせていただきたい。

　イラストのごまさとし様。

　三巻は衣い装しようが色々あるので、いつにも増してイラストを拝見するのが楽しみです。

　ごま様が描いてくださるかと思うと、キャラ設定やストーリーを考えるのにもいっそう力が入ります。水着回をぜひやりたい……！

　アスキー・メディアワークスの関係者の皆様。家族や友人の皆様。

　そして、この本を手に取って下さった読者の皆様。

　どうもありがとうございます！

　いつも執しつ筆ぴつは全力で、精根尽き果てるような想いをしながら書いているわけなんですけれども、恩を返すにはやはり全身全ぜん霊れいで書いていく以外ないと思っています。




　さて、三巻までは新キャラ中心に進めてきたのですが、次巻はレギュラーキャラ──ミミか夜や刀とのどちらかに、焦しよう点てんを当てたいと考えています。

　いやでもそういっといて、新キャラ話になったりするかもしれないんですが。

　次はなるべく早めにお届けできるよう、がんばる所しよ存ぞん。

　それでは、またお会いできれば光栄です。





二〇一〇年　七月　　マサト真ま希き
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マサト真ま希き

６月生まれ。静岡県出身。

ゲーム会社勤務、フリーのＷｅｂデザイナーなどを経て、小説の仕事へ。

美味いものと読書と映画と旅行で充電。

カレーは中辛のアジア系が好きです。
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イラスト／ごまさとし

我が家ではただいま家庭菜園ブーム中です。今年はプランターでミニトマトを作りましたがいきなり大豊作っ！　サラダにパスタにピザにと堪能させていただきました～。　でも、食べ過ぎてトマト太りました…。チーズが合うから……。
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